
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　ヘンタイという翼のために









　穂ほ北きた宗そう志しの朝は早い。

　目覚ましが鳴ると、かっと目を開き、隣となりで寝ねっ転ころがっているマネキンの服を脱ぬがす。

　ワイシャツのボタンは、二秒もあれば外せる。

　スカートのホック、ファスナーは足の親指で外せる。

　少しマネキンを浮うかし、片手でブラを外し、足でパンツごとスカートをするっと脱がす。

　そうして、やっと目覚ましを止めた。

　目覚ましが鳴ってから、四秒五三という時間が経たっていたことを、目覚まし時計は告げていた。

　そう、宗志は、毎日この女性の服を着せたマネキンと一いつ緒しよに寝ていて、それを脱がすことが日課なのだ。

　部屋を出て、階段へ。

　階段には、二段ごとに一体、マネキンが置かれている。

　宗志はマネキンの横を擦すり抜ぬけながら階段を降りる。

　一番下まで降りたとき、全てのマネキンのパンツは、足首まで下げられていた。

　洗面所へ行って歯を磨みがき、居間に向かう。

　居間の戸は金庫のような鍵かぎが掛かかっており、ダイヤルを回して開ける。

　毎日開けるための番号は違ちがうため、宗志は右へ左へと指を動かし、正解を探し出す。

　正解の番号は、ほんの少しだけ引っかかりがあるように出来ていて、それを指の先の感覚だけで把は握あくし、鍵を開けることで、指先の力と感覚を高めるのだ。

　毎日やっていることなのでいとも簡単に突とつ破ぱし、中へ。

　居間へ入って最初にすることは、仏ぶつ壇だんに線せん香こうを立てること。

　座布団に正座し、父の遺い影えいに向かって手を合わせ、線香を立てる。

　ちーんと鳴るあれも鳴らして、挨あい拶さつを終えた頃ころ──

　宗志は襲おそわれる。

　すっと喉のど元もとに太い腕うでが回された。

　瞬しゆん時じにチョークスリーパーを掛けられると判断した宗志は背後にいる人物の顔面を両手で摑つかみ、そのまま体ごと壁かべに叩たたきつける。

　緩ゆるんだ腕からするりと抜け出すと、そこには一人の男性。

　年ねん齢れいは、四〇歳ほどの、脂あぶらの乗りきった男性だった。中肉中背のひげ面。最近の悩なやみは加か齢れい臭しゆうが日に日に強くなっていること。

「おはよう。本ほん郷ごうさん」

　宗志は笑顔を見せて、拳こぶしを構える。

「おはよう。宗志──今日で最後だなっ！」

　同じく拳を構えた本郷は、宗志に突とつ撃げきする。

　ぶつかり合う二人。腕を絡からめ、相手の腕を制しながら、もう片方の手で相手を打つ。

　永えい春しゆん拳けんの動き。相手の打だ撃げきの内側にするりと腕を入り込ませ、連打を浴びせる。

「参った参った！　無理無理無理無理！」

　あまりの高速の連打に、本郷は降参する。

　宗志がその言葉を聞いて手を止めた瞬しゆん間かん──

「貰もらったっ！」

　突つき飛ばすかのように、手を突き出した。

　その動きを読んでいた宗志はその手を払はらい、本郷の左胸を掌しよう底ていで打った。

「……この騙だまし討うちも、今日が最後ですね」

「ああ、俺ではもう──宗志、お前にはどうやっても勝てないようだな」

　二人は、笑みを交わす。

　痛みはない。

　今の技は、殺すための技ではなく『活かすための技』。性的に、『活』かすための技だ。

　活殺自在の拳けん法ぽう、『無む明みよう無む影えい拳けん』。その中から、殺人拳の部分は除外し、完全な活人拳として、さらにそれを性的に気持ち良くさせることに特化させたモノを、宗志は本郷から伝授されてきた。

　全身を駆かけ抜けるのは、痛みではなくむしろ──快感だった。

　触ふれた瞬間ではなく、時間差で後から駆け巡めぐる振しん動どう。

　その振動に、本郷は足が震ふるえ、目の前がスパークするほどの快感に襲われていた。

「……今まで、ありがとうございました」

　頭を下げた宗志は、寂さびしさを嚙かみしめていた。

　毎日毎日、本郷と宗志は組み手を行ってきた。

　毎日毎日、一いち撃げき必活のドスケベ術を修練してきた。

　それも、今日で終わり。

「隙すきありっ！」

　ごすっ。後頭部に、かかと落としが決まる。

「ぐふっ」宗志は床ゆかに頽くずおれ、本郷は高笑いを決め込んだ。

「かっかっか。最後の一本はやはり俺の方だな」

「隙ありっ！」

　ごすっ。宗志の手刀が本郷の弁べん慶けいの泣なき所を強打する。

「ふぁーっ！」ゴルフでボールが飛んでいったような叫さけびが、居間に広がった。

　そして、その後も、二人は殴なぐり合った。

「ご飯出来たよー」

　そこへ、一人の女性が現れた。

　赤あかん坊ぼうを抱だいた、優しげな雰ふん囲い気きの女性──本郷の妻だ。

　宗志と本郷は、互たがいに掌底を胸に当てながら、ずるりと床に寝そべり、びくんびくんと体を震わせていた。

　最後の勝負は、互ご角かくだった。







　シャワーを浴びて、身支度を整えて、宗志は玄げん関かんで靴くつを履はいていた。

　靴の紐ひもを結び直すのは、家を後にしたくない、後ろ髪がみを引かれる思いからだろう。

「お前には、あの島で出来ることを、全てを教えたつもりだ。だが──それだけでは絶対に『首席』にはなれないだろう」

「わかってるよ。本郷さん。俺は必ず──」

　靴の紐をきゅっと締しめ──宗志は立ち上がると、拳を強く握にぎった。




「必ず、ドスケベになってみせる！」




　端はたから見れば、頭がおかしいと思われそうな宣言だった。

　だが、そんな宗志の言葉に、本郷夫婦は真しん剣けんな表情で頷うなずいた。

　毎日毎日、マネキンを相手に『練習』してきた。

　ドスケベに、なるための練習を。

「じゃあ、行ってきます。……母さんを、よろしくお願いします。今まで──本当にありがとうございましたっ！」

　深く深く最敬礼してから、宗志は家を出た。

「宗志は、『首席』になれると思う？」

　バタン、と閉められた扉とびらを見つめながら、本郷の妻は心配そうに呟つぶやいた。

　宗志が何な故ぜ、こんな毎日を送っているのか。

　それは全て『召しよう喚かん士の学校を首席で卒業するため』。

　召喚士の学校を首席で卒業した者は──

『願いが一つ叶かなう』と言われている。

　どんな願いも叶うと言われれば、如い何かなる努力も惜おしまないだろう。

　たとえそれが、ドスケベになるという努力であっても。

「彼の指先は、常人が一生掛かっても到とう達たつ出来ない領域にある──が、それだけでは首席にはなれない」

「……やっぱり、そうよね。宗志は──最後まで『変態』になれなかったもの」

「変態でなければ、あの『戦争』では勝てない。変態でなければ、強力な『召しよう喚かん獣じゆう』は扱あつかえない」

「……一いつ生しよう懸けん命めい、変態になろうとしたけど──やっぱり足りないかな？」

「確かにあいつは、変態になれるように、今日まで頑がん張ばってきた。そして、これからも頑張っていくだろう。『努力の変態』が『天性の変態』に勝てるのか──その確証は三年後に得られる。我々はただ、帰りを待つだけだ」

「寂しくなるね……」

　赤ん坊が、玄関の戸に手を伸のばし、ずっと泣いていた。

　旅立った宗志を応おう援えんしているのか、それとも、離はなれたくないからなのか。

　ただただ、ずっと泣き続けていた。








第一章　一〇〇〇のネコミミとケツ一〇〇叩き









　就職に最も有利な資格とはなんだろう。

　公認会計士？　ＴＯＥＩＣ？　ＭＯＳ？　建築士？　医師免めん許きよ？

　人それぞれ、職業それぞれに最も適した資格があるのだから、一いち概がいにどれが『最も』なのかと言いにくいところはある。

　だが、──今、一〇〇人に聞いたら、九〇人以上はこう答えるだろう。

『召喚士』の資格だ──と。

　数十年前、接客業や建築業や医者など、そのほとんどの職業が将来、『ロボット』に取って代わられるのではないかと言われていたが、その前に──

『召喚士』に取って代わられた。

　召喚士とはその名の通り、『召喚獣』を生み出すことが出来る者のことだ。

　それも、一匹ぴきや二匹ではない。数千、数万もの召喚獣を一度に召喚出来る。

　一人の召喚士がいれば、百貨店全フロアを運営することも出来るのだ。

　凄すご腕うでの召喚士ならば、小さな国一つを運営することすら可能だろう。

　召喚には、『召喚石』が必要なのだが、この召喚石、誰だれもが気軽に扱えるモノではなかった。

　召喚石に『適合』していない者が召喚術を使い続けると──死が訪れる。

　なりたいと思ってなれるモノではない。召喚士の適性試験に合格した者にのみ、権利が与あたえられるのだ。

　そして、今年は『穂ほ北きた　宗そう志し』がその一人に選ばれた。

　家のポストに召喚学校の入学通知が来たときは、一時間ほどカズダンスを踊おどったものだ。

　召喚士になるには、資格を取らなければならない。

　そして、その資格を取るためには、召喚学校に三年間通わなければならないのだ。

　召喚学校は、『月がち輪りん島とう』にある。

　太平洋上にある島で、気候は穏おだやか。特産物はアカマンボウとマヒマヒ。

　そこへ向かうための船に、今から乗ろうとしている。

　宗志は興奮してきた。

　当たった宝くじを換かん金きんしに行くときぐらいの興奮だ。

　荷物は先に送ってある。五日間のクルージングのための荷物だけを持って、横よこ浜はま港へとやってきた。

　飛び交うカモメ、青い海、潮の香かおり。

　豪ごう華か客船を横目に、海沿いをウロウロしながら、写真を片手に乗る船を探す。

「沖おき田た……ソーシ・オキタかの？　これから月輪島へ行く予定の──」

　声を掛かけてきたのは、老人だった。

　これほどの老人を、宗志は見たことがない。

　とんでもなく、どこからどう見ても老人。

　誰に似ているかと聞かれれば、十中八九で『サンタクロース』と答えるだろう。

　そんなお髭ひげの、恰かつ幅ぷくの良いご老人だった。

「ああー、そうだけど、穂北。間ま違ちがえられやすいけど、沖田じゃなくて、穂北」

　手を挙げて、老人に駆け寄る。

　英語で声を掛けられたので、英語で返した。

　宗志は、召喚士になるために、月輪島に行くことだけのために、幼少期からずっと訓練を積んできたのだ。公用語である英語も、その一つだった。

　と言っても、完かん璧ぺきという訳でもないので、スラングな言葉。

　敬語に当たるような英語まではあまり知らなかった。

「おう、おったか。もう出航時間でのう」

　ほっほっほ。その笑い方も、まるでサンタクロースのようだった。

　三月末に出会ったサンタ。身長二メートルほどの、巨きよ大だいなサンタだった。

「あれ。結構余よ裕ゆう持って来たつもりだったんだけど」

　腕うで時ど計けいを見てみると、時刻は一一時。書類に書かれている出港時刻は、一二時。

　老人も宗志の腕時計を覗のぞき込むようにして見ると──

「…………一時間間違えてたっぽい。すまんの」

　ほっほっほ、とまた大きく笑い、頭に手をやった。

「いやいや、探す手間が省けたよ」

　はっはっは。宗志も大きく笑った。

　宗志は笑いながら、小さな小さな船に乗る。

　それはまるでボートのような小ささだ。

　今から、この世でいっちゃんデッカい大海原に漕こぎ出そうってには、ちょっと不安な船。っていうか、ボート。乗っていた爺じいさんがデカいから、さらに小さく思えた。

　だが、宗志はそんな小さなボートにも、心は躍おどっていた。

　召喚士となる──そんな夢を思うと、希望と熱意しかなかった。

　ボートには、一人の少年が先に乗っていた。

　優しそうな少年だ。顔は可愛かわいく、まるで少女のよう。肌はだは白いし、目が大きい。背は一五八センチといったところだろうか。

「穂北宗志。よろしく」

　宗志は笑顔で握あく手しゆを求める。

「あ、えっと……わた、拙せつっ、麻ま呂ろ……いや、ボクっ！　ボクは坂さか田た──」

　坂田は宗志の手に、そっと添そえる程度に触ふれて、名乗ることに戸と惑まどいを見せた。

　急に声を掛けられたからと宗志は思ったが──

　右に左に右下にと目を泳がせてから、意を決したように言う。

「坂田、権ごん左ざ右衛え門もん──です。よろしく」

　宗志は面食らってしまった。

　寝ねてるときに耳からタバスコを流し込まれたぐらいに面食らってしまった。

　笑うべきか悩なやんだ。

　人は、親から貰もらった名前を選べない。

　そして、親は自分の子がどんな姿形になるのか想像出来ないままに名前を付ける。

　坂田権左右衛門。

（そりゃあ、名乗るのを躊躇ためらうわな）と宗志は納得した。

「自己紹しよう介かいも済んだみたいじゃから、出航するかの」

　宗志の後ろからぬっとサンタっぽい爺さんが顔を出し、宗志はびくっと体を硬こう直ちよくさせた。

　妖よう怪かいかと思うほど、爺さんがデカかったからだ。

「出航まで、あと一時間あるのでは？」

　と聞いてくれたのは坂田だった。

　宗志は身長差に圧あつ倒とうされて言葉を失っていたところだった。

「この二人だけじゃからの、待つ意味もなかろうて」

「二人？　たったの？」

「普ふ通つう、みんな飛行機を使う」

　そう言いながら、サンタの爺さんは天高く指を立てた。

　月輪島までは、飛行機で行けば数時間だが、船だと五日ほどかかる。

　だが、宗志は船を選んだ。

　せっかく行くんだったら──

　情じよう緒ちよ？　溢あふるる？　みたいな？　感じの？　クルージングを楽しみたかった。

「長旅だし、出発は早い方がいいんじゃないかな」

　と坂田が言うので、宗志もうんと頷うなずいた。

　こうして、宗志は旅立った。

　輝かがやかしき船出。希望に満ちた──夢を乗せた船出。

　ざっぱーん。

「うぇえええ……」

　船出をして五分と経たたず、船の最さい後こう尾びで坂田が嘔おう吐としていた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　宗志は坂田のＴシャツがシワにならない程度に優しく摩さする。

「うん。ありがと」

「………………お前、変な趣しゆ味みとかあるのか？」

　背中を摩りながら、妙みような違い和わ感かんを覚えた宗志が一いつ瞬しゆん手を止めた。

「え！　変な？　……まあ、うん。なくはないけぼろろろろろろ……」

「そうか」

　宗志はスクリューに巻き上げられる白い水しぶきと、坂田の小さな口から『今週のビックリドッキリメカ』が如ごとく吐はき出される、後の魚のエサを見つめながら──

　多分？　これが？　きっと？　多分？　一応？　多分？

『情緒』って奴やつなのかな……としみじみ思っていた。







　坂田が一通り胃の中のモノをぶちまけてから五時間。

　本を読んだり、少し寝たりしてから、また坂田のマーライオン現象に付き合っていたら──

「坂田っ！　しっかり摑つかまって！」

「もうすでに握あく力りよくがないよぉっ！」

　宗志たちは、とんでもない嵐あらしに巻き込まれていた。

　空はもくもくと曇くもり、幾いく度どとなく波が船に覆おおい被かぶさる。

　何よりも、遠くに見えるのは、巨大な──竜たつ巻まき。

　いくつもの水上竜巻が、ごんごんと天高く渦うず巻まいているのが見えていた。

　このまま進めば、確実に転てん覆ぷくするだろうことは、誰の目にも明らかだ。

　それはあまりにも突とつ然ぜんだったため、宗志と坂田は船の最後尾で、船にしがみつくことしか出来なかった。

　情緒は溢あふれに溢れている。

　宗志は思った。

　これが、『情緒不安定』って奴かと。

　水切りの石のように、水面みなもを跳はねる船。

　車の中で飲むコップの水ぐらい、ばっしゃばっしゃと縦じゆう横おう無む尽じんに揺ゆれる波で全身が濡ぬれる。

　そして──海に投げ出される坂田。

　海に、投げ出される、坂田。

　現象を一つ一つ確認する程度に、宗志は固まった。ぞわっと背筋を悪寒が走る。

「坂田ぁっ！」

　宗志は手を伸のばしたが、坂田はその手を取れなかった。

　荒あれ狂くるう自然を前に、人はここまで無力なのかと、宗志は絶望を感じていた。

　死──そんな一文字が頭を過よぎった。

　今ならまだ間に合うかもしれない。

　宗志は急いで海に飛び込み、坂田を捜さがす。

　荒れた海の中は、噓うそみたいに穏おだやかで、時間が止まっているかのようだった。

　どこまでも深い深い、海。小魚の群れが逃にげ、大きな魚と目が合う、青い青い、海。

　素早く逃げる小魚の先で、もがき苦しむ坂田の姿。

　必死に水を搔かいて進もうとするが──服が重くて上手うまく動けない。

（くそっ！　考えが浅はかだった！　海をっ！　舐なめていた！　死ぬのかっ！　こんなところで！　まだ、まだ何も達成していないのに！）

　そんな宗志の脇わきを擦すり抜ぬけるように、一匹ぴきの犬が海へと飛び込んできた。

（い、犬っ？）

　狼おおかみのような、白い犬が海に飛び込んだと思ったら、ミサイルのようなものすごい勢いで坂田のところへと向かい、背中から押す。

「ぷはぁっ！」

　犬が坂田を助けようとしているのを確認した宗志は、海面へと上がった。

　次から次へと波が覆い被さってくる中、何度も何度も顔を手で拭ふきながら、坂田がいたところを見ていると──

　イルカショーのように海から犬が飛び出してきた。

　その犬の背中には、鍋なべに入り損ねたマロニーのようにぐったりとした状態の坂田。

「あの犬……爺さんの召しよう喚かん獣じゆうか？」

　船まで一っ飛びで飛び上がる犬を見ながら、宗志は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　そんな宗志の体に、犬が体当たりを仕し掛かけてきた。

　坂田を救出したのとは、別の大型犬。

「大丈夫かのぉっ！」

　爺さんがボートの中から船室の戸を開けて叫さけんでいた。

　宗志は咄とつ嗟さに犬の毛を摑むと、閃せん光こうのように犬は水面を駆かけ、ボートに追いついた。

　宗志と坂田がボートの中へ入ると、爺さんは戸を閉める。バタン、という音を最後に、さっきまでの嵐の音がなくなり、しんと船内は静まり返った。

「坂田？　おい坂田っ！」

　ふかふかのカーペットに横たわる坂田は、意識を失っていた。

　いや──それどころか──

「大変じゃ。脈がない。呼吸もしておらんっ！」

　爺さんは急いで心臓マッサージを開始する。

　ぐっぐっと薄うすい胸板を押し込んで、脈を確認するが、効果はない。

「爺さんどいてくれ」

「むっ？」

　割って入った宗志が掌てのひらでとんっ、と坂田の左胸を小こ突づく。

　すると──

「かはっ！　はあ……はあ……ごほっ……うぇええ」

　たったの一いち撃げきで、坂田は意識を取り戻もどした。

「今のは……」

「心室細動かなと思ったけど、合っていたみたいだな。一度心臓を止めて、そのあとポンプとして機能させた。そして肺を──」

「無む明みよう無む影えい拳けん……じゃな？」

「ああ……まあ……」

　宗志は、肯こう定ていも否定もしなかった。知っていたことに驚おどろいたのもあるが、爺さんの顔が、怒いかりに満ちているように見えたから。

「その拳こぶしに光は当たらず、その拳に影かげは生まれない。活殺自在の光速拳。──昔、それを使える者がおっての」

「本ほん郷ごうさんを知ってるのか？」

「本郷……ほう、スケベＩＱ六〇〇と言われたあの本郷から習ったのか。なるほどのぉ。ならば、殺人拳としては習っていないじゃろうな」

　爺じいさんは、少し嬉うれしそうに、そして納得したように頷いた。

　その表情は、穏やかなモノに戻っていた。

「爺さんの言う通り、俺はこれを活かすための拳だと学んだよ」

「ほっほっほ。もし殺人拳として習っていたら、この場で海に突つき落としておるよ。殺し屋を島に連れてはいけぬわ」

　笑ってはいるが、冗じよう談だんには聞こえなかった。

「とんだ船旅になっちまったな」

　とりあえず、ほっと一息吐つく宗志。

「し、死ぬかと思った。死ぬかと思ったぁ！」

　坂田は大きく胸を弾はずませて、息を整えていた。

　宗志たちを助けてくれた犬は、爺さんのもとへと行くと、すっと腰こしを下ろした。

　犬ならば、まず水を払はらうために体をぶるぶるしたいだろうに、まるで水が飛び散ることが迷めい惑わくであると認識しているかのようだった。

　坂田は上着を脱ぬいでＴシャツ一枚になると、Ｔシャツの裾すそをひとまとめにするように引っ張り、ぎゅーっと絞しぼる。ぽたぽたと海水が床ゆかを濡らしていくのを、宗志は何もせずにじっと見ていた。

「ところで二人とも」

「ん？」「はい」

　爺さんが改まって話をし始めたので、宗志と坂田は顔を向ける。

　そして、宗志は口をあんぐりと開けて、赤面した。

　爺さんも、濡れたシャツを脱いでいた。

　シャツの下には、女性物の下着。黒の、スケスケの、とんでもなくいやらしい下着を着けていたからだ。

（これが……月輪島の……『変態』かっ！）

　宗志は、召しよう喚かん士になるために、毎日マネキンを相手に変態行こう為いを続けてきた。

　だが、根っからの変態ではない。

　今、目の前に、根っからの変態がいる。

　……こうなりたいとは思わなかった。

　だが、こうならなければならないと思った。

「ワシら、このままじゃ死んじゃうかも」

　ブラを取り、ズボンを脱いで、爺さんはあっけらかんと言った。

　黒のレースがひらひらの、もっこりＴバックに、編み編みのガーターベルトという出で立ちに、宗志は困こん惑わくする。

「…………えぇ？　また死んじゃうんですかぁ？」

　坂田が困惑した声を出す。

（おい坂田。その前に言うことあるだろ──）と宗志はじっと爺さんのもっこりを見つめていた。

「舵かじが利かん。何にぶつけたのか、船底にも穴が。あの水上竜巻に巻き込まれたら、船は沈しずむじゃろう。この嵐では救助も期待出来ん」

「……にしては、妙みように落ち着いているな」

　宗志は言えなかった。そんな格好で──と付け加えられなかった。

「そこで、本来ならば入学式の日に渡わたすこの──召喚石を試して欲しい」

「しょっ」坂田はゴクリと喉のどを鳴らした。

　それが欲しくて、宗志や坂田は学校へ向かおうとしているのだ。

「ワシの召喚獣、この『大おお神かみ』では、今の窮きゆう地ちを脱だつすることは出来ぬ。そこで二人に、もうここで召喚獣を出して貰もらおうと思う」

「……えっと、ちなみに、もしボクたちの召喚獣が、この窮地を脱することの出来るタイプじゃなかったらどうなるの？」

　坂田はトイレで紙がないときぐらい怯おびえながら聞く。

「三人とも死ぬじゃろうな」

「なのに、なんでそんなに笑ってられるのっ！」

　衝しよう撃げき的な言葉に、坂田はうっすらと涙なみだを流しながら声を荒あららげた。

　宗志はただ、じっと成り行きを見守っている。

「人はの、死ぬときには死ぬ。そのとき、恐きよう怖ふを感じようが、喜びを感じようが、狼狽うろたえようが、死ぬ。だったらワシは、如い何かなるときも笑っていたい」

　そう言いながら、老人はほっほっほと笑う。

　坂田も、思わず苦笑いを浮うかべた。

　気持ちに共感した訳ではない。

　爺さんのクレイジーさに、むしろ共感出来なかったから笑った。

「召喚石は、腕うで時ど計けいタイプ、スマホタイプ、ぱかぱかのケータイタイプ、ボールペンタイプ、クレジットカードタイプ、キーホルダータイプとある訳じゃが、どれが──」

　まるでドラえもんのように、カバンからぞろぞろとアイテムを取り出し、床に放り投げていく爺さん。

「いやいやいやいや、今そんな話をしてる場合じゃ──」

「俺はスマホタイプでいい」

「ええ！　沖田くんっ！」

　爺さんにツッコミもせず受け入れようとしている宗志を、坂田は二度見した。

「召喚石は、小指の先程度しかないからの。なくさないように、身近なモノに組み込んで持ち運ぶようにしておるのじゃ」

「じゃあ……ボクもスマホで」

　最初は何乗っかってんの！　と言おうとしたが、ここは宗志が正解。

　爺さんの言うことを聞いて、さっさと先に進めるべきだ。

　気がつけば、自分だけが慌あわてふためいている。

　慌てふためくべき状じよう況きようだ。正しいのは坂田権左右衛門ただ一人のはず。

　だが、爺さんも宗志も、達観している。

「よし、ならば……よっこらせっ」

　爺さんはスマホの側面をぱかっと開けて、そこにほんとに小さな小さな小石を入れて、二人に渡した。

「これを持つだけでいいの？」

　坂田はスマホを片手に、どうしていいのかわからず掌で遊ばせる。

　宗志はスマホをぎゅっと握にぎり、目を閉じていた。

「召喚術とは、魂たましいの具現化じゃ。今君たちの魂は、霧きりのようにもやもやと全身を覆おおっている。それを、一つの炎ほのおにするのじゃ」

「炎にするのじゃ──って言われても」

「目を閉じて、頭の中でイメージすれば良い。好きな色は？」

「白」と坂田は答えた。

「青」と宗志は答える。

「その色の霧が、今君たちの全身を覆っている。それを、この召喚石に向かって、集めるのじゃ。ろうそくの炎ぐらいまで、凝ぎよう縮しゆくさせる」

　言われるがままに、目を閉じてイメージする。そして、スマホを握っていると──

　宗志と坂田は感じていた。

　体を覆っている、熱い何か。むわっと重い空気のようなモノが全身を覆っている感覚。そしてそれがスマホを持つ手に収束していくイメージ。

「光った！」

　坂田が喜びの声を上げる。

　宗志も目を開くと、スマホが青い色に輝かがやいていた。坂田のスマホは白く輝いている。

「そして、イメージする。炎のように凝縮した魂を、人の形にするのじゃ」

「何な故ぜ、人の形なんだ？」

　ずっと神しん妙みような面持ちで聞いていた宗志が聞く。

「労働力のために召喚石を手に入れたいのじゃろう？　だったら、人型でなければ不便じゃろうて」

「ここで犬をイメージしたから、爺さんの召しよう喚かん獣じゆうは犬なのか」

　宗志はちらりと大型犬を見ながら、ふむと頷うなずいた。

「そういうことじゃ。一度固めてしまった魂は、二度と霧には戻らない。大事にの」

（……俺の、召喚獣……）

　宗志は、ふうと息を大きく吐はき出した。

　全ては、この瞬しゆん間かんのため。

『召喚獣』は、『変態』なほど強力で、良質になると、本郷から聞かされていた。

　だからこそ、そのためにドスケベになる練習に励はげんできた。

　こんな状況ぐらい、簡単に打破出来るレベルの召喚獣を、生み出すために──

　青の光が人の形を形成する。

　そして──宗志は初めての召喚術に、いとも容易たやすく成功する。

　いや、召喚石と適性さえあれば、誰だれでもこうして簡単に召喚術が使えるのだ。

　現れたのは坂田とほぼ同じぐらいの身長の──女の子。やせ形で、肉付きはあまり良くない。何故か、ビキニに短パンという格好をしていた。

　髪かみは長く、腰まで伸のびている。

　その髪からぴょっこりと覗のぞかせている耳は、人間のそれではなく──まるで猫ねこのようだった。そして猫のように大きな瞳ひとみで、少女は笑顔を向ける。

「こんっっにちはーっ！　初めましてマスターっ！」

「ど、どうも……」

　宗志は人見知りしてしまった。

　爺じいさんの犬のことを気にしていたせいだろうか。宗志の召喚獣は『猫耳少女』になってしまったようだ。

（これが……俺の待ち望んだ……召喚獣）

　宗志は、ほんの少しのがっかりと、可愛かわいらしい容姿にどぎまぎしながら困惑していた。

「これは、起死回生の召喚獣、出たようじゃの」

「え！　これが？」

　爺さんの言葉に、宗志は不信の念を少女へ向けた。

「マスターっ！　これって失礼です！　私はこれでも、きっと優ゆう秀しゆうなんだからっ！」
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　えっへんと腰こしに手をやり、胸を張る。

「いや、そっちじゃなくて」

　爺さんはちょいちょいっと手を振ふって否定し、親指でくいっと坂田を指す。

　坂田の方をちらりと見ると──そこには、天使がいた。

　ムキムキマッチョで、何に勝利したのか月げつ桂けい冠かんを頭に着けている、古代ローマ人のような天使。

　大きな翼つばさは白く、とてもキレイで、行楽シーズンの落ち葉のように、抜ぬけた羽根が床に散らばっていた。

「空を飛べる召喚獣なんて、聞いたこともないぞ」

　宗志は、啞あ然ぜんとしていた。今まで、デパートやコンビニなどで召喚獣を見たことはある。

　見たことはあるのだが、『翼付き』なんていう召喚獣は初めてだ。

「ワシもこれで、見るのは三例目じゃ」

　愉ゆ快かいそうに、爺さんが笑う。

「ど、どうすればいいのかな？」

　坂田は困惑していた。

「まずは名前を付けることじゃな」

「マスターっ！　いいのおねしゃすっ！」

　宗志はきらきらと輝く大きな目と、ぴくぴく動く三角形の耳を見つめて、ぼそりと呟つぶやく。

「名前って──今は一刻を争う──」

　坂田が悠ゆう長ちような爺さんの言葉に戸と惑まどっていると──

「…………ネコミミ」

「ねっ！」

　ネコミミは、宗志のネーミングにショックを受けたようだ。

　そして、坂田もショックを受けていた。

　今は、名付けよりももっと重要なことがあるはずだ。

　だが、宗志は悠長なペースで名付けているのだから。

「ボクは……アークエンジェル……かな」

　坂田は長身の天使を見上げながら、恐おそる恐る名付ける。

　天使は穏おだやかな表情を浮かべ、その名前を肝きもに銘めいじた。

「よし、アークエンジェル。俺たちを脱だつ出しゆつさせてくれ。どれだけ飛べるのかわからないけど」

　宗志が直接交こう渉しように入ると、アークエンジェルはぷいっとそっぽを向く。

（こ、こいつっ！　明らかに『無視』の意思表示を見せやがったっ！）

「お、お願いします」

　坂田が頭を下げると、天使はにっこりと微笑ほほえんで──坂田をそのたくましい腕うでの中へと抱だきしめる。

　すると、ばさっと翼が羽ばたく音がして、全く同じ容姿の天使が二体現れた。

「ま、マスターっ！　これきっと私の分入ってないっ！　しまって！　私をしまって！」

　ネコミミは宗志のシャツをぐいっと引っ張り、慌てふためいていた。

「しまうって……」

　初めてのことばかりで混乱しながらも、召しよう喚かん石に念じる。

（戻もどってこい）

　すると、ネコミミ少女は青い煙けむりになって消え去った。

　次の瞬間──宗志と爺さんも天使に抱きしめられ、三人の天使は羽を広げる。

　そして──ずどん、と凄すさまじい音がして、ボートの天てん井じようを突つき破やぶったと思ったら、ものすごい速度で雲近くまで飛び、さらにそして──真っ直ぐ月輪島までミサイルよりも速く飛んだ。

「速っ！　すげーっ！　すげーぞ坂田っ！　お前の召喚獣はっ！」

　宗志は大賛辞を上手うまく言葉に出来なかった。

「…………あれ？　返事がない。坂田？　おい！　坂田っ！」

　スカイダイビングをしているかのように、目も開けていられないほどの、空。

　息をするのも一苦労する速度に、坂田は失神してしまったのだろうか？

　ぐったりとしたまま、動きがない。

　ちらりと天使を見てみると──

「消えかかってるっ！」

　天使は白い煙になって消えそうになっていた。

　それは、坂田が必死に意識を保とうとしているということだ。

　船で五日。飛行機で八時間ほどかかる距きよ離り。

　出発して数時間経たっているから、実際はもう少し短い距離だったが、その距離をたったの二〇秒ほどで着いた。

　月輪島が、眼下に映る。

　地球よりも丸い、完全な『円』の島。

　いつからそこにあるのか、巨きよ大だいな島だ。

　グーグルマップで見るように、ぐいっと島が近づいてくる。

　……っていうか、宗志は落ちていた。

　ばさばさと髪が靡なびき、空気が壁かべのように固く全身を覆う。

　目を閉じて、口が風でびろびろになってしまっている坂田が隣となりに見える。

　だが、爺さんの姿が見えない。どこか別の場所へ飛ばされてしまったのだろうか。

（坂田っ！　おい坂田っ！　爺さんは？　くそっ！）

　声を掛かけたいが、声にならない。

　坂田は声が出ないほどの風のせいで、気絶してしまったのか？

　島の上まで辿たどり着いたことで安心して、緊きん張ちようの糸がぷつんと切れてしまったのか？

　坂田の召喚獣である天使は、そこにはいなかった。

　坂田が気を失ってしまったせいで、召喚獣が消えてしまったのだ。

　そう、宗志は上空数千メートルから──パラシュートなしダイビングを決行させられていた。

（おいおいどうする？　どうする俺！　こんなところで！　こんなことで死ぬ訳にはいかない！　俺は──俺はっ！　死ぬ訳にはいかないんだっ！　海の上に着地するか？　水だったら飛び込んでもセーフ！　って高さじゃねえだろ！　多分死ぬ！　死ななくても色々なところが骨折した状態で水の中に飛び込むから結局死ぬっ！）

　死を前にして、まるで時間が止まったかのように頭が回る。

　だがそれは全てネガティブな思考だった。

　落ちる空が高すぎて、まるで空中に止まっているような錯さつ覚かくに陥おちいっているが、確実に落ちていることはわかっていた。

　早く手を打たないと。

「来いっ！　ネコの奴やつっ！」

　宗志はこの手しか思い浮うかばなかった。スマホが青く光り、そして──

「……誰がネコの奴だ？　あー？」

「……さっきと違ちがう奴が出た！」

　空中であぐらをかいた赤い髪のネコミミが現れた。

　宗志よりも背が高いだろう、すらっとした細い足。さっきのネコミミがシンガプーラなら、今度のネコミミはチーターのような感覚だ。

　ビキニの上からライダースーツを着たような格好だった。

「ってなんだこの状じよう況きよう！　おい！　ふざけんじゃねえぞ！　死ぬ気か！　正気の沙さ汰たじゃねえな……」

　落下中という奇きっ怪かいな状況に目を丸くした姉あね御ご肌はだなネコミミは頭をわしゃわしゃと搔かいたあと、がっしりと宗志を抱きしめる。

　むにっと大きなおっぱいに顔を埋うずめるようにして。

「うわあああっ！」

　宗志は顔を真っ赤に染め、両手でネコミミを押し返す。

　まるで抱だかれるのを嫌いやがる猫のように、ぴーんと腕を伸ばして。

　今が死の淵ふちであることも忘れ、離はなれようとしたのだ。

　そう、宗志は、ドスケベではない。

　むしろ、女性が苦手なのだ。

　おっぱいに顔を埋めたときに、興奮よりむしろ恥はずかしさが勝ってしまうほどに、奥手な少年だった。

　だからこそ、マネキンを相手に練習をするしかなかったのだ。

「ちょっ！　こらてめえっ！　正気かよ！　正気の沙汰じゃねえのな！」

「ダメなんだ俺！　女子の体に触ふれるのが！」

「あたしはてめえの召しよう喚かん獣じゆうだ！　そんなことぐらい知ってる！　それでも摑つかまれっつってんだよ！　好きとか嫌きらいとか言ってる場合じゃねえんだよ！」

　そう言って、また宗志を抱きしめる。

　むにっと大きなおっぱいが、頰ほおに当たる。

「そうだ！　坂田っ！　坂田も助けないとっ！」

　宗志は坂田へ手を伸のばす。シャツを引っ張って、体を引き寄せた。

「だから！　離れんじゃねえよ！　喚よんでおいて！　殺すぞこら！」

　また、引っ張られて大きなおっぱいに顔を埋める。

「もう絶対離れるなよっ！」

　刹せつ那な──姉御肌なネコミミの手から、ばさっと巨大な布が出現した。

「パラシュートかっ！」

　布は下からの風を受けて、大きく膨ふくらむ。

　だが──思ったほど減速しないっ！

　宗志は坂田の体をぎゅっと抱きしめ、ばさばさと風を受けながら、森に突っ込んだ。

　ばさばさと木々の枝を揺ゆらしていく内に、どんどん速度は落ちていき──地面へ。

　結局全身をぶつけることになったが──骨が折れるほどの衝しよう撃げきではなかった。姉御肌ネコミミのパラシュートは、どうやらちゃんと機能していたようだ。

　全身を打って、よろよろとゆっくりのたうち回る。

　手を離してしまって、坂田がごろごろと地面を転がり、木の根っこにぶつかった。

「うっ……何……」

　衝撃で、坂田が目を覚ました。

　宗志が包み込むように抱いていたため、地面への衝しよう突とつは避さけられたが、それでもダメージは大きかった。

　全身を、鈍どん痛つうが襲おそう。

　息も、上手く出来ない。

　だが、坂田はホッとした。

　恐ろしい目に遭あったが、命は助かった。

　手足もちゃんと動く。

（助けて、くれたんだ）

　そして、宗志が守ってくれたことに気づいた。

「お、生きてやがったか、耳クソマスター。死んで貰もらっちゃあ困るからな」

　すたーっとアネゴ肌のネコミミが着地する。

　まるでなんの衝撃も感じないように。まるで──猫ねこのように。

「……助かったよ。お前のおかげだ。ネコミミ」

　宗志は木に寄りかかりながら立ち上がる。

「って呼ぶんじゃねえよ！　もっとちゃんとした『名前』を付けろ能無しマスターっ！」

「じゃあ……ヨーコ……さん」

　その名前がぱっと出たのは、家の隣に容よう子こという名前の、看護師のお姉さんが住んでいて、この姉御肌のネコミミによく似ていたからだ。

　すると、ヨーコはにんまりと笑顔を見せた。

「……で、良いのかな？」

「良い名前だ。気に入った。やるじゃねえか素敵マスターっ！」

　ばしばしと背中を叩たたかれ、宗志は一歩よろけた。

　死の直前を何度も連続で体験し、足あし腰こしが立たなくなるほど、疲つかれ切っていた。

「沖田くん！」

　坂田がよろけた宗志の体を受け止めた。

「お前、びしょびしょじゃねえか」

「あはは、沖田くんこそ」

　びしょびしょに濡ぬれた体を押し付けられて、宗志と坂田は笑った。

「んじゃ、あたしはもう用済みだな。送そう還かんしてくれ」

「え？」

「あんまり働きたくねえんだよ。言わせんなクソマスターが」

（どんな召喚獣だよ）

　と宗志は啞あ然ぜんとしていた。仕事放ほう棄き宣言をする召喚獣など、聞いたことがない。

「……了りよう解かい」

　だが、強くは言えず、ヨーコを宗志は送還する。

　ヨーコが煙けむりのように消えて、森の中には宗志と坂田だけが残った。

「これから、どうしようか？」

　濡れた髪かみを搔き上げ、坂田が不安そうに言う。

「とりあえず、森を抜ぬけよう」

　今が島のどこで、学校がどこなのかもわからない。

　見晴らしのいい場所を探して、宗志たちは歩く。

　一〇分ほど歩いたら、開けた場所に出た。

　少し先に、大きな施し設せつが見える。白くて、四角い施設だ。

「あれが、学校かな？」

　坂田が駆かけ寄よろうとしたときだった。

　ざざざざ……と草木を踏ふみ荒あらす足音が聞こえたと思ったら──

　宗志たちは包囲された。

　金色の兜かぶとに腰こし巻まき。地面について尚なお余るほど長い真っ赤なマント。銀色の槍やりと丸い盾たて。

　それはまるで、スパルタの兵士のような、屈くつ強きようなおっさんたち。

　全員が同じ姿、同じ顔、同じ体格。

　つまり──召喚獣だ。

「ほほう。西校の方角から来客たあ、珍めずらしい」

　その中で一人だけ、違う姿の男。まだ肌はだ寒ざむさの残る中、ぴっちぴちのＴシャツを着て、ジーンズの短パン。Ｔシャツの袖そではくるくると折ってあり、だったらタンクトップを着ればいいのにと言いたくなる。そんな服装の男がいた。

　その男らしさは、漢と書いておとこと読みたくなりそうな、むっきむきの筋骨隆りゆう々りゆうとした漢だった。

　宗志は身構える。

　むきむき野や郎ろうの目には、明らかな『敵意』が感じられたから。

「こんにちは。ボクたちは──」

　坂田は屈くつ託たくのない笑顔で歩き、むきむきの男のところへ向かう。

　すると──その丸太のような腕うでで、思いっきりラリアットをされた。

　その勢いは凄すさまじく、坂田の体はトラックにでもぶつかったかのように軽々と宙を舞まい、背中から地面に落ちた。

「ここは、このジャッキー・ジョンソン・ジョシュア・ジョーイ・ジョーンズ・ジュニア様が通しはしないっ！」

「……ただ、通りたいだけなんだ。どいてくれないかな？　むきむきジャッキーさん」

　宗志は、坂田に手を差し伸べながら『むきむきジャッキー』を睨にらみ付けた。

　なんの話も聞かず、突とつ然ぜん坂田をラリアットで吹ふっ飛ばしたのだ。苛いら立だちを覚えていた。

「はっ、バカを言うな。通すわけがないだろ」

　むきむきジャッキーの目には、自信が満ちあふれていた。

「じゃあ……ぶっ倒たおすしか、ねえな」

　宗志の目にも、自信が満ちていた。

　どうせ、こうなるであろうことはわかっていた。

　ここにいる人間──特に、上級生たちは、戦いを望んでいるはずだから。

「ほう。俺のこの筋肉を見ても尚、挑いどもうってのか」

　ぴくぴくと大胸筋が揺れる。

「それが、この島のルールなんだろ？　えっと……むきむきジャッキーさんよ」

「かーっはっはっは！　筋トレの準備運動にはなってくれよっ！　戦せん闘とう配置だ！　スパルタニアンっ！」

　むきむきジャッキーの召しよう喚かんした兵士たちが、隙すき間まなく整然と並ぶ。

　列が幾いく重えにも重ねられた、『横おう陣じん』だ。

　右、左、後ろ──真四角に包囲された状態。

　その兵力は、各々五〇〇の計二〇〇〇。

　圧あつ倒とう的に不利な状態で──

「ネコミミっ！」

　宗志もまた、召喚術を使う。握にぎったスマホが光を放ち──

「「こんっにちはーっ！　お喚よびですか！　マスターっ！」」

　ビキニに短パン姿のネコミミが、一気に複数体現れた。

　その数は、一〇〇。包囲されているため、展開出来る兵の数はそれが限界だった。

「あいつらのように、武装出来るか？」

「問題ないですっ！」

　ネコミミの右手に、小しよう剣けんが、左手には小さな丸い盾が現れた。

　槍と剣の差、盾の大きさに差はあるが、その武装は、むきむきジャッキーの『スパルタニアン』と似ていた。

　宗志は、武む者しや震ぶるいする。

（これだ……この瞬しゆん間かんを、俺は待ち望んでいた……）

「ちょっと！　これなんなの！　どういうことなの！」

　一人訳がわからない様子の坂田がおろおろする。

「この島ではな……召喚獣による『戦争』が当たり前なんだよ」

　宗志は楽しそうな表情で言った。

「……戦争……」

　恐おそろしい言葉に、坂田は息を吞のむ。

　この島を首席で卒業する者は、一つ願いが叶かなう。

　その権利は──戦争によって得るのだと、本郷から宗志は聞かされていたのだ。

　そう、戦うために、宗志はここへ来た。

「さあ！　来るがいい！　筋肉の素晴らしさを教えてやろうっ！」

　その言葉を合図に、スパルタニアンたちが盾を構える。

　首から膝ひざまでを覆おおう、大きくて丸い盾。

　一歩踏み出して構えるその盾は、体のほとんどを覆う。

　そして、その盾は自らを守るためだけの盾ではない。

　左にいる味方を守るための盾。

「な、なんかすごいね」

　ずらりと並んだ盾の列に、坂田が顔を引きつらせる。

「ファランクスだ」

「ファランクス？」

「左手の大きな盾で左横にいる味方を守る密集陣じん形けいだ。──スパルタニアンか。正にその名の通り、やってくれるね」

「ほう。知ってるのか。それは──がっかりだ」

「がっかり？」

「この鉄てつ壁ぺきのファランクスが、如い何かに完かん璧ぺきかっ！　知っているってことだからなっ！」

「行くぞっ！　正面突とつ破ぱだっ！」

「「りょーかいマスターっ！」」

　一列に並んだネコミミが、『ファランクス』とぶつかった。

　盾と盾が、ぶつかり合う。

　助走を付けて、思いっきりぶつかったが──ファランクスの強きよう靭じんな足腰は、一ミリもズレない。

「跳はね返せっ！　スパルタニアンっ！」

　ガイン、と鉄の音がして、ネコミミたちは吹っ飛ばされた。

　まるで子こ猫ねこを払はらい除のけるかのように、盾を払ったのだ。

　そして、吹っ飛んだネコミミに、二メートルはあろうかという長槍が襲おそいかかる。

「こんっにゃあろーっ！」

　盾でガードするネコミミ。

　ギン、と音がして、槍は盾を滑すべる。

　一度の攻こう撃げきを行うと、すぐにまた盾の構えに戻もどる。

　盾でガード出来なかったネコミミが、数匹ひきやられてしまった。

　槍の一ひと突つきで、ネコミミは煙のように空へと消えていく。召しよう喚かん獣じゆうは、その形を保てないほどのダメージを負うと消えてしまうことを、宗志は知った。

　そして、スパルタニアンの一いち撃げきは、正に必殺の一撃だった。

「ま、マスタぁ～」

　泣き出しそうな声でネコミミが指示を仰あおぐ。

「……もう一度だ。今度は五列編成で突とつ撃げき！」

「こんっのおおっ！」

「無む駄だだっ！　跳ね返せっ！」

　怒ど濤とうの勢いでファランクスにぶつかるネコミミ。

　だが──それでもファランクスは動かない。

「ネコミミっ！　行けっ！　絶対突破しろっ！」

　宗志は叫さけぶ。

（噓うそだ。こんな、こんなに遠いはずがない！）

　召喚獣は、ドスケベな人間ほど、強力な召喚獣となる。そう聞かされて、宗志は本郷に育てられた。

　毎日マネキンを相手に、ドスケベ行こう為いをしてきた。

　そうやって──強力な召喚獣が生まれる万全の『予習』を行ってきた。

　だが、今現実にぶち当たっている。

　宗志の召喚獣『ネコミミ』は、弱い。

　少なくとも、このスパルタニアンに傷一つ付けられないほどに、弱い。

　たった一人を倒すことすら出来ないほどに、弱いのだ。

　そんなはずはない。そんなはずはない。

　宗志は、現実を受け入れられなかった。

「ネコミミっ！　もっとだっ！　ぶちかませっ！」

　焦あせる宗志はどんどんネコミミを召喚する。

　そして──弾はじかれる。

　そして──突つかれる。

　そして──また防ぼう波は堤ていのような頑がん丈じような壁かべに戻る。

　これが、ファランクス。

　追つい撃げきを行う必要はない。

　動かないことが必勝。

　無傷のまま、攻撃した側だけが兵を減らしていく。

　行動は、一糸乱れぬタイミング。少しでも盾を構えるタイミングが違ちがえば、その隙すきを突けそうなモノだが、崩くずれない。三〇人三一脚きやくをする小学生のように、崩れない。

　右にも左にも、後ろにもファランクスはいる。

　だが、動こうとはしない。

　まるで籠かごの中で暴れる鳥を嘲あざ笑わらうかのように、スパルタニアンからは一切攻撃をしてこなかった。

　ネコミミが攻撃すれば、反はん撃げきをする。ただそれだけでいい。

　倒れていくネコミミを、次々と召喚して補ほ充じゆうしていく。

　何度やっても、何度やっても、同じ結果。

「あれ？　ネコミミっ！」

　召喚術が、使えない。

　召喚術は、何百何千という人数を召喚することが出来る。

　だが、その数には限界がある。

　召喚士の腕──召喚士の変態度によって左右されるのだ。

　宗志は、自分のネコミミをどれだけの数出せるのか知らずに、ただただ垂れ流していた。

　一〇〇〇人のネコミミを出したところが、宗志の限界だと知った。

「……くっ」

「どうしたの？」

（……俺は、最も愚ぐ策さくを行っていたことに……どうして気づかなかったんだっ！）

　波状攻撃をしているつもりで、後先考えずネコミミを召喚していった。

　だが、それはただの逐ちく次じ投入に過ぎない。

　考える時間を得るために攻撃を続けていたが、それが最も愚ぐ行こうだった。

　相手が動かないのであれば、ちょっかいを出さずに距きよ離りを取って作戦を練るべきだった。

　この日のため、この戦争のために、本郷からスケベになる方法を習ってきた。

　そうして──他の召喚獣より、強い召喚獣を生み出せると信じていた。

　誰だれよりも強く、誰よりも多くの召喚獣を出せると思っていた。

　だが、ネコミミは弱い。そして、一〇〇〇人しかいない。

　むきむきジャッキーは少なくとも二〇〇〇。それも、とりあえず、で出せる量が二〇〇〇。圧倒的だ。圧倒的に──自分は弱い。

　一切通用しない現実に焦り、戸と惑まどい、思考停止してしまった。

　本郷から聞かされていた。

　真の変態の扱あつかう召喚獣に、宗志の召喚獣は敵わないだろう。

　だから、それを補うために、活殺自在の無む明みよう無む影えい拳けんを磨みがいてきたのだ。

　せめて、宗志の拳こぶしがむきむきジャッキー本人に届けば、勝機もあるだろう。

　だが──

「諦あきらめるしか、なさそうだ」

「え！　そうなの？」

　ここでこれ以上、無む闇やみに攻撃するべきではないと考えた。

「撤てつ退たいなど許さん。最後の一兵まで戦え」

　スパルタニアンが宗志たちを囲む。

　ネコミミは一〇人ほどしか残っていなかった。

　なのに、スパルタニアンは、ただの一人も倒たおせていない。

　坂田は宗志の陰に隠かくれ、ネコミミは守るように円えん陣じんを組む。

　皆みな一様に、苦々しい表情だった。

「お前は今日、『戦争』をしに来たんだ。戦争とは決して軽いもんじゃあない。校則で、殺すことは出来んが、腕うでを一本ずつ、折らせて貰もらおう。二人ともな」

　宗志は何も答えられなかった。

　円を描えがくように、スパルタニアンが囲んでいる。

　抵てい抗こうも、無駄だろう。

　骨をやられれば、一カ月か二カ月、『戦争』には出られなくなるだろう。

　恐きよう怖ふを植え付けられ、やる気を削そがれ、夢を諦めさせるために、むきむきジャッキーは挑いどんできた相手の心と骨を折るようにしているのだ。

「見み逃のがしてください！　なんでもしますから！」

　坂田は、その場に膝をつき、頭を下げて懇こん願がんする。

「おい坂田！」

　突とつ然ぜんの坂田の行動に、宗志は驚おどろいた。

「なんでもする？　じゃあ、お前が、こいつの腕を折れば、お前は見逃してやる」

「それ以外で！」

「それ以外っ！　なんでもって条件はどこへ行った！」

「それ以外なら、なんでもしますんでっ！」

「………………だったら、俺を喜ばせろ」

　むきむきジャッキーはにへら、とせせら笑い、舌なめずりをした。

「ど、どうやって？」

　悪寒が走り、坂田は恐おそる恐る聞く。

「とっっても、気持ちいいことさ」

　坂田は、ぐっと奥歯を嚙かみしめる。

　何をされるのか、わからない。

　怖こわい。悔くやしい。だがそれ以上に──

「はい！　それでお願いします！　何をすればいいですか！」

「おいっ！　お前……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ボクは耐たえられる」と坂田は宗志に笑顔を見せた。

「へっへっへ。こういう罰ばつも良いもんだなぁ」

　むきむきジャッキーはニヤニヤとしたまま、ズボンのチャックを下ろしながら、スパルタニアンの作る円の中へ。

（坂田に手を出させはしない──必ずこいつをぶん殴なぐってやる）

　宗志は、ぎゅっと拳を握にぎり締しめる。

　もっと近づけ。もっと、もっと近づけ。

　狙ねらうなら、一いつ瞬しゆん。

　失敗しても成功しても、腕の骨一本では済まないだろう。

　むきむきジャッキーはしゅるりとベルトも解き、ズボンを下ろし、そして──

　四よつん這ばいになった。

「…………え？」

　宗志は、綺き麗れいなお尻しりをぷりんと突き出すむきむきジャッキーの姿に、啞あ然ぜんとする。

　殴れる範はん囲いには来たが、行動は起こせなかった。

　むきむきジャッキーが取った行動と、宗志が思った行動は、全然違ったからだ。

「さあ、小こ僧ぞう！　俺の尻を叩たたけっ！」

「え！　ええっ？　……叩く……？」

　まさかの言葉に、坂田は顔を真っ赤に染めて狼狽うろたえる。

　それはつまり、ＳＭプレイをしろということなのだと、坂田も宗志も理解した。

「……俺がやる」

　宗志は呆あきれた声でそう言うが──

「ダメだっ！　この子にやらせろ！　お前はただ、友達が変態行為をさせられるのを見ていればいいんだ！　さあ、やれ！　可愛かわいい男の子に尻を叩かれたいんだ！」

　スパルタニアンが槍やりを坂田に差し出すと坂田は怯おびえた様子でそれを受け取った。

（うっ……なんだろう……凄すごく……恥はずかしいっ！）

　坂田の手が震ふるえる。

　もし、これを振ふり下ろしてしまえば、何か、大事な何かを一つ失う気がする。

　だが、宗志を守るため。

（君は……ボクのために海に飛び込んでくれた。君のためなら……ボクは、変態にでもなるよ）

　意を決して、槍を逆さに持ち、柄えの方を振り下ろした。

　べちーん。

「ああーっ！」むきむきジャッキーが嬌きよう声せいを上げる。

「坂田……」

「うぐっうぐっ……」坂田は、涙なみだを浮うかべながら、ジャッキーを叩く。

　べちーん。

「いいーっ！　もっとだぁ！　もっと強くぅっ！　全力で来ぉい！」

（これが……これが……ドスケベって奴やつなのかっ！　こんな奴の出す召しよう喚かん獣じゆう──勝てる訳ないだろっ！）

　宗志は今、『天性の変態』という言葉を実感した。

　マネキン相手に下着を脱ぬがしたり、股こ間かんを握り合うために汗あせ水みず垂らしていた自分が、如い何かに小さな小さな変態であったかを、思い知らされる。

　野外で、初対面の、『可愛い男の子』にケツをしばかれたい。

　そんなこと、宗志は思ったこともない。

　それで、興奮出来る自信がない。

　べちーん。

「おおう！　それだ！　それをもっと！」

　べちーん。べちーん。べちーん。

　坂田は、何度も何度も、むきむきジャッキーのぷりっと引き締まった尻を殴おう打だした。

　恥ずかしくて堪たまらない。

　男を喜ばせている姿を、宗志に見られていることが、恥ずかしくて辛つらくて、悲しかった。

　そんな坂田の思いは、宗志にも届いていた。

（変態行こう為いに荷担させられている友を、俺は見ることしか出来ないのか！　俺のせいで、坂田は泣いている……浅はかで弱い、俺のせいで──）

　宗志は、悔しさに拳を握り締めた。

　むきむきジャッキーの嬌声と、尻を叩く音が、木霊こだましていった。

　何度も、何度も何度も。

　そして、満足したむきむきジャッキーは立ち上がり、ズボンを穿はく。

「なあ、お前──坂田と呼ばれていたな」

「ひっ」坂田は肩かたを摑つかまれ、恐怖に顔を引きつらせた。

「お前の全力は、ちょうど俺好みの威い力りよくだ。お前になら──抱だかれてもいい」

「えぇ～」坂田はぶるぶると身み震ぶるいする。

「じゃ、お前らもさっさと帰れよ。戦争が終われば、ここは東校の縄なわ張ばり。管理者に見つかれば──腕一本では済まないぞ」
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　そう言いながら、むきむきジャッキーはスパルタニアンを従えながら去っていった。

（俺は……全然ドスケベなんかに、なれていなかったんだっ）

　宗志は、「ごめん」と一言呟つぶやいて、坂田は首を横に振った。








第二章　ドメスティック裸族とフルタチさん









　宗そう志しがむきむきジャッキーに敗北し、坂さか田たがひどい目に遭あわされたあと、二人はその場にへたり込んで沈ちん黙もくしていた。

　むきむきジャッキーは「施し設せつに近づくな」と釘くぎを刺さし、満足したのかスパルタニアンを引き連れて去っていった。

「ねえ、お爺じいさんは……どうしたのかな？」

　失意の中、ぼそりと坂田が呟くと──

「ここじゃ」

　ぬっと森の奥から老人が現れた。

「怖っ！」

　まるで熊くまでも見たかのように、びくっと体を硬こう直ちよくさせる坂田。

「爺さん！　生きてたのかっ！」

　宗志は驚きと戸と惑まどいを見せた。

「ほっほっほ。いやあ、捜さがしておったら、妙みような声が聞こえての」

　爺さんは、黒のセクシーなＴバック一丁で、ガーターベルトは切れてしまったのか、着けていなかった。

　何度見ても、慣れないインパクトだった。

（なるほど、あのむきむきジャッキーの声に誘さそわれて来たのか）

　来るならもう少し早く来てくれればいいのに、と宗志は溜ため息いきを吐ついた。

「良かったぁ。みんな無事だったんだね」

　坂田は嬉うれしそうに飛び跳はねるように立ち上がる。

　さっきまでのショックを断ち切るように。

「森を抜ぬけないことには、まだ安心出来ないけどな」

　宗志は、重い腰こしを上げて溜息を吐く。

　もう、ネコミミは一人も召しよう喚かん出来ない。もし、またむきむきジャッキーみたいなのに出くわしたらと思うと、背筋が凍こおる。

「ワシの大おお神かみが、寮りようまで案内しよう」

　爺さんが召喚術を使い、また二匹ひきの犬が現れた。

　二人の命を救ってくれた、犬だ。

「え？　爺さん、ここがどこなのかわかるのか？」

「二人を寮へ連れていくのが、今回の仕事じゃからの。今日はとにかく、家で休みたいとは思わんかの？」

「はは、同感だ」

　宗志は軽快に笑った。海で嵐あらしに遭い、スカイダイビングもさせられた。

　家に帰ってゆっくりしたいという爺さんを、誰だれが止められようか。

「では、背中に跨またがり、しっかりと毛を摑むのじゃ」

　言われるがままに、宗志と坂田は大型犬の背中に乗る。

「こうやって、犬に乗りたいって子供の頃ころから思ってたんだよね」

「奇き遇ぐうだな。俺もだよ」

「あ、そうじゃったそうじゃった。二人の部屋はもう決まっておる。二三六号室じゃ。荷物の段ボールももう部屋にあるからの」

　そう言って、爺さんは宗志に鍵かぎを渡わたす。

　二三六と数字が刻まれた、鍵だ。

「坂田の分は？」

「二人は、同部屋じゃ」

「……ふむ」

　宗志が困ったような表情を浮かべたので、坂田はきょとんとして首を捻ひねる。

　鍵をジーンズのポケットに入れて、犬の毛をぎゅっと摑むと──

　風よりも速く犬は駆かけ出した。

　左右に聳そびえる木々が、まるで線だけに見えるほどの速度。

　そして、ほんの数秒で、目的地に辿たどり着く。

　役目を終えるや否いなや、爺さんの召喚獣『大神』は煙けむりのように消えていった。

「わ、ワープだワープ」

　大神の走る速度に感かん銘めいを受けている坂田──を見ずに、宗志は建物を見上げる。

　四階建ての巨きよ大だいな四角いコンクリートの塊かたまり。

　まるで、総合病院のような佇まいの、白い壁かべの寮だった。

「やっと、着いたな」

「うん。早く入ろうよっ！」

　自動ドアを抜けて、タイルの床を進む。

　ずんずんと率先して坂田が歩く背中と、まるで新築のように綺き麗れいな館内を見み渡わたしながら、黄土色のカーペットを歩いてすぐにある階段を上がると、一本の廊ろう下か。

　すーっとラベンダー色の絨じゆう毯たんが続き、その左右に、数えるのも億おつ劫くうなほどの扉とびらたち。

　中程まで進んだ、二三六号室で、坂田は立ち止まる。

「ここ！　ここが、『ボクたち』の部屋だ！」

　ばん、と扉を叩たたく。

　ジーンズから鍵を取り出し、鍵かぎ穴あなに差し込む。

（なんで俺は緊きん張ちようしてるんだろう……）

　初めて鍵を差し込む感覚に、宗志は少し感動を覚えていた。

　ついに、始まるのだ。

　召喚士になるための、生活が。

　子供の頃からずっと夢見ていた、生活が。

　扉を開けて中に入ると──そこは長方形の部屋だった。

　一〇畳じようほどの部屋に、二段ベッド、並んだ二人分の机、タンスにクローゼット。

　そして床ゆかには段ボールたち。

　段ボールに書いてある文字でそれが宗志のモノと判別すると、べりべりガムテープを剝はがして中を確認する。

「とにかく、体を拭ふきたいな」

　衣服や歯ブラシなどを漁り、着き替がえを探す。

「じゃあ、風ふ呂ろにでも行こうか」

　同じように坂田も段ボールを漁りながら、ぼそりと呟いた。

「…………お前、風呂入るつもりなのか？」

　宗志は手を止めて、啞あ然ぜんとした表情を浮うかべる。部屋の中にトイレもバスルームもないことに気づいた。

「え？　うん。そりゃあ毎日入るでしょ？　何？　もしかしてお風呂入らない派？」

　坂田は道路に落ちている軍手を見るような目で宗志を見た。

「いや、まあ毎日入るけど……」

「じゃあなんでそんなことを？」




「だってお前、……女だろ？」




「えっ！　ええ！　な、なななな」

　坂田は狼狽うろたえた。

　視線が迷路を行くようにあちこちに飛ぶ。

　一通り狼ろう狽ばいしたあとで、じっと宗志の目を見つめた。

「なんでわかったの？」

「まず──喉のど仏ぼとけがない」

「うっ」

　宗志に指し摘てきされて、坂田は首を絞しめるように喉のどを押さえた。

「まあ、それは個人差があるとして──体が細いのに二の腕うでにたるみがある」

「えっ」

　指摘されて、坂田は恥はずかしげに体を抱くような仕草を見せて、二の腕のたぷたぷ感を確認した。

「まあ、それも個人差があるとして──声が高い」

「そう？」

　指摘され、坂田は低い声を出した。

　スケキヨかってぐらい擦かすれた声だった。

「まあ、それも個人差があるとして──内うち股またでＯオー脚きやく」

「はうっ」

　坂田は足をきゅっと閉じた。

「それもまあオカマちゃんの可能性があるとして──あと、ブラジャーをしてる」

「きゃわっ！　な、なんでそれはわかったんだよ！　服の下なんて見てないだろ！」

「船の上でお前が酔よっていたとき、背中をさすったろ？　あのとき、ブラジャーをしていることに気づいた。普ふ通つうの男子のシャツの下に、段差や出っ張りはないからな」

「ああー」

　あのとき、宗志は坂田にこう聞いた。

『お前、変な趣しゆ味みとかあるのか？』

　坂田はてっきり、ただの世間話だと思っていた。

　だから、『可愛い下着集め』という趣味がある坂田は、『なくはない』と答えたのだが──

「まあ、それも趣味で着けてる可能性があるとして──へその位置が低い」

「おへそ？」

「ほら、濡ぬれてるシャツをぎゅーって絞しぼったろ？　あのとき、へそが見えてね。男女では、肋ろつ骨こつの形が違ちがうから、女子はくびれより下にへそがあるんだ。男はくびれと平行してへそがある」

「ええ！」

　坂田は咄とつ嗟さにお腹なかを押さえた。

「まあ、それも個人差かなって思ったんだけど」

「じゃ、じゃあなんで！」

「お前女だろ？　って聞いたら、『なんでわかったの』って答えたから」

「ああっ！」

　全ては、疑念。推測の域だった。

　黒ヒゲ危き機き一いつ髪ぱつの穴を一つ一つ埋うめるように、宗志はナイフを刺さしていった。

　だが、そのトドメを、坂田自身が刺してしまったのだ。

「っていうか、普通に顔が可愛かわいすぎる。出会ったときから、女の子みたいだなこいつって思ってた」

「……ええぇ～」

　坂田は顔を真っ赤に染めて、恥ずかしそうに俯うつむいた。

　それは、バレてしまったことによる恥はじではなく、可愛いと言われたことに対してだった。

「なんで、男のマネを？」

「……話せば結構長くなるんだけど」

「じゃあ結論だけ聞かせて」

「兄貴の命を、救うためなんだ」

「うん。やっぱりその『結構長くなる話』、聞くわ。とりあえず、風呂に行きながら」

　宗志はタオルと衣類を丸めて持つ。

「ボクの両親は、事故で死んだんだ」

　同じように段ボールを開けて、タオルを手にした坂田と、部屋の外へ出る。

「……それは、お気の毒に」

　今来たばかりの廊下を戻もどり、階段のところへ来ると、館内マップが目に入った。

　二階は一年生。三階は二年生。四階は三年生と分けられていて、各階に上下への階段は二カ所。トイレは一カ所。

「借金だけが残ってさ。給食費も払はらえないほどに貧びん乏ぼうになったんだ」

「親しん戚せきの家に、引き取られたりはしなかったのか？」

　大浴場がある一階を目指す。

「兄貴が……なんとかするって言ってさ。召しよう喚かん士になったんだ」

「召喚士になったって……急に？」

「そう。召喚士になるには、選ばれた者だけが、ここで三年教習を受けなきゃならない。でも、兄貴は両親が死んだ一週間後には、召喚士になってたんだ」

「……違い法ほう召喚士か」

「うん。召喚石を体内に埋め込むことで、強引に召喚士になる手術を受けたって」

「それで、適合しなかったってことだな」

「その召喚石は、偽にせ物ものだったみたいで、兄貴は召喚術を使えば使うほど、衰すい弱じやくしていった。筋肉ムキムキだったのに、今ではもう──意識もなくて、植物状態って奴やつに……いっぱい管を付けられて、そのまま病院で一〇年も二〇年も眠ねむり続けるんだ」

「そりゃあ、……お気の毒に」

「兄貴が入院して、すぐ──召喚学校からの通知が来たんだ。兄貴の、『坂田　権ごん左ざ右衛え門もん』のところに」

　そう言いながら、坂田は涙なみだを流していた。

「モノも言わなくなった兄貴のベッドで、ボクは泣いたよ。ああ、兄貴は、あともう少しほんの少し待てば、召喚士になる資格を得られたのに──って」

「……どうすれば治る？」

　宗志は、睨にらむような目で坂田を見る。

「兄貴に適合した、この石があれば」

　この石があれば。

　だから、坂田はここにいる。

　坂田が兄である『坂田　権左右衛門』としてこの学校を卒業し、召喚士の資格を手に入れれば、自ずとその召喚石は手に入る。

　坂田は召喚士としての未来を手に入れるために来たのではない。

　兄の命を手に入れるために、来たのだ。

「ちょっと待て。ってことは、お前はその石と適合していないのか？」

「そう、かもね」

　召喚士の資格を得られる者は、入念にチェックをされ、適合していると認められた者たちだ。

「使い続ければ、兄貴みたいになるってことじゃないのか？」

「そういうことだろうね」

「……お前、それをわかってて、そんな兄貴を見ていて、俺や爺じいさんを救うために召喚術を使ってくれたのか？」

「使わなきゃ、みんな死んでたのかもしれないんだよ？　使ってすぐ植物状態って奴になっちゃう訳じゃない。兄貴だって、一年間は何事もなかったように使ってたし」

「待て待て。ここ、三年あるんだぞ？　授業は当然、召喚術を使うはずだ」

「……そうだね。あっ」

「一年無事だったとしても、二年目の途と中ちゆうで同じ目に遭あうんじゃないか？」

「ど、どうしよう」

　坂田は、アホだった。

　とんでもなく、アホだった。

　急きゆう拵ごしらえの計画。あまりに浅はかな考え。

　三年もみんなを騙だまさなければならないのに、初日で宗志にバレてしまった。

「よくその無用心な性格で騙し抜ぬけると思ったな」

「ボクって、胸とか小さいから、なんとかなるかなーって思ったんだけど」

「その程度の認識かよ……よし。俺が、なんとかする」

「なんとかする？」

「ああ、お前が、坂田権左右衛門本人でいられるよう、サポートする」

「沖おき田たくん……出会ったばかりのボクのために……どうして」

　じんわりとまた涙を滲にじませる。

「穂ほ北きただけどね。──お前がいなければ、この島に来る前に、海の藻も屑くずになっていたかもしれないんだ。命を救ってくれた相手を救おうとするのは、おかしなことかな？」

「沖田くん……ありがとう」

　笑顔を見せた坂田に、宗志も笑顔を返した。

　だが、宗志はその本心の全てを語ってはいない。

「穂北なんだけど。でも、兄に成り代わるってのはわかるが、その前に──」

「ん？」

「学校に相談してみてはどうかな？　命を救うために、石貰もらえませんかって」

「それは……実は言ってみたんだ。通知が来るより前にさ」

「ダメなのか」

「如い何かなる理由であっても、石を流出させる前例は作れない、って」

「なるほど。石を素人しろうとに渡わたせば、強ごう奪だつされたりして、違法召喚士が増える悪あく循じゆん環かんにもなりそうだな」

「あ！　それも言ってたっ！　すげー。沖田くんってやっぱりなんかこう、すげーっ！」

「……なあ坂田。一つだけお願いがあるんだが」

「なあに？　ボク、沖田くんのためならなんでもするよっ！　タバスコだって飲んでみせるっ！　ボクだって、沖田くんに命を救われたんだ。絶対、なんでも協力する！」

「俺のことは宗志って呼んでくれないか？　いちいち引っかかるから」

　どうやら、『穂北』という名前はいちいち紙に書いて説明しないとわかって貰えないようだと判断した宗志は、訂てい正せいするのを諦あきらめた。

「えっ……そ、宗志……くん」

　坂田は照てれ臭くさそうに言う。

　食堂を横目に、さらに進むと、ランドリールームが見えてくる。

「なんで照れてんだよ。──『くん』もいらねえよ。男同士でルームメイトなら、呼び捨てるのが当然だ。その方が──『男』らしい」

「そっか。そうだよね！　宗志！」

　女子に名前を呼んで貰えることに、宗志は顔を赤く染めた。

　初めて、同年代の女子にファーストネームを呼んで貰ったからだ。

　そして、坂田の笑顔がとても、輝かがやいて見えたから。

「でも、本当に、何か協力出来ることってないかな？」

「え？　いや、だから名前を呼んでくれっていう願いを叶かなえてくれたじゃないか」

「沖田くんは……じゃないや、宗志はこれからのボクを助けてくれるんだろ？　ボクだって、これからの宗志を助けてやりたいんだよ！　何かないかな？　したいこととか」

　困ったな、とぽりぽりおでこを搔かいて、宗志は考える。

（目的は、言えないな）

　宗志の目的は、『願いが一つ叶う』と言われている『首席卒業特典』だ。そして、それは同学年の人間と争って勝ち取る権利。

　そう、坂田とも、争う権利なのだ。

　だから宗志は、茶化すことにした。

　笑って、「なんだよそれー」なんて話せるような、目標を語ることにした。それが──

「俺は、ドスケベになりたい」

　にっ、と宗志ははにかんでみせた。

　すると坂田は一いつ瞬しゆんびっくりしたように目をしばたたいてから──




「わかった！　ボクに任せてよっ！　絶対、宗志をドスケベにしてみせるよ！」




「……マジでか」

　宗志は、「冗じよう談だんで言ったんだよ」とは、言えなかった。まさか、ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめて嬉うれしそうに言うとは思わなかった。

「でも、どうしてドスケベに？」

「召喚術ってのは、ドスケベなほど、強くなるんだ」

「へえー。そうなんだ」

「だが、俺は女子に触さわるのが怖こわくてね」

「怖い？」

「小学校三年生のとき、女子のスカートをめくったことがあるんだ。そのとき、その子は号泣してさ。女の子を傷つけてしまった俺は、それ以来女子に触るのが怖くなったんだ。また、傷つけてしまうんじゃないかって──」

「でも、ボクの背中を摩さすってくれたじゃあないか」

「あのときは、まだお前が男だと思ってたから」

「今は、どう？」

　そう言いながら、坂田は両手を広げる。

　宗志は、じっと胸元を見つめ、顔を赤らめて目を背けた。

「……無理、かもしれん」

　すると──坂田は宗志の手をぎゅっと握る。

「んなっ！」

「触れたじゃないか！　宗志、ボクを男だと思えばいい。宗志がボクに触れないなら、ボクが宗志に触ればいい！　そうやって、少しずつ少しずつ──ドスケベになればいいんじゃないかなっ！」

　輝くような笑顔に、宗志は驚おどろいた。

（なんて、なんて真っ直ぐな奴なんだ……）

　自分が何を言っているのか、ちゃんと理解しているのかいないのか。

　ただ愚ぐ直ちよくに、宗志のためにという思いだけで、とんでもないことを宣言している。

「宗志はボクを男に育ててくれる。その代わりに、ボクは宗志をドスケベに育てる。ウィンウィンの関係だねっ！」

　この上ない提案。六対四、いや、九、一で宗志にメリットしかない宣言。

　だが──

「ばーか。お前に手伝って貰わなくても、自力でドスケベになってやるよ」

　宗志はその案を蹴ける。

「えー。手伝いたいのにー」

「お前は、発言する前にもう少し考えるべきだな。とんでもないことを言ってるんだぞ」

「考えながら喋しやべってるよ。ボクは、宗志のためになりたい」

　堂どう々どう巡めぐりになりそうだったので、宗志は溜ため息いきを吐つく。

「それより、ホントに風ふ呂ろに入るのか？」

　宗志は、大浴場ののれんを前にして、坂田に確認を取る。

「え……もしかして宗志……行水派？」

　坂田は雨あま晒ざらしになっているベランダの洗せん濯たく物ものを見るような目で宗志を見つめた。

「そうじゃなくて。お前、男湯と女湯どっちに入るつもりなんだ？」

「…………あっ」

「ひとまず、男湯の中を見てくるから、ちょっとだけ待ってろ」

「うん」

　宗志はそう言ってゆっくり戸を開く。

　からからからからと、ゆっくり開いても戸は音を立てた。

　広い脱だつ衣い所。その先にある浴場からは、一切の音がしない。

　恐おそる恐る中に入り、誰だれもいないことを確認すると、坂田がいる入り口へと戻もどった。

「誰もいない」

「もしかしたら、みんな授業中とかかな？」

「なるほど、俺たちも五日後に到とう着ちやくする予定だったし、まだ一年生はここに着いていないのかも。そして二年生と三年生は授業中──よし、坂田。今のうちに入っちまえ」

「え！　お、男湯に？」

「仮に、俺が女湯に確認に行ったとする」

「うん」

「誰かがいたら、俺はどうなる？」

「社会的に、死ぬかな」

「仮に、坂田が女湯に確認に行ったとする」

「うん」

「お前が女だって、もうバレてしまうじゃないか」

「……なるほど」

「入ってこいよ。見張っててやるから」

「あ、じゃあさ。一〇秒で脱ぬいじゃうから、ボクの服洗せん濯たくに回しておいてよ」

「りょーかい」

「あ、そーだ」

「ん？」

「ありがとう。ボク、宗志に会わなかったら、きっとここでやっていけなかったと思う」

「バーカ。まだ、始まってもいねーよ」

「そか。あはは、でも、二人ならきっと上手うまく行く。そんな気がするんだ」

　そう言って、坂田はそそくさと脱衣所に入っていった。

　宗志は思った。

（頼たよりにされるのも、悪くないもんだな）

　一分ほど待って、宗志は脱衣所に入る。

　入ってすぐの棚たなに、一つに丸められた衣服があった。それを手に取り、脱衣所を出る。

　キョロキョロと辺りを見回しながらランドリールームへ入ると、一番手前にある洗濯機の上に丸められた衣類を置いた。

（ついでに、俺の服も洗濯機に掛かけておくか）

　やっとびちょびちょの服を脱ぐことが出来て、宗志はふうと溜息を吐いた。

　洗濯機のフタを開け、シャツを脱いでぶち込み、ズボンを脱いでぶち込み、下着を──

（あいつ……下着と服を一いつ緒しよに洗うと怒おこるかな？　そう言えば──あいつの下着はあるのかな？）

　ボクサーパンツを隣となりの洗濯機にぶち込んでから、坂田の丸まったシャツを持ち上げ、わしゃわしゃと振ふってみると、ぽろりとパンツとブラジャーが落ちてきた。

　慌あわててブラジャーをキャッチしたが、パンツの方は洗濯機の裏にするりと落ちてしまった。

「あっ」

　手は入るが腕うでは入らない程度の隙すき間ま。壁かべと洗濯機の間に、落ちてしまったのだ。

　身を乗り出して手を入れようとするが、全然入っていかない。

　洗濯機を動かそうにも、連なっているせいもあってか、動かせそうにない。

「こりゃあ、参ったな」

　宗志は腰こしに手をやり、溜息を吐く。

「ま、参りました……」

　日本語だった。

「え？」

　声が聞こえて振り返ると──そこには一人の少女。

　身長は一四〇程度と、とても背が低い、茶ちや髪ぱつの少女だった。パジャマ姿で、手には洗濯かご。

　顔を真っ赤にして、下を向いている。

「………………あっ。えっと──違ちがうんです。なんというか──」

　宗志は、素すっ裸ぱだかであることに気づき、咄とつ嗟さに着き替がえのシャツで股こ間かんを隠かくした。

「変態……なんですか？」

「いや、ちょっと海に落ちたりして服がびちゃびちゃになったから、洗濯をしようとしてまして」

「……素っ裸ール・ルイスで、ですか？」

「すぐ風呂に行くつもりだったので。っていうか、誰も来ないと思ってまして。っていうか、なんすかその言い回し」

「そのままの言葉にするのは憚はばかられるので、別の言葉に言い換かえようと……じゃあ、お風呂どうぞ」

　少女は俯うつむいたまま、壁に向いて、道を譲ゆずる。

「言い換えようって、言葉全部入っちゃってますけど……あのー、風呂に行きたいのは山々なんですが、それがその……パンツが洗濯機の奥に入ってしまって。そのままにして行くのはなーって」

「え？　洗濯機どけて取るところだったんですか？　あー、だから素っ裸ーメロ・アンソニー」

「取りようがなくて困ってたんですよねー」

「召しよう喚かん獣じゆう出せば？　あ、もしかして、ファースト？」

「ファーストって？」

「一年生ってことですよ。そっか、入学式まだだし、召喚石もないですよね」

「その物言いだと、もしかして先せん輩ぱいですか？」

「はい。セカンドの……安あん藤どう詩し織おりって言います」

「あ、えっと俺は穂北宗志、ファーストです。てっきり、セカンドとサードっていうのかな？　は授業中だと」

「あー、私風か邪ぜでちょっと休んでて。お風呂のついでに洗濯物入れようと──」

「なるほど。……すいませんが、ちょっと手伝って貰もらえないですかね？」

「困ったときはお互たがい様──では、ダンディっ！」

　腕うで時ど計けいが光り、洗濯機の前にずらりと男が現れる。

　燕えん尾び服ふくを着た、執しつ事じのような男たち。そのヒゲ、その風ふう貌ぼうは、『ダンディ』だった。

　一人の手では持ち上がらない、繫つながった洗濯機の列。だが、数十人の手ならば──

　ぐっと押し込んで隙間を作ってから、ぐっと洗濯機を持ち上げる。

　その間にダンディの一人が浮ういた隙間に手をやり、見事パンツを救出。

　仕事を終えたダンディたちは、ふっと煙けむりのように消えた。

　残ったのは、一枚のパンツ。

　水玉パンツ。青地に白の水玉がちりばめられたパンツだった。

「………………あ、ありがとうございました」

　頭を下げて、宗志は引きつった笑みを見られないように隠した。

（坂田っ！　なんて可愛かわいいパンツをっ！）

　少し考えればわかることだった。

　男になろうと、兄になろうと決めて潜せん入にゆうしてきたのだから、男物のパンツを穿はいているという先入観があった。

　だが、坂田はブラジャーを着けていた。

　下も当然、ブラに合わせた可愛らしい下着であると考えるべきだった。

「それ、もしかして……」

　安藤詩織は、パンツを手にする宗志を見て、完全に引いている。

　宗志に残された手は、一つしかなかった。




「ええっ！　俺のパンツですっ！」




　そう言って、宗志は坂田の脱ぎたてパンツを、装着した。

　少し乾かわいてきてはいたが、それでも冷たい感かん触しよくのパンツ。

　穿くしか、なかった。

「……下着泥どろ棒ぼう……じゃないんですね？」

　詩織が念を押す。

　そうだ。これが自分のモノであると言わなければ、ここで穿かなければ、下着泥棒ということになる。

　真実を、このパンツが坂田のモノであるという真実を、明らかにする訳にはいかないのだから。

「ええっ！　この寮りようにいる、全員に確認を取って貰っても構いませんっ！　これはっ！　一〇〇％っ！　俺のパンツですっ！」

　パンツです……です……です……ランドリールームに、叫さけびが木霊こだまする。

　その熱意に、詩織は面食らった。

「……ってことは」

「はいっ！」

「……ド変態さん？」

「はいっっっっっっっっっっ！」

　決意の言葉は、もう一度ランドリールームに木霊した。

（恥はずかしいっ！　恥ずかしくて身が縮む思いだっ！）

　宗志は泣いた。そんな宗志を、詩織はキラキラと輝かがやいた目で見ていた。

　その目には、軽けい蔑べつや侮ぶ蔑べつの色はない。むしろ羨せん望ぼうの眼差しだった。

（……やはり、俺では──ドスケベにはなれないのかっ！）

　召喚獣は、変態ほど良質になると本ほん郷ごうに聞かされていた。

　だから、幼い頃ころからずっと変態になれるよう一いつ生しよう懸けん命めい修行を積んできたつもりだった。

　だが──実際に変態行こう為いに及およんだ経験はほとんどない。

　日本国内で変態行為をすれば、逮たい捕ほされてしまうからだ。

　そして、今その変態行為を行って、気づく。

　変態と呼ばれることが、恥ずかしい姿を見られることが、堪たまらなく心を傷つけていることに。自分は、心から変態に、なれていなかったことに──泣いた。

　それから二〇分ほど、宗志はランドリールームの扉とびらの前にあるベンチに腰こし掛かけて、俯きながらおいおいと泣いていた。

「どうかしたの？」

　坂田の声が聞こえる。

　どうやら、風ふ呂ろは終わったようだ。

「いや、俺の学生生活が、一つ死を迎むかえただけだ」

「どういうこと？」

「気にするな。じゃあ俺も風呂入ってくるから、洗せん濯たく終わったら乾かん燥そう機きに移しておいてくれ」

　宗志は、言えなかった。『お前のパンツ、穿いちゃった。てへ』なんて、絶対に言えなかった。そんな、『ド変態行為』を、坂田に知られる訳にはいかない。

　そう思いながら、顔を上げると、宗志は顔を真っ赤にさせ、口をあんぐりと開けた。

　そこに、坂田がいたからだ。

　一糸まとわぬ、素っ裸の坂田が、首からタオルを掛けた状態で、立っていたからだ。

　宗志は、濡ぬれた髪かみから裸足はだしの指先までを二度往復し、そして、目を泳がせる。

　綺き麗れいな鎖さ骨こつ、小ぶりだが、確かに丸みがあるおっぱい、きゅっと引き締しまったお腹なか、永久脱だつ毛もうでもしているのか、つるつるの──

　宗志は、女性の裸はだかというモノを、生で、生ライブで初めて見た。

　そして、その美しさに、自分が『オス』であることを認識する。

　坂田の女性的な体は、とても魅み力りよく的に思えたからだ。

「ちょっ！　おまっ！　な、なんで！　なんで裸なんだよ！」

　宗志は両手で目を隠しながら、指の隙間からまじまじと坂田の裸ら体たいを見る。

「え？　宗志、風ふ呂ろ上あがりに服着る派？」

「ああ、俺は風呂上がりに服着る派だよっ！　え？　何、お前、風呂上がりに服着ない派なのかよっ！」

「うん。うちの家族みんなそうだけど？」

　あっけらかんと言う坂田に、宗志は口の形がぐにゃぐにゃと歪ゆがむ。

　なんと言葉を掛かければ良いのか、何も出てこない。

　召喚獣は、変態ほど強力なモノになる。

（坂田の召喚獣、『アークエンジェル』は……確かに強力だったな）

　空を飛べるというだけで、どれだけのアドバンテージがあるだろう。どれだけのイニシアチブがあるだろう。

　それだけの召喚獣を出せるということは──坂田はド変態であるはずだ。

　それを、今確信した。

「さ、部屋戻もどろう」

「ま、待て坂田っ！」

　坂田は肩かたからタオルを垂らしただけの状態で、ぺたぺたと歩き出したもんだから、宗志は急いで止めた。

「え？」

「お前、今の自分におかしいところがあると、思わないのか？　主に身体的なことでだ！」

「んー」坂田は腕うでを組んで眉まゆを寄せ、頰ほおを搔かくと──

「あ、もしかしてニキビ出来てる？」

「……なるほど」

　宗志は、それ以上何も言えなかった。

　彼女は、お風呂上がりは素すっ裸ぱだかでいるということを、恥ずかしいとは思っていないらしい。むしろ、それが当然のような口ぶり。

　きっと、今まで家ではずっとそうだったのだろう。

　家の中では裸で過ごすという人間は、決して少なくない。

　坂田もその一人。『ドメスティック裸ら族ぞく』なのだ。

　そして、ドメスティック裸族の方々には、それは当然のこと。指し摘てきすれば、きっとご機き嫌げん斜ななめになるだろう。

　どうすれば、彼女を傷つけずに服を着させることが出来るだろうか。

「いいか坂田」

「うん」

「服を着ないと、お前は女だってバレてしまうんだ」

　宗志は、着き替がえのために持ってきていたシャツを坂田に差し出す。

「はっ！　それは確かにっ！」

「だから、この月がち輪りん島とうでは──服を着るんだ」

「仕方ないよね」と、坂田は残念そうに言った。

「これは一いつ般ぱん論として聞きたいんだが」

「うん」

「もし、お前の裸を見て、俺が……男が興奮していたとしたら、どう思う？　してないけど、俺はしてないけど、もしお前の今の姿を見て、興奮していたとしたら？」




「…………それは、ゾクゾクするよね」




　宗志はその答えで悟さとった。

　坂田は、『裸は恥ずかしいことじゃない』と思っている方々とは違ちがう。

　裸を見られることが快感になってしまっている方の、方なのだと──

（これが……これが…………俺では、到とう底てい敵わない──天性のド変態って奴やつか）

　宗志は、坂田を羨望の眼差しで見つめていた。

「坂田」

「ん？」

「さっきの話だが、やっぱり、お願い出来るかな？」

「どの話？」

「俺を、ドスケベにしてくれないか？」







　それから、一週間──

　初日は死にかけたこともあってか、部屋に帰るとすぐに眠ねむってしまった。

　坂田が二段ベッドは上がいいと言ったので、宗志は下だ。

　二日目は、荷解きでほとんど終わった。

　坂田の衣類がスカートとかキャミソールとか男になる気力を全然感じさせないラインナップだったため、宗志がいちいちツッコみながら行ったためだった。

　三日目は、島を散策。

　と言っても、島は、歩くにはあまりにも広く、寮の周辺をぶらぶらする程度だった。

　四日目は、寮の隣となりにある巨きよ大だいな図書館でのんびり。

　この島には電波が届いていないため、せっかくのスマホ型召しよう喚かん石も、その機能を十分には使えないことが判明。

　暇ひまつぶしにちょうど良いのか、図書館は授業が終われば盛せい況きようだった。

　五日目になると、飛行機組の一年生たちが寮に到とう着ちやく。

　坂田は風呂に入る時間帯を完全に見失い、その日は風呂には入れなかった。

　そして、入学式を明日に控ひかえた六日目。

　昼間は図書館で読書に耽ふけったり、トランプや人生ゲームやオセロなどで遊んだり。

　戦績は、宗志の全勝だったが、坂田は負け戦いくさでも楽しそうに笑っていた。

　二人の共同生活は、何も問題はない。

「そう言えば坂田権左右衛門ってのは、偽ぎ名めいというか、兄貴の名前なんだよな？」

「うん。そだよ」

「……本名はなんて言うんだ？」

「え？　あー、それは──」

「あ、ちょっと待って。名前当てさせて」

「あはは、いいねそういうの」

「じゃあ、一文字当たってればワンヒット。二文字当たってたらツーヒットって感じでヒントくれる？」

「おっけー」

「──あやか」

「ノーヒット」

「あれ？　──ねね」

「ノーヒット」

「今のはまあそうかなって思うわ。──めいこ」

「ノーヒット」

「んー、スケキヨ」

「あはは、ノーヒット」

「ヘレン・ケラー」

「外人にいった！　ノーヒット」

「カイザー・ソゼ」

「映画になった！　ノーヒット」

「日本人の名前だよな？」

「んー、まあそうだと思う」

「漢字で書ける？」

「漢字で書ける」

「……アニメキャラとかにいる？」

「ぱっと思いつくだけで二人。どっちもこうツインテールの。あれ？　あれアニメだったかな？　ゲームのキャラだったかな？　でも、多分他にもいっぱいいると思う」

「アルバトロ・ナル・エイジ・アスカ」

「──ノーヒット」

「一文字もっ！」

「あはは、ノーヒットだよぉ」

　一週間も一いつ緒しよの部屋にいたのだ。宗志と坂田は、すっかり打ち解けていた。

　映画の趣しゆ味みも音楽の趣味も、まるでストーカーでもしていたのかというほどに一いつ致ち。

　気の合うルームメイトは、得え難がたいモノだ。

　親友と呼べる相手を得ることは、より難しい。

「わーいっ！　上っがりでーっす！」

　トランプを床ゆかに叩たたきつけて、ネコミミがぴょんっと飛び上がる。

「ええー。またネコミミちゃんが一位かー」

　坂田は二枚のトランプをパタパタと扇おうぎのように振ふりながら悔くやしそうに言った。

「坂田。ほら、さっさと取らせろ」

　一枚のトランプを持っている宗志が手を伸のばす。

　三人は今、『ばば抜ぬき』をしていた。最後に残るジョーカーは、坂田が握にぎっている。

「はい」坂田は目を瞑つぶって、宗志にトランプを差し出す。

　宗志は、右のトランプを摘つまみ、少しだけ引っ張る。

　すると、坂田の口元が緩ゆるんだので、左の方のトランプを少しだけ引っ張る。

　眉み間けんに、シワが寄った。

（……なんってわかりやすいんだ）

　坂田は、ポーカーフェイスが一切出来ない残念な子だった。

　ゲームにならないからと、それを指摘した結果、トランプを見ないという手段を採とったのだが、どっちがジョーカーなのかを覚えていたために、結局顔に出てしまっていた。

　容よう赦しやなく、そのままトランプを引き抜いて──

「はい、上がり」

「くっそー。また負けたぁ。もっかいっ！　もっかい勝負っ！」

「めげないところは評価するよ」

「次こそぜってー勝ってやるから」

「期待してるよ」

　坂田は、負けず嫌ぎらいだということがわかった。その他にも、わかったことがある。

「なあ坂田」

「んー？」

「紅茶、取ってきてくんない？」

　部屋の中に冷蔵庫はない。お茶や水等も、一階にある食堂へ取りに行かなくてはならない。

「いいよ」坂田は笑顔で答えた。

「ついでに、何か菓か子し的なモノも」

「はーい」

「あ、あとついでに洗せん濯たくしてきてくんない？」

「ええー」さすがにめんどくさそうな声を出したあと「いいよぉ？」と笑いながら言う。

　そう、坂田は、『ノーと言わない日本人』だった。

　何を頼たのんでもやってくれる。

　どこまで頼めば断るのか、気になってきた。

「その前に俺をトイレまでおんぶしていってくんない？」

「ええ～。いいよぉ」

　けらけらと笑いながら、坂田は楽しそうに言う。

　冗じよう談だんだと受け取られたようだ。

「あ、そうだ。この本、図書館に返してきて」

「遠いよぉ」

「ダメ？」

「まあ……いいよぉ」

「冗談だよ。紅茶だけ頼む」

「え？　もうなんだよー。からかってただけかー。じゃ、行ってくるね」

「おう」

　立ち上がった坂田を見上げながら、宗志は手を振る。

　そして坂田が部屋を出ていった扉とびらを見つめながら、宗志は「ふむ」と頷うなずいた。

（あいつ、『自分で行けよ』とは一回も言わなかったな）

　そこまで注文を付けるんだったら自分で行けよ、と宗志ならば言ってしまうだろう。

　嫌いやな顔をしない訳じゃない。面めん倒どう臭くさいと思っている素そ振ぶりも見せる。

　だが、二言目には、「いいよ」と言ってくれる。

　それが、この一週間一緒にいて気づいた、坂田という人物の特とく徴ちようだった。

「で……何ふくれてんだよ」

　正座したまま、ジト目で頰ほおを膨ふくらませているネコミミに、顔も向けずに聞く。

「マスター、ヒドいです」

「ヒドいって、ちゃんと冗談だって伝えたろ」

「用があるなら私に言って欲しいですっ！　マスターのためならなんでもやるのに！　召しよう喚かん獣じゆうとしての仕事をくれぃ！　仕事をぅ！　坂田だけじゃなく私にもぅ！」

　ネコミミに関しても、わかったことがいくつかある。

　いつも同じ格好であること。一度に召喚出来る数は一〇〇〇程度であるということ。限界まで召喚した場合、一六時間が経たたないと召喚出来ないということ。

　だが、わからないことがある。

「それにしても、どうして、ネコミミしか召喚出来ないんだろうなー」

「ん？　どういうことですか？」

「いやあ、俺にはもう一種類、ヨーコさんっていう召喚獣が出せたんだが、スパルタニアンとの戦いのときも今もさっぱり召喚出来なくてな」

「……どうやって召喚してます？」

「こう、スマホをぎゅっと握って──『ネコミミ』っ！　って」

「それじゃあ出てこないですね」

「どうして？」

「喚よび出したいのが、ヨーコさんだったらヨーコ！　って呼ばないと」

「あ、そこだけの問題だったのかよ！　名前か！」

「召喚獣にとって、名前はとっても大事なのです。……だから、ネコミミ……い、今は付けて貰もらえた名前を誇ほこりに思いますけど！　ホントにゴミという意味で埃ほこりに思えるようなネーミングセンスだなこのマスターっ！　って最初は思いましたっ！」

「なんか、すまん」

「……では、喚んでみてはどうでしょーっ！」

「ヨーコ」

　スマホをぎゅっと握り、小さく名を呼ぶと──

「なんだこのクソマスターが。変な用で喚んだならもぎるぞ」

　ビキニの上からライダースーツを着たような、長身のネコミミ──ヨーコが現れた。

「何をっ！　って、マジで名前を呼ぶだけだったのか。召喚獣に名前を付けるのは大事だって子供の頃ころから聞いてたけど、なるほど、確かに大事なことだったんだな。でもちょっと待て。今日はもう、ネコミミを限界まで召しよう喚かんしたはずなのに、どうしてヨーコさんが召喚出来たんだろう」

「今のマスターが召喚出来るのは、私たちネコミミ一〇〇〇と、ヨーコさん一〇〇〇の計二〇〇〇だったのです」

「……そういうこと、知ってるなら早く教えて欲しかったわ。どっちも、同じ能力なのか？」

「おいおい、こんなちんちくりんと一緒にすんじゃねえよ。あたしの方が三倍強い」

　とヨーコさんが不ふ機き嫌げんそうに言う。

「パワーだけのゴリラキャラじゃないですかっ！　確かに私よりパワーはあるでしょうけど、私の方が三倍速いですっ！」

「じゃあここでやるかコラ？」

　そう言いながら、ヨーコは『武器』を出した。

　召喚士は召喚獣を生み出し、召喚獣は道具を生み出せる。

　ヨーコの出した武器は、バトンのような棒だった。

　そのバトンから、光が伸びる。ライトセーバーと呼ばれる武器だ。

「狭せますぎてそっちが有利じゃないですかっ！　私のフィールドで勝負しろぉー」

　攻こう撃げきに備えてか、ネコミミも武具を出す。

　右手に小しよう剣けん。左手には小さな丸い盾たてだ。

　二人は、全く異なる装備を出すことが、わかった。

「二人とも、落ち着け。つまり、ネコミミはスピードタイプで、ヨーコさんはパワータイプってことだな？」

「はい。そういうことです」

　じっと睨にらみ合う二人。

「ケンカは禁止。とにかく二人とも、矛ほこを収めて」

「矛？　これ剣なんですけど」

「いや、言葉のあやというか……」

「どうしようもないアホマスターだなこいつ。これが矛に見えるか？」

「いや、それが矛に見えた訳じゃなくて、慣用句というか隠いん喩ゆって訳でもないけどその」

「って、喚んどいてなんの用もねえのかよ。ほんと、どうしようもねえマスターだなおい」

「いやあ、ちょっと……顔が見たかっただけで」

「え？」ヨーコは顔を真っ赤に染めて、目を輝かがやかせた。「か、可愛かわいいから？」

「まあ、可愛い？　かな。うん。むしろ綺き麗れいな感じの部類だろうけど」

「しょ、しょうがないマスターだな……」

　ぴこぴこと耳が動いている。

　ネコミミの場合、喜んでいるときはぴこぴこと耳が動くのだが──

「マスター。私にはそんなこと言ってくれたことないです」

　ネコミミはまたさっきと同じ、ジト目で頰を膨らませていた。これが、拗すねているときの顔なのだろう。

「はいはい。お前も可愛い可愛い」

「頭撫なでてくれないと許さないです」

「あ、頭を……」

　宗志は、女子の体に触ふれることが怖こわかった。

　それは、自分の召喚獣であっても、同じ。

　だから、ネコミミの言葉に戸と惑まどいを見せた。

「……あ、あたしにも……なんかしろ」

「なんかって」

「頭を撫でろっつってんだろーがっ！　ああっ！」

　ヨーコは顔を真っ赤にして、頭ごなしに怒ど鳴なりつけた。

「す、すいません」

「ほら、撫でろ。無む明みよう無む影えい拳けんで撫でろ」

　装備を解いたヨーコがどかっとあぐらをかいて座ったのを見て、ネコミミも装備を消し去り正座する。

「やっぱり……俺には無理だ」

　宗志は一歩後ずさる。

　女子の髪かみに触さわることが、怖い。スカートをめくったときに泣きじゃくった少女の思い出がフラッシュバックする。

「……何してんの？」

　そこへ、ティーセットをお盆ぼんに載のせた坂田がやってきた。

「……いや、これはその……」

　自分の召喚獣の頭を撫でようとしている姿を見られてしまった。

　まるで、人形遊びをしていたところを友達に見られたような恥はずかしさ。

「宗志……」

　机の上にティーセットを置いて、坂田は小さく低い声を出す。

「いや、だからえっと……」

　言い訳が全く思いつかない。

　せっかく出来た気の合う友を、こんな形で失いたくはない。

　だが、完全に引かれてしまっているだろう。

　いや、呆あきれを通り越こして、かちんと来ているのだろう。

　宗志はしどろもどろになりながら、焦あせりを見せていたが──

「ひどいよ！　ボクがいない間に何か面白そうなことをしてさ！」

「ええっ！」

　坂田は、こちんと来ていた。かちん、ほどではない程度の怒いかり。

　だが、それは、宗志が自分の召喚獣を愛めでていたことを気持ち悪いとかいうことではなく、ただ『知らない間に楽しいことを始めているのではないか？』ということにだ。

「マスターに頭を撫でて貰おうと思ってるんです」

「でも、そんなことすら出来ねえとかぬかしてやがる訳だ」

　と、ネコミミとヨーコが口々に言い、坂田は「ああー」と納得した声を出したあと、眉み間けんにシワを寄せる。

「宗志、ダメじゃないか」

「え？」

「君は、ドスケベになるんだろ！　ちゃんと触らないと！　こうっ！　ここをこうしてこう！」

　坂田はネコミミの背後にすっと忍しのび寄より、背後から胸を鷲わし摑づかみにした。

「ひゃあっ！」とネコミミが悲鳴を上げる。

「なっ！　おまっ！」宗志は顔を真っ赤にさせ、目を丸くした。

「うわっ。召喚獣って人間と全く同じなんだね。凄すごいリアルな感かん触しよく」

　もにゅもにゅ。ふにふに。ネコミミのおっぱいに、坂田の指が食い込む。

「さ、宗志もやってみよう！」

「出来るかぁっ！」

　あっけらかんと言い放つ坂田に、宗志は叫さけぶ。

「ドスケベになりたいんだろ！　いつ如い何かなるときもチャンスがあればセクハラをしなきゃいけないんだ！　宗志っ！　やるんだっ！」
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「くっ──」宗志は強く言われ、一歩を踏ふみ出した。

　ネコミミが、ぎゅっと胸を隠かくすように腕うでを組む。

　下した唇くちびるを嚙かんで、潤うるんだ瞳ひとみを向ける。

（だ、ダメだ……俺には無理だっ！）

　それだけで──宗志は動けなかった。

　触りたくない訳ではない。そりゃあ触りたい。子供から大人まで、男が触りたくて堪たまらないのがおっぱいだ。

　だが──触ればきっと、嫌きらわれてしまう。

　触れる訳がない。

「……えい」

　坂田は宗志の手を取り、自らの小ぶりなおっぱいを包むように当てた。

「……っ」声にならない驚きよう愕がく。

　服の上から触った、ブラジャーの感触。そしてその先にある──

「おまっ！　何やってんだよ！　坂田っ！」

「あはは。ショック療りよう法ほう。自分でやっといてなんだけど……これ、結構恥ずかしいね」

　少し頰ほおに赤みが差した坂田は、笑顔で言う。

　宗志はばっ、と素早く手を引いた。

「とんでもねーなお前」

　まだ感触の残る手をぎゅっと握にぎり締める。

「じゃ、次ネコミミちゃんでいってみよう！」

「ふぇえっ！」坂田の軽快な言葉に、ネコミミは顔を赤く染め、涙なみだ目めになる。

「出来るかあっ！　嫌いやがってんじゃねえかよ！」

　宗志も、顔を赤く染めていた。

「あたしのだったら……触ってもいいぞ」

　ずっとニヤニヤして成り行きを見ていたヨーコが宗志の首に腕を回す。

　肩かたにおっぱいが押し付けられ、宗志はすかさずその手を払はらい除け、部屋の隅すみへと逃にげる。

　不意打ちで首を狙ねらわれるのは、ずっと本郷にやられていたことだったから、その拘こう束そくから抜ぬけるのも手慣れていた。

「ダメみてえだな」

　残念そうにヨーコが腕を組んで溜ため息いきを吐ついた。

「少しずつ、ドスケベになっていけばいいよ」

「お前のショック療法は、今のところ失敗してるが、な」

　宗志は顔を引きつらせた。今でもまだ──坂田のおっぱいの感触は手に残っていた。

　手の形が、ずっと押し付けられたときと同じ。つまり、坂田のおっぱいの大きさのままだった。

「あ、そう言えばさ。この美人さんは誰だれなの？」

　坂田が見知らぬヨーコを指さす。

「ああー。実は、俺の召しよう喚かん獣じゆうは二人いたみたいでね」

「へえー。凄いじゃん！　二種類の召喚獣なんて！　お得だねっ！」

「で、この『ヨーコさん』を、お前の召喚獣ってことにしようと思う」

「どういうこと？」

「お前のアークエンジェルの存在は、知られてはならない。授業で使わなきゃいけなくなるからな」

「ふむふむ」

「俺たちは、同じとき、同じ状じよう況きようで召喚獣を手に入れた。その召喚獣が似てしまったとしても、不思議じゃないってことで押し切る」

「あはは、押し切るんだ」

「お前も、女みたいだなって言われたら、不ふ機き嫌げんな顔して『男だ』って押し切れ」

「りょーかいっ！」

「なあ、カスマスター。つまり、あたしがこいつのお守もりをするってことか？」

「そういうことだな」

「重要な役割なんだろうな？」

「誰よりも、何よりも」

　宗志は、真しん剣けんな表情で答えた。

「よっしゃあっ！　やってやろうじゃねえかっ！」

　ヨーコはぐっとガッツポーズをして、立ち上がる。

「ま、マスターっ！　私にもっ！　セクハラ以外の何かを命令して下さい！」

　すると、ネコミミが焦ったような表情で、宗志に縋すがり付いた。

「えっと……じゃあ紅茶を頂ちよう戴だい」

「はいマスターっ！　お任せ下され！」

「ええー。じゃあボクにもなんか！」

「じゃあお前はもう寝ねろ」

「ええー。せっかく紅茶持ってきたのにぃ」

「紅茶飲んで、寝ろ」

「そうじゃなくてさー。こう、宗志のためになることをしたいんだよー」

「私も！　マスターが喜ぶことを……あ、イヤらしいこと以外ならなんでも！」

「ネコミミちゃんは、触られるのダメみたいだね」

「そ、そりゃあ、恥ずかしいですもん」

　そして、紅茶を飲んで、召喚獣たちも送そう還かんして、寝る支度を済ませた宗志と坂田。

　底そこ抜ぬけにバカで、底抜けに負けず嫌ぎらいで、底抜けにめげない。

　それが、坂田権左右衛門という人物だということがわかった。

　同どう棲せい生活とは、かくも難しい。

　他人と他人が一いつ緒しよに住もうというのだから、まず間ま違ちがいなく、『合わない』ところが生まれてくる。

　食べ方一つを取っても、寝ね相ぞう一つを取っても。気にくわないところ、許せないところ、直して欲しいところなどが浮うき彫ぼりになっていく。

　しかし、坂田と宗志は、互たがいに嫌になるような要素はなかった。

　ケンカをするような要素も、互いを無視するような要素もない。

　良い友達になれると、少なくとも坂田は確信していた。

「ねえね、宗志」

「ん？」

「ちゅーしよっか」

「はあっ？　な、なななな何言ってんだよ急に！」

「あ、ちゅーって言っても、口と口をちゅーってやるわけじゃないよ！　そ、それは流石さすがにボクも恥はずかしいから……でも、ほっぺにちゅーだったら、挨あい拶さつみたいなもんだし、そういうところから始めていったらどうかなって思って」

　狼狽うろたえる宗志に、狼狽えながら坂田が早口に答えた。

「……挨拶なら」

「よし！　決まりだねっ！」

　自分の意見が通り、嬉うれしそうに坂田は笑顔を見せた。

　そして──

　ちゅ。坂田は宗志の頰にキスをする。

「……あ……」

　宗志はまるでメデューサにでもキスされたかのように、石の如ごとく固まった。

「ほら、宗志も」

　ちょんちょんと指で突つついて促うながす坂田の頰に、宗志は意を決して唇くちびるを当てる。

　緊きん張ちようでかさかさになった唇と口内は、ちゅ、などという音を立てることは出来なかった。

「じゃあ、おやすみ。宗志」

　笑顔でぎしぎしと木の階段を上り、二段ベッドを上がった。

　宗志も下段のベッドに横になり、上段の底を見上げながら、そっと目を閉じる──が、すぐに目を開いてベッドから降りた。

「あれ？　どうかした？」

「トイレだ」

　坂田の問いかけにさらっと返し、戸を開けて廊ろう下かへ出る。

「……………………」

　宗志は、ふうと溜息を吐く。

（うおおおおおおおおおおおおおおっ！　あいつっ！　たまに超ちよう可愛かわいいんだよっ！　なんでお前は女子なんだよっ！　なんでおやすみのちゅーとか自然と出来るんだよ！　口じゃないけど！　頰でも十分……フルタチさんになるんだよぉおおおっ！）

　そして、宗志は頭を抱かかえ、ムンクの叫びのおっさんばりに体をくねらせた。

　坂田とは、これからも、学校を出たあとも、親友としてやっていけそうな気がする。

　坂田が、男だったなら。

　あるいは、別の部屋だったなら。

　これほど悶もん々もんとはしなかったろう。

　女子と同じ部屋で過ごす。

　それだけのこと。それだけのことに──これほど胸がドキドキするとは思わなかった。

　頰にキスをするという欧おう米べい式の挨拶が、これほどドキドキする行こう為いだとは思わなかった。

　ドスケベになるための、訓練の一いつ環かん。

　そんな言葉で割り切れるほど、思春期の心は軽くない。

（あいつっ！　なんでっ！　なんで部屋着がタンクトップなんだっ！　なんで短パンにニーソックスなんだよっ！　なんで唇がやわらかいんだよおおおっ！）

　くねくねしながらトイレに行き、くねくねしながら戻もどってくる。

　この一週間ほどの間、宗志はところどころで悩なやんでいた。

　島をウロウロしたり、図書館にいる間は問題ない。

　坂田と、男友達として接することが出来る。

　だが、部屋に入れば、別。

「なんだかむずむずするんだよね」と坂田は袖そで付きや長ズボンを嫌がった。太ももを布で覆おおっているとリラックス出来ないと言うのだ。

　しかしながら、さすがに寒いので、ニーソックスを穿はく。太ももさえ出せれば良いというのが、宗志的には理解出来なかったが、坂田には、それが最大限の譲じよう歩ほだった。

　本来なら、部屋は裸はだかで過ごしたいというのだから。

　一度意識してしまえば、その意識を飛ばすのは困難。

　宗志は、昂たかぶる思いをクールダウンさせるために、トイレへと向かったのだ。

（あいつは命の恩人だぞっ！　静まれ俺のフルタチさんっ！）

　部屋に戻ってくるころには、宗志のフルタチさんは治まっていた。

　が──

「お前、何してんの？」

　宗志はベッドに入ろうとして、異変に気づく。

　坂田は何な故ぜか、二段ベッドの下──宗志のベッドに寝そべっていたのだ。

　宗志は、何度振ふり払はらってもキーボードの上にやってくるネコを見るような、呆あきれた顔をしていた。

「あう。……明日入学式だろ？　緊張しちゃって、寝られそうにないよぉ」

　ベッドに正座して、上段の底に頭をぶつけた坂田は猫ねこ背ぜになりながら言う。

「……ベッド、代わって欲しいってこと？」

「……一緒に寝ちゃ、ダメかな？」

　上うわ目め遣づかいに言う。うるうるとした、大きな目。

「……ダメ」

　その目から逃のがれるように、宗志は顔を背ける。

「はぅっ！　今日だけ！　お願いっ！　一週のお願い！」

「一生を賭かけろよ。来週もお願いがあるように聞こえるだろ」

　宗志はそう言いながら木の階段を上ろうとしたが、坂田ががっちりとジャージのズボンを引っ張る。

「一人だと寝られそうにないんだよぉ」

「………………一つだけ約束してくれ」

　ずり落ちて半ケツ状態になった宗志は、一つ溜ため息いきを吐ついて、妥だ協きようすることにした。

「うん」

「絶対、こっちを向かないこと」

「おっけ」

　坂田は軽く返事をして、狭せまいベッドに横になる。

　宗志もベッドに入り、二人は背中合わせに引っ付いた。

　そのまま目を閉じて──数分経たった頃ころ。坂田はぐっすり眠ねむってしまった。

　しかし、宗志はむしろ逆。

　目がぎんぎんらんらんになるぐらい、ぐっすり寝られなかった。

　もぞもぞと何度も体を捩よじらせ、その度に坂田の柔やわらかさを知る。

　特に──お尻しり。

　小さいのに、柔らかなお尻。少し屈かがむようなポーズになって、突き出されたお尻。

（奴やつは男！　奴は男っ！　ただ顔がちょっと可愛くて、何故か女性物の下着を着けているだけの男！）

　宗志はまるで幽ゆう霊れいが出たときの稲いな川がわ淳じゆん二じのように、何度も何度も頭の中で呪じゆ文もんよろしく台詞せりふを回転させる。

　すると、ごろりと坂田は体勢を変えた。

「んー。もう食べられないよぉ～」

　典型的。それはあまりに典型的な寝ね言ごとだった。

　だが、宗志はそんな寝言を気にする余よ裕ゆうなど、なかった。

（こいつっ！　寝てすぐなのにっ！　もう一食分の食事を終えてやがるっ！）

　衣きぬ擦ずれの音と共に、腕うでがまとわりつく。

『絶対、こっちを向かないこと』そんな一つだけの約束は、ほんの数分で破られた。

　無意識に、無む邪じや気きに、無情に、無む欲よくに、無性に。

　ちらりと、坂田を見る。

　長いまつげ。乱れた前まえ髪がみ。半開きの口は夢の中で何かを啄ついばんでいるのか、小さく動いている。

　それはまるで、恋こい人びとにキスをせがむかのように、悪戯いたずらに。

　意識してしまう。邪じや気きが噴ふき出る。情がわく。欲よくが溢あふれ、性を意識してしまう。

（……これは、チャンスだ。俺は今、ドスケベになるチャンスなんだっ！）

　宗志は、マネキンにキスをしたことはあるが、女性にキスをしたことなどはなかった。

　本当のドスケベであれば、ここでキスをするべきだろう。

　絶対にドスケベになると本郷夫婦に啖たん呵かを切ってここへ来たんだ。

　やるべき、こと。いつか、必ず引かなければならない、心の引き金。

　それに──今、口づけをしてしまっても、坂田にはバレないだろう。

　バレたとしても、ケラケラと笑い飛ばしてくれるだろう。

　だが、先ほど坂田は、口と口とのちゅーは恥ずかしいと言っていた。

　でも、もし引かれたら。宗志が坂田を女と認識してしまったように、坂田も、宗志を男であると認識したら。いや、自分が女であると意識してしまったら。

　でも──これだけ眠ってるなら、キスしたぐらいで起きたりしないだろう。

　ディズニーによってロマンチックにされたグリム童話じゃあるまいし。

　やるなら今しかねぇ。

　やるなら今しかねぇ。

　そして宗志は──







　入学式の朝を迎むかえた。

（くそっ！　ダメだ──俺は、俺はやはりドスケベにはなれないというのかっ！）

　結局、キスは出来なかった。それどころか、一いつ睡すいも出来なかった。

　坂田の唇にキスを一つしてもいいんじゃないか？

　でもバレないかも？　いや、バレるかも。本当はまだ寝ねてないのかも。

　とやっている内に、一睡も出来ないまま朝を迎えてしまったのだ。

　白いポロシャツと、ブレザー。ネクタイをきゅっと締しめて、宗志と坂田は校舎へと向かう。

　坂田も制服を着れば、女子感は薄うすれている。

　校舎に行くと、靴くつ箱ばこの横にある掲けい示じ板ばんに、クラス分けが書かれていた。

　ファースト、セカンド、サード。それぞれＡ組、Ｂ組、Ｃ組。

　坂田と宗志は一番早く着いたこともあってか、Ａ組に配属されていた。

　葬そう式しきの案内のような、矢印を追って進んでいくと、校舎を出る。中庭の渡わたり廊下を歩いた先に、体育館があった。

　バスケットコートが四面分の、体育館。

　床ゆかは磨みがかれていて、鏡のようにつるつるだ。

　女子の制服もブレザーだが、スカートを短く穿くと、床の反射で見えてしまいそうなほど、ニスが塗ぬられている。

　少し待っていると、ぞろぞろと人が集まり、整列した頃──突とつ如じよとして入学式は始まった。

　きりっとした表情。期待に胸を躍おどらせる表情。何かを企たくらむ表情。

　生徒たちは『何かをやり遂とげよう』と決意に充みち満ちている。

　そんな中、宗志だけが、マヌケそうにあくびを繰くり返していた。

「皆みな様さま、ご入学おめでとうございます。ファックユー」

　華はな々ばなしい旅立ち。スタートのピストルは、今火花を散らす。

「校長の、エドガー・アルバートさんより、ご挨あい拶さつを賜たまわります。死ねばいいのに」

　と、司会を進行している、生徒であろう可愛かわいらしい女の子の声。

（何故、最後に煽あおり言葉を入れるんだろう）

　と宗志が思っている中──壇だん上じように上がった老人を見て、目を丸くする。

「えー、ワシが校長で、あーる」

　それはまるでサンタクロースのような風ふう貌ぼうの、長身老人。

　あの、船長だったのだ。

「爺じいさん！　校長だったのかっ！」

　と、宗志は思わず声に出してしまっていた。

「誰だれですかー？　校長をクソジジイ呼ばわりした人ー。ダメですよー。──でも個人的にはもっとやれ。こらっ」

　司会の女子生徒に注意をされて、宗志は入学早々、注目の的になってしまった。

　その後の、校長の挨拶はほとんど頭に入らなかった。

　入学式は淡たん々たんと、そして粛しゆく々しゆくと行われ、今度は教室へと向かう。

　教室は、ホワイトボードに、教きよう壇だん。それぞれ個人の机と椅い子すだけというシンプルな教室だった。ロッカーはなく、モノを忘れれば、寮りようまで取りに戻らねばならないだろう。

　Ａ組には、三四人の一年生がいた。

　その内、日本人と思おぼしき人物は、宗志と坂田の二人だけだった。

（なるほど、同部屋になるはずだ）

　と宗志はあくびをしながら空いている席を探す。

　どこに座ってもいいみたいで、宗志と坂田は入ってすぐのホワイトボードから一番遠い席に横並びで座った。

　そのまま待っていると──

「こんにちはーっ！　先生でっす！」

　ゴスロリの少女が、元気に現れた。

　その姿は、少女というより最も早はや幼女。

　背は一二〇センチメートルほどしかなく、小学生にしか見えない。

　街中をライオンが歩いているのを見ているかのような、異様な光景に思えた。

　背せ伸のびをして、ホワイトボードにきゅきゅきゅっと名前を書く。

　パソコンで打ち込んだかのように、バランスの取れた綺き麗れいな筆記体の文字。

　そして、教壇に立った小学生は、全員に聞こえるように、大きな声で言う。

「イリヤ・トゥスカ・ブブレ。それが、私の名前でっす。気軽にイリヤちゃんって呼んでオッケーでっす。今日から三年間、よろしくお願いしまっす！」

　ぺこり、と小さな頭を下げる。

「あれれ～。返事がないぞ～。よろしくお願いしまっす！」

　小首を傾かしげて、ぐいぐい来る系アイドルのように、盛り上がりを促うながすが、生徒たちはただ呆ぼう然ぜんとしていた。

　明らかに年下。明らかに義務教育を受ける対象。

　そんな『ちびっ子』が、まるで担任教師のように教壇で喋しやべっている。

　その状じよう況きように、呆あつ気けに取られていた。

「よ、よろしくお願いしまっす」

　ただ一人、反応した人物が──宗志だった。

「はい、君。えっと沖田宗志君ね、一〇ポイントゲットぉ！」

　出しゆつ席せき簿ぼを開き、席と名前を確認したイリヤは、びしっと指を差す。

「ポイント制っ！」

　なんのポイントなのかはわからないが、何かを一歩リードされたことに、生徒たちは気づいた。

「君たちはラッキーでっす。この島で最も最強な私が担任になったのですから」

「最も最強……」

　重複している言葉。混乱に次ぐ混乱が、波のように断続的に襲おそってくる。

「さて、まず最初に言っておきまっす。この島のスタッフは全員英語しか喋りません」

「英語が出来ない人は？」

「知ったことか。無知な自分を呪のろえ。そして、今からでも勉強しやがれでっす」

「……なるほど」

「この島には、世界各国から人が集まってまっす。そのため、各国の法律や条令はいったん全部無視する、『放置国家制』状態。でもでもー。法律の代わりに校則が存在するのでっす」

「一から校則覚えるのって大変そう」

「この島にあるのは──簡単な三箇か条じよう。『殺すな・盗ぬすむな・門限を守れ』でっす。これさえ守れば、あとは何をしてもおーけーでっす」

「もし違い反はんすれば？」

　手を挙げて、一番前に座っていた少年が聞く。

「殺しの場合、罪が確認されれば、半殺しの上で島から強制送そう還かんでっす。盗みの場合、普ふ通つうに強制送還でっす。門限に間に合わなかった人は、一週間の謹きん慎しんとなるのでっす」

「半殺し……」

「その半殺しが、私の役目なのでっす！　先生と言いましたが、私が教えるのは召しよう喚かん術についてのみでっす。皆みなさんがこの三年間を無む駄だにしようが有意義にしようが、──知ったことか。寮の隣となりにある図書館に、各国の教材は全て揃そろっているので、ちゃんと大学に行きたい方は各自自由に勉強してくださいでっす」

　と言ったところで、大型犬が教室に入ってきた。

　背中に、何やら段ボールを付けて。

　イリヤはその犬の段ボールを開ける。

「では、皆さんにお待ちかねの召喚石を配りまーす。えーっとホントは色々なタイプがあるんでっすが、面めん倒どうなので全員腕うで時ど計けいタイプにしておきました。他のが良い人は、あとで申し立てて欲しいでっす。気が向いたら対応しまっす」

　一人一人、名前を呼ばれて召喚石入りの腕時計を取りに行く。

「今日は召喚するまでを初授業としまっす。みんな、行き渡ったかな？」

　宗志の前に座っていた生徒が、ちらりと後ろを振ふり返った。

「あ、俺は大だい丈じよう夫ぶ。もう持ってるんだ」

　席を立っておらず、名前も呼ばれなかった宗志を、気にしてくれたのだ。

「あー、沖田くんと坂田くんはすでに召しよう喚かん獣じゆうを持っていると報告受けているでっす。ほんと、あのクソジジイにも困ったものでっす。この島に来る前に召喚石を与あたえるなんて。たとえ召喚術がなかったら死んでいたとしても、そのまま死んでしまえば良かったのでっす」

（とんでもない教師だなこいつ）

　生死を賭かけた当事者だった宗志は、口に出さなかったが、引いていた。

「……というぐらい、この石は貴重なのでっす。もしなくしたら、再発行まで結構掛かかるんで、というか面倒なのでなくさないようにお願いしまっす」

　みんな、夢にまで見た召喚石に意識が行っていて、イリヤの言葉が入ってこなかった。

　パン、とイリヤが手を打つと、みんな顔を上げる。

「では、いよいよぉ～、召喚してみましょうー」

　ぱちぱちぱちぱち……拍はく手しゆをするイリヤに倣ならって、皆一様にぱらぱらと拍手を返す。

「それではまず皆さん。『魂たましい』の存在を信じるところから始めまっす」

「魂？」

「って疑ぎ問もん符ふが脳裏に浮うかぶのは仕方がないでっすね。でも──『魂』は存在する。皆さん、こんな言葉を聞いたことがないですか？　人は脳の三〇％も使っていない」

「あー」うんうんと生徒たちは頷うなずく。

「実際は！　脳はその機能を一〇〇％フルに使っていたのでっす！」

「でも、急にあり得ないぐらいの力が出ることがありますよね？　火事場の馬ば鹿か力ぢからとか」

　と、一番前の席にいた少年が聞く。

「そう、それこそ──『魂』の力なのでっす。東洋では『気』とか『チャクラ』とか西洋では『魔ま力りよく』とか『気配』とか『殺気』とか『オーラ』とか、まあ色々な表現で言われてまっす」

「気功や魔力が、実際にあるんですか？」

　バカにしたように、一人の生徒がニヤニヤと言う。

「その通りでっす。まずそれを知り、認識し、信じるところから始まるのでっす」

「信じろって……言われても……」

「召喚石を手にしたことで、認識出来るようになったと思いまっす。目を閉じて、色を付けるイメージをして下さい。透とう明めいだから見えないんでっす」

　言われるがままに、皆が瞑めい想そうするように目を閉じる。

「皆さんの体から、天に向かって蒸気のように絶えず放出され続けている塊かたまり。それが『魂』でっす。それをぉ……粘ねん土どを捏こねるように形にしてください。イメージは明確に、ちゃんと人型を想像するでっす」

「人型？」

「人型の召喚獣を作り出せなかった人は、残念ながらこの島から召喚術を持ち出すことは出来ないでっす。理由は簡単。──恐おそろしいからでっす。どんだけ益虫だといっても蜘く蛛もは嫌きらいなのと同じ理由でっす」

「この島から……ってことは、この島にいる分にはいいってこと？」

　そう聞いたのは、宗志だった。

　宗志は、今この時間はやることがないのだ。

「そうでっす。人型の召喚に失敗した者たちはここで仕事をすることは可能でっす。そして、この島を出るときは、召喚石を置いていくのでっす。国へ召喚術を持ち込みたい、ちゃんと自分の国で働きたいと思うなら、真面目に、ちゃんとイメージするのでっす」

　イリヤが話をしている間に、次から次へと召喚獣が現れる。皆、ちゃんと人型だ。

「召喚獣とは、『魂』を具現化したものでっす。言わば、『妄もう想そうの擬ぎ人じん化』。あなたたち自身の命を分け与えて、命を得る。召喚獣は意思を持ち、自我を持つ。命の源であることから、この力を『気』や『オーラ』と呼ばず、『魂』と呼ぶのでっす」

　召喚獣がイメージ通りだった者、そうでなかった者。表情で、それらが見て取れる。

「召喚獣が生まれた方々は、名前を付けてやってくださいでっす。何な故ぜこれが『魔ま法ほう』ではなく『召喚術』と呼ばれるのか。それは──喚よび、召めされるからでっす」

「なるほど……」

　宗志は頷いた。召喚獣が何故そう呼ばれているのかなど、考えたこともなかった。

「一度固まった召喚獣のイメージは、皆さんが死ぬまで変わりません。失敗した方は運が悪かったと嘆なげくしかないでっすが、使っていく内に愛着が湧いてくるものでっす。そして、召喚石はその固まった魂を具現化するための装置。これで、初めての授業は終わりでっす。何か質問はありまっす？」

「先生の召喚獣はどんな奴やつなんだ？」

　また、聞いたのは宗志だった。

「ふっふっふ。やはり見たいでっす？　最強の召喚獣」

　そう言いながら、イリヤはすたすたと窓へ向かう。

　何故窓のところへ向かったのか、みんな不思議に思っていたが──

「おいでませ！　レックス！」

　イリヤが声を荒あららげる。

　ずずん……と校舎が揺ゆれた気がした。

　窓の外には、茶色いトカゲの姿。

　小さな手と、大きな脚。前ぜん傾けい姿勢を取るそのトカゲが、じろりと教室の中を睨にらみ付けている。

「体長一八メートルありまっす」

　えっへん、と胸を張るイリヤ。

　宗志は、いや、宗志たちは啞あ然ぜんとしていた。

　デカイ。とにかくデカイ。

　これほどの大きさの召喚獣を、見たことがない。

　何より、その見た目。映画『ジュラシックパーク』を見たことがある人ならば、恐きよう怖ふを感じるだろう見た目。

　そう、イリヤの召喚獣は、『ティラノサウルス』だった。

「召喚獣が、何故『召喚人』ではなく、『獣けもの』なのか。それは、やり方がわかるまではみんな、こういった獣ばっかり召喚していたからなのでっす」

　レックスは口を大きく開ける。一本一本がまるで槍やりの先のような歯が見えたと思ったら──

　教室ごと、がぶりと嚙かみついてきた。

　校舎の壁かべを擦すり抜ぬけ、床ゆかを擦り抜け、椅い子すや机もまるでそこにないかのように──生徒たちはレックスの舌の上に乗せられる。

「召喚獣は魂で出来ていまっす。同じ魂で出来ていないモノ、つまり生物以外のモノは全て『透とう過か』することが出来るのでっす。銃じゆうだろうがミサイルだろうが核かく爆ばく弾だんだろうが、召喚獣には効かないのでっす。逆に、触さわろうと思えば触ることも出来まっす」

　突とつ然ぜん、ぶよぶよとした舌の上に乗せられて、食われるという恐怖に動けない面々。

　そんな中で一人──

「……すげぇー」

　目を輝かがやかせて喜んでいたのは、坂田だった。

「ふふふー。すごいのでっす。そして、我がレックスはこんなことも出来るのでっす」

　レックスは校舎からその大きな顔を引いて、海に顔を向ける。

「皆さん、窓に寄ってらっしゃい」

　ちょいちょいと手招きして、ぞろぞろとみんなが窓のところへ。

　外にいるレックスを見つめていると──

　ぴか。びゅぃー。どどーん。

　口から、光線が出た。

　一筋の光が海に向かって放たれ、水の柱が渦うず巻まいていく。

「先週も、卒業記念で私に挑いどんできた三年生が五人ほどいましたが、蹴け散ちらしてやりました。まあ、そのときの戦いで島の形がちょっと変わったり、太平洋が荒あれたりしました」

「先週……太平洋……あっ！」

　宗志には、覚えがあった。

「もしかして、水上竜たつ巻まきって、先生のせい？」

「水上竜巻？　イエっス！　私のレックスの熱量で何本もの竜巻が天地を切り裂さいてました」

「俺と坂田とあの校長は……そのせいで死にかけたんだけど」

「あれ？　あの日のあの時間帯は船も飛行機もないって確認取ってから戦せん闘とうしたんでっすけど」

「……あっ！」

　宗志は思い出した。

　あのとき、この島へと出航したあのとき、確かに宗志たちを乗せた船は『一時間早く』出航していた。校長も、「この時期に嵐あらしは珍めずらしい」と言ってた。

　もし、時間通りだったなら、無事に航海出来たのだ。

　不運。圧あつ倒とう的な、不運のなせる業わざ。

　こうして、衝しよう撃げき的な召しよう喚かん士としての初日の授業は終わりを迎むかえた。

　その日はその一時間目だけで解散。

　担任教師であるイリヤの最後の一言が、生徒たちを震しん撼かんさせる。

「あ、そうそう。このファーストに、近年希まれに見る『クレイジー・ド変態』がいるようでっす。もし変なことをされたら、くれぐれも『殺さない』ようにお願いしまっす」

　生徒たちがざわめく。

　これから一いつ緒しよに頑がん張ばる仲間の一人がド変態であると暴ばく露ろされたのだから。

　こうして初授業は終わり、まだ誰だれも知り合いのいないクラスメイトたちはそそくさと寮りようへ戻もどっていく。

「凄すごかったねえ」

　坂田はレックスの衝撃を誰かと共有したくて、宗志のところを訪れていたが──

「ああ……坂田。ちょっとここで待っててくれ」

　宗志は、慌あわてた様子で立ち上がる。

「ん？　トイレ？」

「ああ、そんなところだ」

　早足で教室を出た宗志は、帰宅しようとするクラスメイトたちには目もくれず、一人の人物を追っていた。

「先生！」

　後ろ姿が見えたので、宗志は声を掛ける。

「ん？　何か質問でっすか？　それとも──早速ド変態行こう為いに及およぶんでっすか？　沖田くん」

（ド変態って俺のことかっ！）

　覚えが、ある。安藤詩織の前で、坂田の可愛かわいいパンツを穿はいたあの件だ。

　出しゆつ席せき簿ぼを持っているイリヤまでもが『沖田』と呼ぶのは、ド変態であると噂うわさされている人物が『穂北宗志』ではなく、『沖田宗志』だったためだ。

「……首席特典の話は、ないのか？」

　宗志は、気を取り直して本題に入る。

「へえ。知ってるんでっすね」

　とイリヤは笑顔で答えた。

「卒業生の中で一人だけ、特とく殊しゆな召喚石を与あたえられる──首席特典。その算定方法を、てっきり教えて貰もらえるモノだと──」

　イリヤは宗志の唇くちびるに指を当てる。

「……しーっ。その件は、みんなには内ない緒しよなのでっす」

「内緒……」

「話はそれだけでっす？」

「……じゃあ、もう一点だけ」

「どうぞ」




「……その『永遠の若さ』は、──お前の『能力』なのか？」




　そのときの宗志の顔は、怒いかりに満ちていた。

　イリヤは不敵に笑いながら首を横に振ふる。

「いいえ。私は首席にはなれなかったんでっす」

　その答えだけで、宗志は満足だった。

　イリヤは十分答えていた。『首席特典』はあるということ、それは、『永遠の若さ』のように魅み力りよく的なモノであること、そして──宗志の両親を殺していないということを。







　宗志は教室に戻り、坂田と共に寮へと帰る。

　校舎を出ると、さっきまでクラスにいた生徒たちが、何やら上級生に絡からまれていた。

「みんなどうしたのかな？」

　と坂田が首を傾かしげたところに──

「やあ君たち」

　と、黒くろ髪かみの青年が話しかけてきた。ぱっと見ただけでは、かなり年上に見えるが、この島に来られるのは、高校生だけだ。

「何か？」

　宗志は警けい戒かいしながら、坂田の前に出た。

「俺はギョリュシュ・メッキ・ウザーレ。君たちの召しよう喚かん獣じゆうを見せてくれないか？」

　笑顔でギョリュシュは言った。その笑顔が、明らかに作られたモノだと宗志は瞬しゆん時じに見み抜ぬいていた。

　その後ろで、二人の少女が見守っている。

　黒髪の少女が二人。恐おそらく、二人とも日本人だろう。

「何な故ぜ？」

「この島では、一人でいるより、チームでいる方が何かと得をするんだ。まあつまり、スカウトに来た訳だな」

「……なるほど。確かに一理ありそうだ。──ネコミミ」

　宗志は召喚獣を出す。

「じゃんじゃじゃーん！　こんっにちはマスターっ！　お喚よびですかっ！」

　ぴょん、とまるでアイドルがステージに上がるときのようなテンションでネコミミが現れる。いつものように、ビキニの上から短パンを穿いた姿で。

「……………………そっちは？」

　可愛らしいネコミミの出現に、ギョリュシュは啞あ然ぜんとした後、笑顔を坂田に向けた。

「あ、えっと……」

「ヨーコさん」

　坂田が困っているのを見た宗志がぼそりと呟つぶやいて、二体目のネコミミ（姉あね御ごタイプ）が現れる。

「……お、同じタイプ……」

　ギョリュシュは坂田の隣となりに立つヨーコを見て、溜ため息いきを吐ついた。

「俺と坂田は、特殊な環かん境きよう下で召喚術を身に付けたんだ。その結果、同じタイプになっちまった」

「そういうことか……で、『他に』何が出来る？」

「何が出来るって言うと？」

「召喚獣は、簡単なモノを生成することが出来る。剣けんや槍や、ハサミ、クレヨンなんかね。それ以外に、『個性』と呼ぶべき他の召喚獣が持たない特殊な能力が備わっているもんなんだ」

「……ネコミミ、なんかある？」

「んー、可愛いことぐらいっすかねぇ」

　ネコミミはアゴに手をやり、臆おく面めんもなく言い放った。

「よ、ヨーコさん？　は？」

　宗志がヨーコと呼んでいた召喚獣に、坂田が聞いてみた。

「んー、急に言われてもわっかんねー。っていうか、用もねえのに喚んだなら殺す」

　そんなやりとりを見ていて、ギョリュシュはまた溜息を吐いた。

「それだ」

「え？」

「それこそが、『個性』だよ。普ふ通つうの召喚獣は、『喋しやべらない』んだ。それ以外に何かないかと思ったが──喋ることしか出来ない召喚獣か……すまない。スカウトの件はなかったことにしてくれ」

　宗志の召喚獣『ネコミミ』の能力は『喋ること』だった。

　大した役にも立たないと、ギョリュシュは幻げん滅めつして踵きびすを返す。

「それは、残念だ」

　心にもないことを背中に向けて言い放つ宗志。

　チームを組んだ方が得なのかどうかは他人に言われるより、自分で判断したかったから。

　そして、その判断材料は、まだ足りていなかった。

　特に、坂田という爆ばく弾だんを抱かかえたままでは──

　そんな宗志とギョリュシュのやりとりをじっと黙だまって見ていた少女二人。

『七しち道どう　七なな瀬せ』と『鬼おに久く保ぼ　清きよ花か』は顔を見合わせる。

　そして、すたすたとギョリュシュの後ろをついて歩きながら七瀬が決意した。

「大将」

「ん？」七瀬に呼び止められて、ギョリュシュは歩みを止めた。

「チームの件、我々は辞退させて頂こうと思う」

「え！　なんで！」

「誘さそって頂いて感謝しているが、もう少しだけ考えたいのだ」

　そう言って、七瀬は頭を下げる。

　その様子を、清花は大きな目をぱちくりさせて何も言わずに眺ながめていた。

「いや、絶対損はさせないって！　大だい丈じよう夫ぶ。君たちなら即そく戦せん力りよくに──」

「失礼する。ゆくぞ、清花」

　ギョリュシュの声に耳を傾かたむけようともせず、七瀬は早足で歩き始めた。

　そんな七瀬の肩かたに手を置いた瞬しゆん間かん──ギョリュシュの体は宙を舞まい、地面に背中を付けていた。

「淑しゆく女じよに気安く触さわるモノではないっ！　興奮したらどうする！」

　げしげしとギョリュシュを蹴けりつけた七瀬は、さらに早足で歩き出した。

「ちょっ！　おい！」

　呼びかけにも、応じない。すたすたすたすた……早足はさらに速くなる。

　七瀬のすらりとした長い足での早歩きは、それほど長くはない清花の足では、駆かけ足だった。

「七瀬ぇ。どうしたん？」

「誘いを断った」

「ええ！　さっきはチーム組んだ方がええゆうてたやんかー」

　のんびり、おっとりとした喋り方だった。

「あのギョリュシュという男に──ついていくほどの価値はない」

「そうなん？」

「先ほどの召喚獣の能力」

「喋るって奴やつやんなー？」

「召喚獣は喋れない。そう、召喚獣は喋ることが出来ないのだ。数千、数万モノ大軍が、最も簡潔に意思疎そ通つうを図るための能力を、召喚獣は有していない。その中で『喋れる』ということが、どれほどの意味を持つか。使い方がわからずとも、とりあえずでも仲間にしておきたい能力。それに──『固有の能力は一つじゃない』。彼は、その力を隠かくしていると私は見た。にも拘かかわらず──奴はなんの可能性も感じずに蹴った。──あり得ん」

「ほんならやー」

「ん？」

「七瀬ぇが、あの子らとチーム組んだらええやん」

「私もまた──あの能力の使い道をまだ思いつかないんだ。今はな」

「まあ、英語でけへんウチは、七瀬ぇについていくだけやけどなぁ」

　人ひと懐なつっこい猫ねこのような表情で、清花は言った。







　土曜日の授業は午前中だけで終わり、寮りように帰ってきた宗志と坂田は、自室で本を読みながら過ごしていた。

　すると──

　キンコンカンコンキンコンカンコン。

　どこからか、間ま抜ぬけなチャイムが鳴り響ひびく。

「何？　なんだろう？　ねえ宗志。今のなんだと思う？」

　坂田が二段ベッドの上からひょっこりと顔を出し、宗志の顔色を窺うかがう。

「さあて、なんだろうね」

　宗志も訳がわからず、読んでいた本を胸の所に開いたまま置いた。

『これよりブリーフィングを開始します。参加は自由ですので、どなたでもお気軽に食堂へどうぞ。来ない奴は死ね』

　その声は、入学式の司会と同じだった。

「ブリーフィングって……出世魚かな？」

「何からだよ。なんで急に出世魚の話が出るんだよ」

「カンパチ？」

「ハマチからじゃないのかよっ。ブリのことを言いたいんじゃないのかよ！」

　なんてツッコミを入れながら、宗志は本に栞しおりを挟はさんで、枕まくら元もとに置き、起き上がる。

「行くの？」

「行って損はなし」

「そだね。なんでも経験、経験」

　坂田も二段ベッドから降りてきて、二人は食堂へと向かった。

　上級生だろうか、すでにかなりの数の人間が食しよく卓たくを囲んでいた。

　宗志と坂田は一番後ろの席に座ると、その隣に、七瀬と清花がやってくる。

「ど、どうも」

　坂田がぺこりと会え釈しやくをする。

「自分ら、日本人のファーストやろ？　うちらもやねん。よろしゅーなー」

　手をパタパタと振ふって、日向ひなたにいる猫が目を閉じるような笑みで清花が言う。

　肩を過ぎた程度の髪かみ。服の上からでもわかる、ゴイスーカイデーなぱいおつ。

　身長は坂田より少し高く、宗志より少し低い。むっちりとした体付きの少女だった。

「ど、どうして日本人だと分かったの？」

　坂田がおどおどしながら疑問をぶつけると、清花は軽快に笑う。

「日本語で、『どうも』って言うたやん？」

「あっ」

「あはは。──なあなあ、名前なんて言うん？」

「ボクは……坂田。坂田権左右衛門」

「じゃあ、もんちゃんやねぇ」

「もんちゃん……」

　思ったより可愛いあだ名を付けられて、坂田は満まん更ざらでもない表情を浮うかべていた。

「そっちは？」

「俺は穂北。穂北宗志」

「じゃあ、そーちゃんやねぇ。ウチは鬼久保清花。でこっちが──」

「清花。紹しよう介かいぐらいは自己でさせろ。七道七瀬だ」

　ひょっこりと顔を出したのは、可愛かわいいより綺き麗れいな少女だった。

　艶つやのあるサラサラな長い髪。切れ長の目、モデルのようなすらりとした手足。清花ほどではないが、出るところは出ている。

「よろしく」

　握あく手しゆを求める坂田に、七瀬と清花は一いつ瞬しゆん戸と惑まどいを見せた。

　清花はそっと手を添そえる程度に、そして七瀬は──がっしりと両手で包み込むように。

「七瀬ぇ、大丈夫？」

「ああ、さほど問題はなさそうだ」

「あ、どうもー」

　遅おくれまいと、宗志も身を乗り出して握手に向かう。

　坂田は上体を反らし、宗志の手が伸のびるのを手伝った。

「あー、どうかなー」清花は同じように指の先で触ふれる程度の握手。

　そして七瀬も同じように、両手で包み込むように。

「はきゅうん」

　子犬が鳴いたような声を出して、七瀬は机に突つっ伏ぷした。

「えっ！　何っ！　急にっ！」

　まるで人造人間が精気を吸い取ったかのように握手したまま力ちから尽つきた七瀬を見て、宗志は大いに狼狽うろたえた。

「あ、やっぱりダメやったみたい」

　はあ、と清花が溜ため息いきを吐つく。

「握手が？」

「七瀬ぇはちょっち変な子やねん。男の子の肌はだに触れると──溶とけてまうねん」

「どういうことっ！」

　清花の急なカミングアウトに、坂田は立ち上がってツッコミを入れた。

（……わからないことも、ないな）

　宗志は、ドキドキしていた。握手ぐらいなら問題ないだろうと思っていたが、すべすべの肌に触れただけで、胸が苦しくなる。

　もしかしたら、七瀬も自分と同じように、何かトラウマのようなモノを抱えているのではないかと宗志は思った。

「最さい後こう尾びにいるガキ共黙れ！　ぶっ転がすぞっ！」

　怒おこられてしまったため、坂田は口を閉ざしてしゅんと座り込んでしまう。

　その後も、ぞろぞろと一年生たちがやってきて、食堂は満席となった。

「今日からファーストもいるということで説明させて貰もらおうかな」

　一人の男が立ち上がる。とても端たん整せいな顔立ちの、身長一八〇センチほどのイケメン。

「初めまして。生徒会長の『エスタス・アレスタッド』だ。さて早速だが──この月輪島には、暗あん黙もくのルールが存在する」

　唐とう突とつに、生徒会長は話を始めた。

　ロン毛の青年で、白い学ランのような服を着ている。

「暗黙のルール？」

「それは即すなわち──『戦争』だ」

「戦争？」

　訳がわからず、ただ復唱するだけの一年生たち。

「この島で食べていくための食材がある農場、牧場、養よう鶏けい場──それらは全て、東校と奪うばい合う形になってるんだ」

「同じ島で、どうして奪い合う必要があるんですか？」

　と、不快感を示す一年生が聞く。

「学校が、二つ存在するから」

「分け合えばいいじゃないですか！　戦争なんてするべきじゃない！」

　ブロンドの髪をした女生徒だった。すごい剣けん幕まくで怒ど鳴なりつけているが、彼女の気持ちもわからないではないと、誰だれも彼女を諫いさめなかった。

「では、君はどうすればいいと思う？」

「戦争の放ほう棄きです！　こちらが戦争を放棄すれば、向こうも止やめるはずです！」

「我々が戦争を放棄しても、戦争は我々を放棄しない」

「戦争なんて！　絶対にしません！」

「なら君はそうすればいい。我々は、そんな君であっても、快適な学園生活が送れるよう──戦うだけだ」

「戦争って言っても、命を取り合う訳じゃないんだし、気楽にやれるもんだよ？」

　パンフレットを配布しながら、綺麗なお姉さんが言う。

「気楽な戦争なんてあってたまるか！」

「全員が争いを止めることは、ない」

「どうして？」

「俺は一人でも戦うから。向こうが武力を放棄しても、戦いに行くからだ」

（首席特典があるからな）

　宗志は知っていた。何な故ぜこのリーダーが頑かたくなに戦争を肯こう定ていしようとするのか。何故戦争を止むなしと考えるのか。

　この月輪島には、暗黙のルールがある。

　それは、戦争そのものではなく、その奥にある根本。

　何故戦争をするのか。戦争をして何を得るのか。

　そこに、『首席特典』というものがある。

　卒業生の中で一人だけが獲かく得とく出来る特典。その算定方法は、誰も知らない。

　選ばれた者ですら、知らされていない。

　そして、この島には、『戦争』というシステムがある。

　となれば、戦争によって戦果を上げることが条件であると予想出来る。

「……私が得たかったのは……戦争の道具じゃない」

　ブロンドの女生徒は寂さびしそうに呟つぶやき、それ以後はもう発言しなかった。

「さて──戦争には、大きく分けて三つの理由がある。『資源』、『プライド』、『夢』だ」

「領土が欲しいってのは？」

「資源の範はん疇ちゆうだ」

「積年の恨うらみってのは？」

「プライドの範疇だ。その一つでも残っている限り、戦争はなくならない。そして我々は夢も資源もプライドも捨てられない。だから、この島にいる以上──戦争は避さけて通れないとみんな理解して欲しい」

（さっきは夢が最後だったのに、今は夢が最初になってる。首席特典のことを勘かん繰ぐられたくはないが、何よりも大事だっていう表れかもな）

　宗志は何も言わずにただパンフレットを眺ながめていた。

　そこには、島の全容と、要所や施し設せつ。そして境界線が描えがかれている。

　月輪島には、東西の端はじっこに学校がある。逆に言えば、勢力は二つしかない。

　今、東校と西校の領土は五分五分といったところだった。

　我らが西校は北を、東校は南を中心に領土を広げていて、領土の範はん囲いはまるで対極図のようだった。

「誰がどこをどう攻せめるのか、それは個人の判断に任せる。彼女のように、参加しないという選せん択たく肢しもある。参加しない場合は、炊すい事じ洗せん濯たく等々をして貰えると助かる。我々サードは一丸となって、この養鶏場とこの牧場を確保するつもりだ。様子見のファーストは是ぜ非ひ養鶏場か牧場へ参加して貰いたい」

「例えば、養鶏場と牧場を取られたらどうなる？」

「いい質問だ。そして答えは簡単だ。一週間、卵と肉は食べられない」

　それは困る、と一年生たちは悩なやんでいた。

「どうかな？　参加してくれるか？」

「では、私は牧場に参加しよう」

　答えたのは──七道七瀬だった。

「ちょっと七瀬ぇ。何言うたん？」

　あんまり目立ちたくなかった清花は七瀬の服をぐいっと引っ張る。

「この島のルールとやらを体験して損はない。何がどうなるのか。訳がわからんと言っていても何も進まない。戦争という言葉だけに惑まどわされず、何が行われているのか、何が出来るのか、やってもいないのに文句を言うのは差別。やってから文句を言うのは区別だと思う」

「素晴らしい。実にその通りだ」

　ぱちぱちとイケメン生徒会長は拍はく手しゆで七瀬を受け入れる。

　七瀬に続いて、次々と参加表明が出てきた。

「宗志、どうするの？　やっぱり牧場に参加する？」

　坂田もその流れに乗ろうかと、宗志に相談を持ちかけたが──

「……いや、坂田。これを見てくれ」

　宗志は、パンフレットにある地図を指さした。

「これって……月輪島のマップ？」

「ここの所、東校に占せん拠きよされている施設なんだが」

　我が西校から、みんなは北へ向かうルートを行くようだが、宗志は南側のルートに着目した。

「トレーニングジム？」

　そこにあったのは、牧場でも養鶏場でもなく、トレーニングジムだ。

「俺は、ここを攻めようと思う」

「なんで？」

　坂田はきょとんとした表情で聞き返す。

　資源の奪い合いと言っていたのに、ジムを攻める意味がわからなかった。

「ここに、温泉があるみたいなんだ」

「つまり──どういうこと？」

「このジムを確保すれば、坂田が人目を気にせず入れる風ふ呂ろが確保出来るかもってことさ」

「そっかぁ。確かにそうだね。ありがとう、ボクのために」

　坂田はやっと宗志の言いたいことを理解したようだった。

　今は、人がいない隙すきを縫ぬって、急いでシャワーを浴びるようにしている。

　だが、坂田はずっと「ゆっくりと湯船に浸つかりたい」と思っていたのだ。

　だが──宗志は、坂田のために戦争をしたい訳じゃない。

　宗志は、ここに来る前から知っていた。

　この島で、『戦争』が行われていることを。

　そして、この戦争に勝ち抜ぬくために、本郷に鍛きたえられてきたのだ。

「ただ……ここは、俺たちが落下した場所でもある」

「落下した場所──ってことは……」

「ああ、ここを守るのは、むきむきジャッキーなんだよ」

　坂田は、掌てのひらを見る。あのときの感かん触しよくが──また思い出されるのだ。

「戦争は、いつ行えばいいのだ？」

　と聞いたのは七瀬だった。

「毎週、土曜日のみだ」

「何故毎日しない？」

「する意味がないからだ」

「おかしな話だ。さっきまで戦争をするしかないような口ぶりだったではないか」

「資源の配布は、日曜日に行われる。そして、それがどちらの陣じん営えいになるかを決めるのは、土曜日に施設へ掛かかってくる電話で決まる」

「電話？」

「毎週二〇時ちょうどに、全ての施設の電話が鳴るんだ。それに出ることが、戦争の目的だ」

「電話に誰も出なかったら？」

「先週と同じ陣営のモノになる。防衛側は二〇時までただ耐たえるだけでいいんだ。二〇時である理由は、寮りようの門限が二二時だからだ。そう、これは学校側、月輪島側が定めたルール。戦争は──間ま違ちがいなく成績に関係している」

「二〇時まで耐えればいい……防衛側が、圧あつ倒とう的に有利か」

「そう。だからファーストのみんなには、防衛戦に参加して頂きたい」

　生徒会長の言葉に、困こん惑わくしながらも、皆みな頷うなずいた。

　宗志はただ、何も言わずに拳こぶしを握にぎり締しめた。







　ブリーフィングのあと、生徒たちはそれぞれ独自の判断で行動した。

　生徒会長に付いていく者たち。

　関係ないと寮へ戻もどる者たち。

　そして──地図を見ながら、温泉を目指す者が二人。

「おんっせんっ……おんっせんっ」

　リズミカルに歩く坂田の後ろで、宗志は気難しい顔をしていた。

「……なあ、本当にいいのか？　一いつ緒しよに行って」

「なんで？　温泉入りたいじゃんか」

「……いや、あのむきむきジャッキーを倒たおさなければ、あの一帯はこちらの領土にならないんだ。もしまた負けたら──」

　きっと、また坂田への変態行こう為いを要求してくるだろう。

「もし負けたら……またボクが宗志を守る！」

「いや、あの変態行為をさせられる可能性があるんだぞ？」

「もし宗志が一人で負けたら、宗志がさせられるじゃないか。ボクなら大だい丈じよう夫ぶ。ボクに出来ることなら、なんでもするよ。──でも、そんなに勝ち目はないの？」

「いや……実はあるんだ」

「そうなの？」

「あのときは焦あせりすぎて頭が回ってなかったが、よくよく考えれば、ファランクスはすでに攻こう略りやくされている戦術なんだ」

「攻略ってどういうの？」

「ファランクスは左手に持った盾たてで、左横にいる味方を守る。左に左に──と続いていくが、では一番右にいる兵士は、誰だれが守ると思う？」

「自分自身かな？」

「自分自身を守れば、一つ左が守れなくなる。つまり、最さい右う翼よくには、隙すき間まが出来るんだ」

「その右側を、攻めるってことか」

「そう。斜線陣じん──『ロクセ・ファランクス』だ」

「なんか凄すごそうだね！　絶対勝てるよ宗志っ！」

　ぴょんぴょんとジャンプして喜ぶ坂田。

　タンクトップの下で、ぷるんと胸が揺ゆれる。

　地図を見ていた宗志も、思わず胸に目をやった。

　坂田は、『胸が小さいから男としてやっていけるはずだ』と考えていた。

　胸がないんじゃない。胸が小さいだけなのだ。

　つまり──ある。

　少なからず、ではあるが、ある。

　おっぱいが、ある。

　それだけで、坂田が『可愛い女の子』だと認識するには、十分だった。

　一度触さわってしまったことが、それに拍はく車しやを掛けている。

（落ち着けっ！　今こいつを女だと認識したら……絶対に今後が保もたない！　あくまで男として、命の恩人として、ただのルームメイトとして、友達として接するんだ！）

　宗志は目を閉じて、早はや鐘がねを打つ心臓を手で押さえながら深呼吸をする。

（よし。大丈夫。やれる）

　目を開けると、すくそこに、上うわ目め遣づかいの坂田がいた。

「宗志、何やってんの？　国こつ歌か斉せい唱しよう？」

　きょとんとした表情を見せる坂田。

　タンクトップが弛ゆるみ、その先に、小さな膨ふくらみを押し上げる、ピンク色のブラジャー。

「………………坂田。俺を思いっきりビンタしてくれ」

「ええー。いいけどぉ」

　坂田は急な申し出に一いつ瞬しゆん戸と惑まどいを見せたが、すぐに──

　ひゅっ──べっちーん。スナップを利かせた、見事な一いち撃げきを浴びせかける。

「っつ！　すまん。目が覚めた」

「あはは。変なの」

　なんて話をしながら、宗志と坂田はうろうろだらだらと歩き続けた。

　一時間ほど歩くと──屋根の上に赤い旗がはためく施し設せつの前で、坂道に差し掛かる。

　右手には断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。落ちれば海に落ちて死ぬ高さの崖がけ。左手にも崖。クライミングの技術があっても、すぐには登れない切り立った壁かべが立っている。

　坂道と言っても、傾けい斜しやはそれほどではない。

　街灯のようなモノが建物に向かってぽつぽつと立ててあり、夜でも明るいだろう。

　そこにいる。

　坂の中腹に、腕うでを組んだ一人の男が、いる。

「ほほう、また来たのか」

　胸の筋肉をぴくぴくさせながら、むきむきジャッキーは言う。

「お前、ずっとそこで待ってたのか？」

「物もの見みぐらい置いているに決まってるだろ。で、何をしに来たんだ？」

「この施設を、貰もらいに」

　にっ、と宗志が笑みを浮うかべる。

「スパルタニアンっ！」

　にやりと笑ったジャッキー・ジョンソン・ジョシュア・ジョーイ・ジョーンズ・ジュニアのネックレスが光り、坂に召しよう喚かん獣じゆうが現れる。

　金色の兜かぶとに腰こし巻まき。地面について尚なお余るほど長い真っ赤なマント。銀色の槍やりと丸い盾。

　それはまるで、スパルタの兵士のような、屈くつ強きようなおっさんたち。

　三〇〇人という兵士が、みっちりと坂を封ふう鎖さする。

　前に戦ったときよりも、少ない兵力。

　宗志の召しよう喚かん出来るネコミミの数は、およそ一〇〇〇。ヨーコも合わせれば二〇〇〇だ。

　数の上では勝っている。

　が、敵の兵が三〇〇で終わりとは思えない。

「ネコミミっ！」

「こんっっっっにちはーっ！　お喚よびですかマスターっ！」

　ネコミミたちは、ビキニの上から短パンを穿はいている。まるでビーチにいる女子のような格好だった。

　そして、その手には、小しよう剣けんと丸い盾。スパルタニアンの盾に比べれば小さく、スパルタニアンの槍に比べれば短い武具。

　一〇〇〇人全てを出しても良いが、崖に挟はさまれたこの坂で正面衝しよう突とつした場合、実際に戦える兵力は一〇〇に満たない。

　一〇〇〇人出したところで、互たがいが互いの邪じや魔まにしかならないだろう。

　宗志はネコミミをスパルタニアンと同じ三〇〇人召喚した。

　結局のところ、ここで戦うには、この数がちょうどいいのだ。

「ネコミミ！　初っぱなから行くぞ！　『ロクセ・ファランクス』だ！」

　敵右う翼よくを攻せめる左さ翼よくの割合を多くし、頭上から見れば、『⊿』の形をした陣じん形けい。

　対ファランクスの攻略法──

　最右翼という弱点を集中的に攻めるための陣。

「はいっ！　行きますっ！」

　ネコミミたちは走る。

　盾と盾がぶつかり、ファランクスを圧力で押し込む。

　だが──

　その圧力すら、むきむきジャッキーのファランクスはいとも容易く受け止める。

　後ろにいるネコミミたちもおしくらまんじゅうのように体を押すが──

「これでもダメなのかっ！」

　宗志は目を丸くして驚おどろいた。

「踏ふみ込んだら石の如ごとく動かない。これがスパルタニアンの固有能力っ！　一〇〇万の軍勢が津つ波なみのように押し寄せようとも、一列目の力だけで受け止められるっ！」

　横陣を崩くずすには、圧力が必要だ。

　波は浪ろうのような断続的な圧力では、防ぼう波は堤ていは崩れない。

　津波のような継けい続ぞく的な圧力で潰つぶす必要がある。

　だが、それがこのスパルタニアンには効かない。

「……どうすりゃいいんだこれ……ネコミミっ！」

　宗志は、困っていた。

　これなら絶対にいけると確信してたロクセ・ファランクス。

　だが、それが通用しないとなると、次の手は──

　次の──

「ヨーコさんっ！」

　まだ手はある。

　宗志は、第二のネコミミ、『ヨーコ』を召喚した。

　その判断は、早急だった。

　このままでは前回と同じ結果になると、宗志は考えたからだ。

　ネコミミが倒される前に、対策を打たなくてはならなかったのだ。

「へっ、マスター。これこれ、こういうときに喚んでくれれば文句もねえんだよな」

　召喚されたヨーコは、嬉うれしそうに舌なめずりをした。

「右翼を、潰せるか？」

「やってみなけりゃ、わかんねえよっ！」

　さらに投入される、ヨーコ隊。

　その数は、一〇〇。

　ネコミミたちはヨーコが突つっ込めるように部隊を動かし、ヨーコ隊は助走を殺すことなく、最前線へ突とつ撃げきした。

　武装は、右手に剣が一本のみ。その剣は──ライトセーバーと称しようされる光の剣だった。

「どぉりゃあああああっ！」

　気合い、一いつ閃せん。

　ヨーコの一撃は、ファランクスの盾を──破は壊かいする。

「よしっ！」

　宗志はガッツポーズをした。

　ネコミミは以前言っていた。ヨーコは、ネコミミの三倍の『力』があると。

　ヨーコならば、スパルタニアンの防ぼう御ぎよを、超こえられるのだ。

　だが、槍による反はん撃げきで、ヨーコはその豊満な胸を一ひと突つきにされ、煙けむりとなって消える。

「ネコミミっ！　ヨーコさんを盾で守れ！　ヨーコさんは攻こう撃げきに集中！　一撃加えて離り脱だつするんだ！」

「「了りよう解かいマスターっ！」」「「あいよっ！」」

（いける。これならば、いけるはずだ！）

　宗志は、手応えを感じていた。

　ヨーコの攻撃力があれば、一枚突とつ破ぱ出来るなら、進むことが出来る。

　そう、期待していた。

　だが、その期待は、裏切られる。

　今戦っているのは、『人間』ではない。魔ま法ほうのような力を持った『召喚獣』なのだ。

　盾を破壊されたスパルタニアンは、すぐさままた同じ盾を生み出した。

　一撃離り脱だつ戦法だと、盾たてを破壊したところで、ダメージゼロなことに、変わりはないのだ。

「くそっ！　だったら、張り付くように戦うのみだ！　ネコミミ三、ヨーコさん一の四人一組で突撃を繰くり返せ！」

　ヨーコの攻撃で、盾は割れる。

　だが、スパルタニアンの槍による反撃で、ヨーコは一人一人確実に消されていく。

「強いだけじゃない……こいつ、上手うまい」

　スパルタニアンは、ネコミミを相手にせず、ヨーコだけを狙ねらい澄すまして槍を突き刺さしていった。

　攻撃をする瞬しゆん間かん、攻撃をした後。ほんの一いつ瞬しゆんでも隙すきがあれば、槍を突き出してくる。

　ヨーコには、それを避よけるほどの機動力はなく、攻撃するために前に出ていくヨーコをネコミミはカバーしきれなかった。

　結果──

　結局宗志はまた、ただの一兵たりともスパルタニアンを倒たおすことが出来ず、敗北を喫きつすることになる。

「……くっ、撤てつ退たいするしかないか」

　宗志は、敗北を決意する。

「おっと待ちなぁ。逃にがさねぜぇ」

　むきむきジャッキーが、下げ卑びた目で宗志を見下ろしながらスパルタニアンより前に出てきた。

　即そく座ざにネコミミが攻撃しようとするが、スパルタニアンが槍を構え、その考えを捨てる。

「わかってるよなぁ。負けたらどうなるか。召喚石をそこに置いて、こっちへ来い」

　かちゃかちゃとベルトを外しながら、むきむきジャッキーはアゴで指示をする。

　宗志も坂田も、言われた通りにスマホを置いて、むきむきジャッキーのところへと向かった。

「罰ばつは、俺が受ける」

　宗志には、考えがあった。むきむきジャッキーは、『女』ではない。

　こいつにだったら、無む明みよう無む影えい拳けんは遠えん慮りよなくぶち込める。

　手が、届きさえすれば。

「バカ野や郎ろうっ！　てめえはそこで見てろ！　さあ、坂田ぁ、始めろぉ」

　宗志はスパルタニアンの槍に囲まれながら、ぐっと奥歯を嚙かみしめる。

（ダメだった……また……俺は、なんのために本郷さんと……）

　この島に来れば、誰だれにも負けないと思っていた。

　だが、現実は──

　天性の変態に、遠く及およばない。

　これが、一対一の殴なぐり合いならば、きっと負けない自信がある。

　だが、この島は召喚獣で戦う場所。

　べちーん。べちーん。べちーん……

　坂田がむきむきジャッキーの尻しりを叩たたく。

　強く、烈はげしく。

「ああぁっ！　うぉうっ！　あふんっ！　ああっ！」

　むきむきジャッキーの顔が、恍こう惚こつに染まる。

「うぐっ、くっ、んっ……」

　力を込める坂田の顔が、真っ赤に染まる。

（くそっ……くそっ……）

　不ふ甲が斐いなさに、宗志の顔が、怒いかりに染まる。

　じりりりりりりりりりり……

　そのとき、突とつ然ぜん──島中にベルが鳴り響ひびいた。

　昔ながらの、電話のベル。セミが鳴いているかのようで、誰かを呼んでいるようで──

「島が、泣いているみたい」

　と坂田は手を止めて言った。

「おっと、もう時間切れか……あと少しだったのに──」

　むきむきジャッキーは立ち上がり、ズボンを穿く。

「時間切れ？」

「よし、約束通り、もう行っていいぞ。そしてまたいつでも挑ちよう戦せんしに来い。何度でも追い返され、何度でも俺を楽しませろ。じゃあな」

　かっかっかっか。

　高笑いを残し、むきむきジャッキーは去っていく。

（坂田……すまん。俺のせいで……）

　そんな言葉を掛かけようとしたが、ぺたんと座り込んだ坂田は、涙なみだながらに言う。

「宗志……私……穢けがされちゃったよ……手も……心も」

　その言葉に、宗志は面食らった。

　坂田が、自分のことを『私』と言った。

　それほどまでに、動どう揺ようしているのだ。

「どうした？　何かあったのか？　心配しなくても、お前は穢れてないさ。俺のために、友のために体を張ったんだから」

　前に同じ目に遭あったときとは、明らかに違ちがうリアクションに、宗志も動揺した。

「だって──だって！　私、最初はただ気持ち悪いだけだったのに──最後の方は、ほんの少しだけ……ゾクゾクしちゃってたから」

　坂田が泣いていたのは、変態行こう為いに荷担させられたからではない。

　その変態行為に、快感を覚え始めていたからだ。

「坂田……」

　宗志は、泣いている女の子に掛ける言葉を知らなかった。

　変態という『芽』を、坂田はむきむきジャッキーに植え付けられてしまったと宗志は考えた。そして、それを取り去る術すべが、言葉が、思いつかなかった。

「ここに来る前にさ、宗志にビンタをしたよね」

「ああ」

「今、あのときのビンタすら、興奮出来るような気がするんだ。……どうしよう。私……宗志……もし、私が変態になっちゃったら……お嫁よめにいけなくなっちゃうよぉ」

　宗志は、初めて、自分から、坂田の背中にそっと触ふれた。

　慰なぐさめる方法がわからなくて、本当は抱だきしめるべきなのかと思ったが、それが限界だった。

「……心配するな。お前が変態になったら俺が責任を取る」

　このとき、宗志は気づいていなかった。

　むきむきジャッキーによって、すでに坂田の心には、花が咲さいていたことを──
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「デプレッサワーレンヨロイトカゲ」

「え……っと……ノーヒット。って、ボクの名前、トカゲだと思ったの？」

　坂さか田たは手のひらに一文字ずつ書きながら確認して、笑顔で答えた。

　先ほどのショックからはもう立ち直っていて、坂田はいつもの坂田に戻もどっていた。

　ひとしきり泣いて、発散した結果だろう。

　一時間ほどの時間をかけて寮りようへと戻った宗そう志しと坂田は、飯にしようと食堂へ向かった。

　食堂には、人が沢たく山さんいた。

　沢山いたのだが、賑にぎわってはいない。

　そこにいたのは、ボロボロになった上級生たち。

　制服が汚れている者、破れている者、包帯でぐるぐる巻きになっている者。

　そう、それはまるで──戦争で負けたかのような、負傷者たちの姿だった。

「これは……何かあったの？」

　坂田がおどおどとした表情を見せる。

　どんよりとした暗い空気を感じ取ったのだ。

「我々は負けたのだ。完かん膚ぷなきまでに、な」

　いつの間にそこにいたのか、七なな瀬せが宗志の隣となりに来ていた。

　七瀬の制服も、ところどころ破れている。

「負けたの？」

　坂田がきょとんとした表情で聞き返す。

　宗志はざっと辺りを見回してから、七瀬に聞く。

「なあ、これってもしかして、寮の人間全員いる？」

「ん？　ああ、戦争に参加していなかった者も、先ほど館内放送で呼びかけていたからな」

　それを聞いて、宗志は坂田に耳打ちする。

「坂田。今の内に風ふ呂ろ行ってこい。多分誰もいない」

「そうなの？」

「……ここに、全員いるみたいだ。ざっと数えただけだが──」

「じゃあ……うん。行ってくる」

　そそくさと食堂を抜ぬけ出す坂田を見送り、宗志は七瀬に話を振ふる。

「負けた原因はわかっているのか？」

「それが、よくわからないのだよ」

「それは深刻だな」

「そうなんよぉ。うちらは結局養よう鶏けい場の戦いに参加したんやけどなぁ、もう何がなんやらわからんうちに時間が来てもうたんよぉ」

　清きよ花かががっくりと肩かたを落としながら溜ため息いき交じりに言う。

「養鶏場を取られたのか……ってことは、卵とか鶏とり肉にくが食べられないってことかな」

「それだけではない。畑も釣つり場も海水浴場も牧場も、一つ残らず全て奪うばわれた」

「え？」

　宗志は言葉が出なかった。

「これから一週間は、どこにも遊びに行けず、米か小麦しかない生活ということだ」

「食材のストックとかはないのかよ」

「米と小麦以外は、ないそうだ」

「……全部取られた──ってそれ、一週間ですむのか？」

　よほどの戦力差があるのだろう。たった一度の戦いくさで、領土のほとんどを奪われたのだ。

　奪われてしまったことはもう仕方がない。問題は、その状じよう況きようがいつまで続くのか。

「さあてね。向こうの戦力も大体わかったろうし、同じ轍てつは踏ふまないとは思うが──」

　七瀬がふうと溜息を吐つく頃ころ──

「皆みんな、今日はよく戦ってくれた。結果は残念ではあったが、この敗戦は明日に繫つながる敗戦であると確信している」

　と、生徒会長が食堂に現れるや否いなや語り始める。

「彼らにあって、我々になかったものは一つ。『団結力』だ。東校は恐おそらく、全てのファーストが主戦場に参加していたが、我々は違った。総兵力で負けていたに過ぎない」

（なるほど。リーダーに選ばれるはずだ）と宗志は思った。

　皆悲観している中、冷静に分ぶん析せきしている。自分の感情を押し殺せるタイプ。

「そこで来週の土曜日は全員で養鶏場へ向かう。それでいいね？」

　卵さえあれば、パンもご飯も美味おいしく頂けるだろう。

　皆、うんうんと頷うなずく中──

「すまないが、俺は自由にやらせて貰もらう」

　と言ったのは他でもない、宗志だった。

「じゃあ君は、みんながお米しか食べられなくても構わないと言うの？」

　むっとした表情を見せたのは、生徒会長の横にいた女性だった。

　サードと言ってもまだ十代の女の子。だが、その風ふう貌ぼうはすでに秘書感が満まん載さいだった。

「俺の出せる召しよう喚かん獣じゆうは一〇〇〇人が限度だ。そっちに参加したぐらいでなんにも変わらない。だが、『他のところにも来るかもしれない』という気持ちがほんの少しでもあれば、敵は兵力を割かなければならない」

「今はそういうことじゃなくて、協調性の──」

　秘書風の女子は、ばん、と机を叩き、明らかな敵意を宗志に向けてきた。

　周りにいる取り巻きもまた、宗志を睨にらんでいる。

「彼の言う通りだな」

　生徒会長は、さらに問い詰つめようとする秘書感の少女を手で窘たしなめる。

「……む」生徒会長に手で止められ、秘書的な少女は口を噤つぐむ。

「一〇〇〇人の召喚獣をぶつけてあっさり全ぜん滅めつするより、そっちの方が有意義に思える。攻こう撃げきされるかもと思えば、数人防衛に回る。当然、兵力は万単位。千の兵で万の兵を退けることになる」

　そんな言葉に、皆納得してしまう。

　いや、納得したのは、『言葉に』ではない。この『生徒会長という人物』に納得したのだ。彼が何を言おうと、彼女たちは納得するだろう。

　そんな『イエスマン』の空気を宗志は感じ取っていた。

「ちょっと、攻せめたい場所があるんでね。すまないが一人で勝手にやらせて貰う」

　宗志は敵意があって言っている訳ではないことをアピールするために笑顔で言う。

　そんな宗志を、生徒会長の取り巻きたちは『せっかくフォローを下さったのに』と敵意に満ちた目で見つめる。

「どこだ？」

「トレーニングジム」

「……………………」

「近いから」

　なんでそんな施し設せつを……というゴミを見るような目を向けられて、それを言葉にされるより前に、宗志は言い訳をした。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！」

　慌あわてて話に入ってきたのは、宗志や七瀬をスカウトしていた、あのギョリュシュという青年だった。

「何か？」

「『じぇじぇじぇのファランクス』に挑いどもうと言うのか！」

　ギョリュシュは驚おどろきの表情で、宗志に詰め寄る。

「じぇじぇじぇのファランクス？」

　知らない奇き妙みような単語に、宗志は復唱することしか出来ない。

「あそこにいたジャッキー……ジョシュア……ジュニアは名前がややこしいから、『ＪＪＪ』と呼んでいるんだ。そのじぇじぇじぇが行う──ファランクスのことさ」

　生徒会長が補足してくれた。

「ああ、あのむきむきジャッキーか。正に、そのむきむきジャッキーに、俺は借りがあるんだ。必ず、ぶっ倒たおしてやる」

（坂田を辱はずかしめた、あいつだけは──）

　宗志は、諦あきらめていなかった。

　あれ以上ヨーコを出さなかったのも、再戦を考えてのことだ。

　召喚獣としての質には、差がある。だが──そんなこと、この島に来る前から本ほん郷ごうに散々言われていたことだ。宗志の心は、折れていなかった。

「あのじぇじぇじぇのファランクスを……」

「一対一で？」「たった一〇〇〇人の召喚獣で？」

　聞こえるレベルのヒソヒソ話が随ずい所しよで巻き起こった。

「有名なのか？」

　と、宗志が生徒会長に聞くと、生徒会長は小さく頷いた。

「あのファランクスに正面からぶつかって打ち破った者はいないんだ。大兵力を扱あつかえるような地形でもないし、正面からぶつかるしかないしね」

「でも──あそこを突とつ破ぱ出来れば、大分戦せん況きようも変わるんですけどねぇ」

　と一人の少女が発言する。

（あれ？　この子どっかで見たような──）

　その人物の姿を、宗志は見たことがあった。

「…………ああああっ！」

　安あん藤どう詩し織おりは宗志と目が合って、大きな声を上げた。

「……ん？」だが宗志はまだ、『どっかで見た子』の域を出ていない。

「一〇〇年に一人のド変態っ！　沖おき田た宗志っ！」

（………………あっ！　あんときのっ！）

　宗志は思い出した。安藤詩織。素すっ裸ぱだかを見られて、さらに坂田のパンツを穿はかざるを得ない状況を作り出した、あの──

　すると、食堂はざわめいた。

「彼が！　噂うわさに聞く──」「露ろ出しゆつ狂きようで女装趣しゆ味みでロリコンなんでしょ？」「凄すごいなそれ」

　濡ぬれ衣ぎぬは、重ね着されていた。

　ド変態だド変態だという声は、どこか期待に満ちている。

　ド変態ほど召喚獣が強くなることを、みんな知っているからだ。

「副会長、地図を！」

「はい、会長」

　秘書系の少女は、副会長だったようだ。

「よし。まず、月がち輪りん島とうの最西せい端たんに我がアルバート西校はあり、最東とう端たんに東校がある。そして、我々は常に北のルートを進んできた」

　食堂の大きなテーブルに、巨きよ大だいなマップが広げられ、まるで人生ゲームのように、模型のようなモノを置いていく。

「君、名前は？」

「穂ほ北きた。穂北宗志」

「我々が南のルートを取れなかったのは、ここに『じぇじぇじぇのファランクス』がいたから。それを、この沖田くんが突破すれば──」

「南ルートにある牧場や養鶏場、ここにある養よう蜂ほう場なんかも取りに行けますね」

「じぇじぇじぇのファランクスがフタをしていて、南は攻められなかったってことか」

「ああ、挑める牧場は三カ所。養鶏場は二カ所も増える。当然、向こうも戦力を分散せざるを得ない」

　生徒会長は興奮しきりに話していた。こうやって、次の目標を立てることが、何よりも楽しいと感じる人間だったからだ。

「全員で沖田くんをサポートする。と言っても、じぇじぇじぇのファランクス以外の兵を全て引かせ、沖田くんに突破して貰おう。副会長、計画書と役割分担を──」

「では、さっそく手配を」

　なんて、会長たちが話しているのを、宗志は怪け訝げんな表情で聞いていた。

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

「ん？」

「なんで、急に俺中心の作戦を考えようと？」

「君が『希代のド変態』だとわかったからだ」

「…………いや、その……」

「ファーストの君は、まだ知らないのか。召しよう喚かん術とは、『妄もう想そうを具現化する能力』なんだ」

「ああ、それはなんとなく知ってる」

「より強い『妄想力』、より強い『魂たましい』を持つ者は──ことごとく『ド変態』なんだ。逆に言うと、召喚術は、『変態ほど強い』のだ」

　宗志の頭に、むきむきジャッキーの四つん這ばいした姿が浮うかぶ。

　変態ほど、強い。その実例を、つい先ほど実感した。

「超ちようスーパーウルトラド変態の新人がいるとは報告に上がっていたけど、それが君だったとは」

「だから、あのじぇじぇじぇのファランクスにも臆おくすることなく挑むなんて言っていたのか」

「頼たのむぞ！　沖田くん！」

「君に懸かかっていると言っても過言じゃない！」

　言えなかった。

　つい先ほど、ぼこぼこにされて逃にげ帰ってきたなんて、言えるはずもなかった。

　本当は、ド変態でもないと言えなかった。

　ド変態であるという噓うそを訂てい正せいすれば、坂田にも迷めい惑わくが掛かる。

「さて、そろそろ俺は失礼させて貰うよ」

　そそくさと立ち上がり、宗志は食堂から逃げるように早歩きで出ていく。

　不ふ審しんがられて、猫ねこ背ぜになりながら、ちょこちょこと。

　そのまま部屋に戻もどったとき、宗志はふと考える。

（あいつ、ちゃんと着き替がえ持っていったのかな？）

　坂田はどたばたの中で風ふ呂ろに向かった。

　食堂を出ていったときの足の運び、体の向きから考えて、部屋に寄らず風呂へ直行したはずだ。

　持っていってない可能性がある。

　タンスを漁る。

　ごくり、と喉のどが鳴った。誰だれも来ないだろうとわかっていても、ドキドキする。

　泥どろ棒ぼうの気持ちが、わかった。

　そこにあったのは、花畑。ふんわりと甘い香かおりと、色とりどりの丸められたパンツたちが咲さき誇ほこる。

（これを口に含ふくめば、俺はドスケベになるのだろうか？　──柔やわらかい肌はだ触ざわりだな）

　一番手前にあった、青と白のシマシマを手に取り、そしてそれを鼻に近づけようとして──やめた。

（何やってんだ！　俺はっ！）

　宗志は正気に戻った。他の引き出しを開けて、同じく手前にあったタンクトップやら短パンやらを取り出し、風ふ呂ろ場ばへと向かう。







　一方、坂田はシャワーを浴びていた。

　磨すりガラスで囲われた半個室のシャワールーム。

　水が体を打ち、床ゆかに落ちて、排はい水すい溝こうに流れていく音だけが、大浴場に響ひびいていた。

　坂田は体を洗おうとせず、ただただ壁かべに寄り添そってシャワーに打たれていた。

（熱い……）

　シャワーの温度は、少し熱めだった。

　心の中に巣くう何かは、もっと熱かった。

　坂田家は、両親も兄も、皆みな家の中では裸はだかだった。

　ある日、父親にこう問いてみた。

「どうして、みんな裸なの？」と。

　すると、父親は笑顔で答えた。

「お父さんのことは、嫌きらいかい？」

「ううん、だーい好き。ゾウさんと同じぐらい大好き」

「服というのは、心の壁のようなモノなんだよ。だから、好きな人の前ではその壁を取っ払ぱらうのが自然なんだ。人間は本来、裸だからね。お前の好きなゾウさんだって、裸だろう？」

「インド北西部、砂さ漠ばくの街、ピンクシティとも言われるジャイプールのゾウさんはお洋服着てるよ？」

「変なことを知ってんなおい！　象好きにもほどがあんぞ！　いいかい？　お外では服を着るもんなんだ」

「どうして？」

「家族や好きな人には、心の壁は取っ払うべきだけど、そうじゃない人の前では、心の壁は必要なんだ」

「よくわかんない」

「じゃあ、わかりやすく言うよ？」

「うん」

「お外で服を着ないと──『変態』って言われてしまうんだ」

「そーなんだー」

　そうやって、家族の顔を思い出し、坂田はまた涙なみだを流した。

（変態……外で服を着ないのは、変態。────気持ちいいのかな？）

　宗志は、むきむきジャッキーによって、坂田に『変態の芽』を植え付けられたと考えているが──実は違ちがった。

　坂田は、子供の頃ころからすでに、両親によってその『芽』を植え付けられていたのだ。

　そして、むきむきジャッキーによって、それが発芽した。

『味』を知らなければ、『中毒』にはなれない。

　その味を、坂田は知ってしまったのだ。

　普ふ通つうの人間からすれば、それは苦く辛からい味なのかもしれない。

　だが、坂田には、それが甘美に思えた。

「宗志のお尻しりを叩たたいたら、宗志にお尻を叩かれたら……宗志もボクも……気持ちいいのかな？　────あっ！　こんなことをしてる場合じゃないやっ！」

　坂田は無む駄だに時間を過ごしてしまったと気づき、急いで体と髪かみを洗う。

　何分経たったろうか。

　急がないと、人が来てしまう。

　脱だつ衣い所に行くと──そこに、人ひと影かげが。

「坂田っ！　もう時間がないぞ！」

　声を荒あららげ、後ろを気にしながらやってきたのは、宗志だった。

「なんだ宗志かぁ～。他の人だったらどうしようかと思ったよぉ」

　ほっと胸を撫なで下ろす。

「……さっさと着替えろ。ばーか」

　悪態を吐つきながら、宗志は入り口の向こうに人がいないかを確認する。

　それは、坂田の綺き麗れいな肌はだや水も滴したたる良い体が魅み力りよく的すぎて直視出来ないからでもあった。

　まだブリーフィングにみんないるようで、誰も来ていない。

　それほどまでに、全施し設せつを失ったことは危機的状じよう況きようだった。

「あ、着替え持ってくるの忘れたっ！」

　普ふ段だんから風ふ呂ろ上がりに服を着る習慣のなかった坂田は、いつまで経っても着替えの用意を忘れてしまう。

「だろうと思った」

「だって、急いでたからぁ」

「だから、持ってきてやったよ」

「ええ！　凄すごいっ！　凄いよ宗志！　なんでわかったの？」

「……一週間も一いつ緒しよに暮らせばわかるさ。そのくらい」

「あはは。ホント、宗志はお兄ちゃんそっくり」

　お兄ちゃんそっくり。その言葉で、宗志は今までの坂田の行動の意味を理解した。

　坂田にとって、宗志は『兄の代わり』なのだ。

　だから、裸を見られても恥はずかしくないし、おやすみのチューも恥ずかしくない。

「マズイっ！　人が来たっ！」

　廊ろう下かに目をやった宗志が慌あわてて言う。

「ブラっ！　ブラは？」

「着ける暇ひまなんかないだろ！　どうせすぐ部屋戻るんだから、とにかく服を着ろっ！」

「ええ！　よいっしょっと」

　坂田は急いでタンクトップを着る。

　そして、宗志はブラジャーを見られてはマズイと、咄とつ嗟さに坂田のブラを手に取った。

「げっ…………お、お前……」

　間に合わなかった。宗志がブラを丸めているところに、ギョリュシュがやってきてしまった。

　坂田はパンツを見られないように、ぐいっとタンクトップの裾すそを押さえるが、お尻は出てしまっている。

（バレちまった……か）

　宗志はぎゅっとブラを握にぎり締しめる。

（また、俺のせいだ）

　もっと慌てるべきだった。もっと、注意すべきだった。

「くっ！　これが、希代のド変態かっ！」

　悔くやしそうな声が、聞こえる。

「……え？　どういうこと？」

　宗志は顔を突つき出して、クエスチョンマークを叩きつけた。

「安藤詩織から聞いたぞ。お前は、女性物の下着を着用して興奮する変態で、それを見せつけることに生き甲が斐いを感じていると」

「……そこまでの印象を持たれてたんだ」

「それだけでは飽あき足らず──まさか！　ルームメイトにまで強要しているというのかっ！」

「……………………ああー」

　宗志は驚おどろくギョリュシュと、恥ずかしさに耐たえきれず目を閉じる坂田、そして今手の中にあるブラジャーを見て、理解した。

　坂田が女子である──という発想ではなく、宗志が男子である坂田に、女性物の下着を着けさせて辱はずかしめていると言いたいのだ。

　坂田が恥ずかしがっているのは、女性物の下着を強要されているから。

　宗志がブラジャーを握り締めているのは、これからこれも着用しろと迫せまっているから。




「……そうさ。俺が──俺こそが変態だっ！　文句あっかっ！」




　宗志は、決意を叫さけんだ。握り締めた拳こぶし──ブラジャーを突き出して。

「お、俺は……俺はブラなんか着けないからなーっ！」

　ギョリュシュは恐きよう怖ふすら抱いだいていた。

　宗志は今、ギョリュシュにも、ブラを着けろと強要してきた──と思ってしまった。

　脱だつ兎との如ごとく逃にげ出したギョリュシュを見て、宗志は溜ため息いきを大きく吐いた。

（宗志も、変態だったんだ）

　坂田は変態宣言をした宗志を、羨せん望ぼうの眼差しで見つめていた。
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　日曜日は、観光地に行くことが出来る。

　授業がない分、寮りようの門限である二二時に余よ裕ゆうがあるのだ。

　門限に余裕があるならば、土曜日と同じく施設の奪うばい合いをすればいいと思うが、そうもいかない。

　日曜日は観光地に行っても良いというルールがあるが、その権利、観光地への通行証は寮を出るとき、召しよう喚かん石と引き替かえとなる。

　これは、観光地にやってきた一いつ般ぱん人に召喚石が渡わたらないようにとの配はい慮りよで、観光客を装ったマフィアやスパイから生徒たちを守るということと、生徒たちが召喚石を意図的に売りに出すことを防ぐための処置だった。

　寮を出るとき──というところがミソで、寮にいる者はいつもの通り召しよう喚かん獣じゆうを召喚。施設へ防衛隊を送り出すことが出来る。

　そして、召喚術なしでは、施設の奪い合いなど出来る訳もない。

　一週間の内、土曜日だけが戦争をする日となったのは、必然的か、それとも──誰だれかがそう仕向けたのか。

　なんにしても、宗志たちは一週間分の食料を買い出しに行かなくてはならなくなった。

　だが──

　観光地は、飛行場、レジャーホテル、ショッピングモールで構成される。

　観光客は基本的に、ハワイにほど近いこの場所で、ビーチを楽しんだりする。

　畑や牧場で自給自足するこの月輪島には、スーパーのような施設はないのだ。

「うわぁ……」

　坂田がガラスに張り付いて声を上げた。

　その『うわぁ』は、何かに引いている『うわぁ』ではない。まるで、欲しかったおもちゃを見つけたときのような『うわぁ』だった。

「か、可愛かわいいっ！」

　坂田は、ショーウインドウに飾かざってあるピンクの春物スカートを輝かがやいた目で見つめていた。

「欲しいのか？　っておい！　スカートだけで八〇ドルもすんじゃねえかっ！」

「買わなくても大だい丈じよう夫ぶっ！　今頭の中で一人ファッションショーで楽しんでるから！」

　一休さんのようにこめかみを人差し指で押さえながら、「ぐぬぬ……」と唸うなる坂田。

「それにしても服屋ばっかりだな」

　宗志は白いタイルを踏ふみしめて、白い建物を眺ながめていた。

　ホテル付近にあるショッピングモールは、そのほとんどが服屋。『食材』を売っているような店は見当たらない。

　そんな宗志の後ろ姿を、一人の少女が眺めていた。

（あの人が本当に強いなら……是ぜ非ひともうちのチームに来て欲しいけど……とんでもないド変態なんだよね……）

　建物の陰に隠かくれながら、宗志と坂田の様子を遠くから窺うかがっていた。

「ねえね、宗志。花か壇だんがあるよー。キレイだねぇ」

　猫ねこなで声で、坂田が言う。

「あー、ちんちんじゃないか」

「え！　何急にっ！」

「いや、バラの種類でね。ちんちんってのがあるんだよ」

「なんでそんなこと知ってるの？」

「うちのはす向かいに花屋があってな。そこの兄ちゃんと仲が良かったんだよ」

　宗志の脳裏に、本郷の姿が浮うかぶ。

「へー、でも変な名前だね」

　坂田はけらけらと笑いながら言う。

「イタリア語だったかフランス語で、乾かん杯ぱいって意味なんだよ」

「良い意味なんだねぇ……」

「まあ、俺も最初は笑い飛ばしてたけどな。子供の頃ころ、ちんちんを貰もらって育ててたんだよ。実際育ててみると愛情がわいてさ。名前を連呼しても気にしなくなったもんだ」

「育ててたんだ。あ、見てここ──」

　坂田がしゃがんだときだった。

　二人を遠くから見ていた少女『アイネ』は勇気を振ふり絞しぼっていた。

（あれが──類たぐい稀まれな変態──沖田ね。どん引きするほどの変態だとしても、本当は良い奴やつかもしれないじゃない！　優ゆう秀しゆうな人材を、偏へん見けんのせいで確保出来ないなんて、絶対にダメ。それはもう、絶対に。よし──会いに行こう）

　変態には二種類ある。

　人に迷めい惑わくを掛かける変態と、個人で楽しむ変態だ。

　猟りよう奇き殺人者や痴ち漢かんなどといった変態ならば、近づきたくもない。

　が、ただ女性下着を着けるのが趣しゆ味みであるとか、ひっそりと変態行こう為いに及およぶのであれば、許容出来る。

　この月輪島には、そういった『変態』が少なくないのだから。

　そして、話によれば、彼は後者の変態。

　どきどきしながら、アイネは音もなく二人に近づく。

「ちんちんが横に反ってる」

「まあ、そういうちんちんもあるわな」

　アイネは声が聞こえる位置に来て、凍こおり付く。

「えいっ」

「バカっ！　お前何ちんちん触さわってんだよっ！」

「だって、立たせてあげたいし」

「ちょっ！　こら！　勝手にちんちん弄いじってんじゃねえよ！　誰かに見られたらどうする！」

　宗志はキョロキョロと辺りを見回す。

　アイネと目が合い、軽く会え釈しやくを交わした。

「あっ」坂田はちんちんを触りすぎて、指にトゲが刺ささってしまった。さらに、痛みから一気に指を引いたために、指の腹が切れてしまう。

　そう、『ちんちん』は『バラ』なのだからトゲがあるのだ。

「おいおい！　あーもうっ！　いっぱい出てるじゃねえかっ！」

「ちゅぱ……ちゅぱ……ほんなの舐なめとけば……ちゅぱちゅぱ……」

　血が出てきた指を、坂田は咥くわえながら笑顔を見せる。

「いや、ティッシュか何か持ってないのか？」

「ほってない。ちゅぱちゅぱ……」

「全く、ちんちんなんて触ってるからこうなるんだ。それにな、しなってるちんちんを立たせたいっていっても、根元からやんねーと無理だぞ」

「へー、ほうなんだー。ちゅぱちゅぱ……」

（……こんな！　こんな場所でっ！　男二人でっ！）

　アイネは顔を真っ赤に染めて、涙なみだすら浮かべていた。

　なんという大だい胆たんさ。

　そして──なんというド変態。

「あ、そう言えば、宗志のちんちんって、大きいの？　……ちゅぱちゅぱ」

「ん？　ああ、子供の頃の奴？　そりゃあ立派だったぞー」

（子供の頃からっ！）

「こう、茎くきのところが根元に向かってどんどん太くなっていってだな」

「先っぽは？」

「先っぽって言うんじゃねえよ。語ご弊へいが生まれるだろ」

「あ、そうかな？　ちゅぱ……じゃあちんちんの先っぽは？」

「より具体性増してんじゃねえよ。語弊力が高まるだろ。でもまあ──ちんちんの先っぽはそりゃあ立派なもんだった。真っ赤っかでさ」

（赤いんだっ！　ちん……赤いんだっ！）

「蜜みつとか甘いんじゃないかと思って舐めてみたことがあるんだけど、よくわからなかったな」

（自分でっ！）

「で、このちんちんどうしようか」

「これはこれで、萎しおれるまでこのままでいいさ。掘ほり返したりするのもアレだし」

（掘り返しっ！　ほっ！　掘ったり掘られたりの関係性っ！）

「えー。ちゅぱちゅぱ……このまま……ちゅぱちゅぱ……するのぉ？」

「ああ、もうイくぞ。坂田」

「……もうイっちゃうのぉ？　……ちゅぱちゅぱ」

「ほら立って──あれ？」

「ん？　どうかした？」

「いや、さっきまで俺たちの跡をつけていた子がいたんだが──」

　振り返ると、そこにはもうアイネの姿はなかった。

「何……用が……あったのかな？　ちゅぱちゅぱ」

「さ、さっさとイくぞ。この島では日曜しか来られないってんだ。きっと、どこもかしこも買い占しめられる」

「あ、完全に止まったっぽい」

　ちゅぽん、と唇くちびるから指を離はなすと、坂田の血は止まっていた。







　結局、コンビニでおにぎりを買うだけで寮りようへと帰ってきた。

　弁当やパンはすでに売り切れていて、恐おそらく上級生が先に買い占めたのだろう。

　おにぎりが売れ残っていたのは、それが、日本人好みの料理だったからかもしれない。

　あるいは、タイミングが良かっただけか。

　それとも──このおにぎり。

『激げき辛からっ！　デスソースツナマヨっ！　味』が不人気すぎたのか。

　そんなことを考えながら部屋に戻もどった頃だった。

（変態だってことはわかっていたはずよ。怖おじ気けづいてどうするの！）

　アイネは諦あきらめきれずにいた。まだ、しっかり話もしていない。

　宗志と坂田がいる部屋の前に立ち、ふうと深呼吸。そっと、扉とびらに耳を当ててみる。

「早く食べちまえよ」

「えー？　どうやってぇ？」

「まず剝むくんだよ。てっぺんから」

「こう」

「横からじゃなくて、上だよ。ちょっと出てるだろ。そう、そこを持って──ほら、ぺろんって剝いちゃえ。ぺろんって」

「上手うまく出来ないよぉ」

「わーった。俺がやってやるから」

「あっ、あっ、すごい！　こうなってるんだぁ」

「ほら、さっさと咥くわえちまえ」

「ちょっと、急せかされると上手くやれないよ。──はむっ」

「美味おいしい？」

「はあぁぁ～。んん～。すっごいこれ。はああ……すーっ。はあああ……」

（吐と息いきがっ！　激しめの吐息がっ！）

「あははは。すっごいだろー」

（やっぱりダメな方の変態だっ！　男同士でずーっと変態行為に励はげんでいるっ！）

　アイネは後ずさりして、脱だつ兎との如ごとく逃にげ出した。

　そんなアイネとすれ違ちがいに、一人の少女がすたすたと早足で廊ろう下かを進む。

　七しち道どう七瀬だ。

　七瀬は艶つやのある黒くろ髪かみを搔かき上げ、アイネと同じようにそっと戸に耳を立てると──

「ぱりぱりしてるしぴりぴりしてるー」

「おいおい、白いのが手に付いてるぞ」

「え？　あ、ホントだ」

「舐め取ってんじゃねえよ。白い液状の何かを舐め取ってんじゃねえよ」

　ガチャ。

「失礼する」

　突とつ如じよ七瀬が部屋に入ってきて、宗志と坂田はおにぎり（激辛ツナマヨ味）を頰ほお張ばりながら目をきょとんとさせていた。

　坂田の手には、ツナマヨのマヨ部分が舐め取りきれずに残っている。

「普ふ通つう、ノックぐらいしないか？」

「いや何。ノックをしてしまうと、どのような変態行為をしているかがわからんではないか」

「言ってる意味がさっぱりだ」

「これから変態行為が始まるところとお見受けするが」

「うん。言ってる意味がさっぱりだね。あー辛からい。はああ……すーっ……はああ」

　ぐびぐびとお茶を飲み干す坂田。舌を出して、すーはーしても辛さが治まらない。

「で、なんの用だ？」

　激辛をものともせず、宗志はおにぎりを口の中いっぱいに頰張っていた。

　七瀬はその場で膝ひざをつき、三つ指をつく。長い黒髪が、ふぁさっとフローリングに広がった。

「沖田くん──私とチームを組んではくれぬだろうか？」

「いいよ」

「ええ！　あっさりっ！」

　考える間もない承しよう諾だくに驚おどろいたのは、坂田だった。

「そりゃあ、人は多い方がいいし、それがこんな可愛い子なら文句もないし、何より同じ日本人じゃないか。それとも、坂田はイヤなのか？」

「そう言われると、確かに断る理由もないけど」

　坂田はどこか腑ふに落ちない様子だった。その理り屈くつならば、もっと先にチーム作りをすべきだろうと。

「快かい諾だく、痛み入る。不束ふつつか者ですが──」

「ほんなら、よろしゅうなぁ～」

　開けっ放しの戸の向こうから、ひょっこりと笑顔を見せたのは清花だった。

「いたんなら、一いつ緒しよに入ってくれば良いのに」

「七瀬ぇがなぁ、そーちゃんはド変態だと噂うわさされてるから、絶対ラブマシーンと化して鬼おにのような乱暴三ざん昧まいしてくるー言うてやー。七瀬ぇが一人で行くって言うてたんよ」

「何な故ぜ来た清花っ！　二人の燃えさかるリビドーをぶっかけられるのは私一人で十分だ！　君まで穢けがれる必要はないんだっ！」

　七瀬は立ち上がり、両手を広げて、まるでえげつない何かを隠かくすかのように、坂田と宗志の姿を見られないように清花の視界を遮さえぎった。

「言うてもやー、そのリビドー、発散するつもりなさそーやで？」

「お前らは俺たちをなんだと思ってんだよ」

「空前絶後の大変態」

「今世紀最大の変態」

「……今世紀はまだまだ続くだろ」

「そ、そんなに言われてるの？」

　坂田は困った様子で引きつった笑みを浮うかべる。

「ああ、英語でもスペイン語でも、最早『ヘンタイ』で定着している」

「で、そんな変態とチームを組みたくなった理由は？」

「天才というのは、大体が変態なモノだから、だ」

「七瀬ぇがやー。変態だったら信用出来るー言うてやー。ウチはＴＫＯさえわきまえてくれるならええかなーって」

「テクニカルノックアウトをわきまえてんじゃねえよ」

「え？　…………あっほんまや！　ごっつ恥はずいわー」

　清花は間ま違ちがいに気づき、恥ずかしさに顔を両手で隠した。

　あはは、と七瀬と宗志が笑う。

「では、今日はこれで失礼する」

「ええー。もっと話していこうやー」

「……私の理性が保もたぬ」

「あー。せやったねー。しゃーないなー七瀬ぇはー」

「なんの話だ？」

「気にせんとってー。ほな、これからもよろしゅうな」

　少しの謎なぞと、大きな期待を残し、二人が部屋を後にしたのを見てから──

「ね、ねえ、宗志」

　坂田がそっと宗志の体を揺ゆさぶる。

「ん？」

「どうして、急にチームを組む気になったの？」

「むきむきジャッキーに勝つためだ」

「え！　……諦めてなかったんだ」

「お前を殴なぐって、辱はずかしめたあいつは、絶対に倒たおす。今思い出しただけでもむかっ腹が怒ど髪はつ天を天元突とつ破ぱしている」

「でも、もんのすごーく強かったじゃないか。止やめときなよー」

「……実は、さっきデブリーフィングがあってな。なんだかんだで、再戦せざるを得ない状じよう況きようになっちまったんだよ」

「……なんだかんだが凄すごい大きい気がするけど、決意は固いんだね」

「ああ」

「だったら、ボクは応おう援えんするよっ！」

　その笑顔が、とても可愛かわいく思えて、とても愛いとしく思えて──宗志は、今すぐにでも抱だきしめてキスしたい気持ちになってしまった。

（またかっ！　くそ……俺もつくづくドスケベだな）

　何度も何度も、理性で抑えつけてきた感情。

　それは、この一週間で、溜たまりに溜まっていた。

（発散……させるしか、ない）

　宗志は、真しん剣けんな目で、じっと坂田を見る。

「ん？　なあに？」

　急に改まった表情を見せたので、坂田は小首を傾かしげた。

「坂田──一時間……いや、三〇分でいい。『一人の時間』をくれないか？」

「え？　どうして？」

「……俺は、賢けん者じやにクラスチェンジしなければならん」

「お、おおう。そんなこと出来るの？」

「ああ。だが、それには、儀ぎ式しきが必要なんだ！　三〇分！　頼たのむ！　お前にも、一人の時間をやるから」

「あはは。いいに決まってるじゃんか。ボクで良かったら──手伝おうか？」

「ダメだっ！　絶対にダメなんだっ！　お前のために、俺は賢者となるのだから！」

「だったら、なおのこと手伝いたいけど」

「いや！　ホントマジで！」

「……う、うん。えっとじゃあ……今から三〇分？」

「ああ、そうだな。これから毎日とは言わないが、ちょくちょく儀式タイムを申し出ることがあると思う。それでも──いいか？」

「ええ～。……いいよぉ」

　いつもの通り、坂田は快諾した。







　三〇分、と一口に言えば短いが、いざ時間を潰つぶせと言われると、何をすればいいのかわからなかった。

（そうだ。屋上へ行ってみようかな）

　坂田は普ふ段だんは上がらない階段へと足を運んだ。

　暇ひまつぶしと言えば、隣となりにある図書館か、一階でティータイムといったところだろうが、坂田はあまり宗志以外の生徒と話をしたくなかった。

　というより、たいていの日本人は外国人に対して極度の人見知りになってしまう癖くせのようなモノが植え付けられている。

　坂田も例に漏もれず、日本人以外との会話は苦手だった。

　そこに宗志がいれば大だい丈じよう夫ぶだが、一人で話しかける勇気はない。

　屋上の鍵かぎは開いていた。

　外へ出ると、春一番がぶわっと全身を撫なでる。

　月明かりに照らされた、薄うす明あかりの世界。

　遠くに、森や海が見える。

　潮の香かおり。ざわめく木々の音。はっきりと見える星空。

　この月輪島が如い何かに自然に溢あふれているかを実感出来る。

　まるで、この世界に自分一人だけになったような気持ちになる。

（……………………一人だけ）

　坂田の心に、また火が灯る。

（誰だれもいないよね？　誰も、見ていないよね？）

　ぐるりと屋上を回り、人がいないことを確認する坂田。

　見えたとしても、月夜で暗がりの中。誰かまでは認識出来ないはず。

　今なら、ここなら、出来るかもしれない。

　そう考えると、胸がどきどきと高鳴った。

（一回だけ……今日だけ……）

　入り口の鍵を閉めた坂田は、屋上の真ん中で、靴くつを脱ぬぎ、ニーソックスも脱ぎ去った。

　ひんやりとした床ゆかが足の裏を刺し激げきする。

　冷たくて、気持ち良かった。

　そして、服を脱いでいく。

　ブラも、パンツも取り去って──両手を広げた。

「ん～っ！　きんもちいいーっ！」

　圧あつ倒とう的なカタルシスが、全身を駆かけ巡めぐる。

　ずっと裸はだかで生活してきた坂田にとって、寝ねるときも服を着るというのは、拘こう束そく具を付けられているようなストレスだった。

　そのストレスから、一気に全てを解放された気持ちだった。

　両手を広げて、天を仰あおぎ、くるくると回る。

（『変態』って──こんなに、こんなに気持ちいいもんだったんだ！　あー、宗志とこうやって一緒に裸になれたらなー）

　幸せ、絶頂。言いしれぬ快感に、坂田は身を晒さらしていた。

　が──その心に灯った変態という火は、理性によってふっと吹ふき消される。

　宗志のことを考えたとき、宗志の言葉も思い出した。

『服を着ないと、お前は女だってバレてしまうんだ』

　ぞくっ──背筋を悪寒が走る。

　今、自分がどれほどバカなことをしているかを認識するには、十分だった。

（私……何やってんだ！　もしこんなところを誰かに見られたら……見られたら……きっと、凄く気持ち良いだろうな……じゃなくてっ！）

　邪よこしまな思いが先行したが、後こう悔かいがすぐに追いかけてくる。

（今誰かに見られたら──兄貴が死んでしまう！）

　坂田は、この学校に来た思い、使命を思い出した。

　それを、自分の欲よく情じようのせいで、ふいにするわけにはいかない。

　裸を誰かに見られるということは、自分が女であることがバレるということ。

　素性を隠していたことが、バレるということなのだ。

　ガチャガチャ──と音がして、坂田はびくりと体を強こわばらせた。

「あれ？　さっき鍵開けたはずだったが……まあいいか」

　そして、声。

　その言葉に、坂田は焦あせり、脱ぎ去った服を急いで回収し、入り口の裏側へと避ひ難なんする。

　鍵を開けて屋上へやってきたのは──生徒会長だった。

　そこで、坂田は目を丸くして驚おどろく。

　白い学ランのような格好の生徒会長。その後ろ姿は、素すっ裸ぱだかだったのだ。

　いつも、正面からしか見たことはない。

　だが、いつもその裏側は全部出していたのだ。

　裸エプロンのように。びんぼっちゃまのように。

　ぷりんとした丸出しのお尻しりが月夜に照らされる。

　生徒会長は屋上の扉とびらを開けっ放しにしたまま、その前面だけの服を脱ぎ去る。

　そして、両手を広げた。

「ん～っ！　きんもちいいーっ！」

　それは、坂田の目から見ても、変態にしか見えない光景だった。

　ブルーシートを敷しいて、ランチボックスからサンドイッチを取り出している。

　屋上の扉を、開けっ放しにして。

　坂田はいそいそと服を着る。

　もし、ここにこのままいれば──顔を合わせるかもしれない。

　座り込んでサンドイッチを食べている今なら、バレずに屋上から出られるかもしれない。行くなら、今しかない。

　ニーソックスを穿はく手間が惜おしい。靴を履はけば足音でバレるかもしれない。

　足には、自信がある。

（行ける！　行くんだ！　行かないとっ！）

　どくん、どくん、どくん。

　坂田は決意し、走った。

　足音を立てず、でも速く。

　時間にして、三秒。

　こっちを見るな。こっちを見るな。こっちを見るな。

　そう念じれば、そうなってしまうことは、多々ある。今回も、そうだった。

　生徒会長がサンドイッチを取ろうと手を伸のばしたときと、坂田がダッシュを仕し掛かけたタイミングが同じだったのだ。

　目の端はしに、ちらっと人ひと影かげが映ってしまったのだ。

　ばっと生徒会長が振ふり返ったとき──そこには、誰もいなかった。

　坂田の足が、生徒会長の疑ぎ惑わく解明の判断よりも速かったのだった。

（危なかった！　怖こわかった！　もう二度と行かない！）

　坂田は、はあはあと息を荒あらくして階段を降りていく。

　ぎゅっと靴とニーソックスを抱かかえ込んで。

　もう誰とも会いたくない気持ちで、部屋へと帰る。

「おかえり坂田。すまなかったな。ワガママを言って」

　宗志は、笑顔で迎むかえ入れた。

「はあはあ……た、……ただいま」

「どうした？　凄すごい汗だな」

「うん。ちょっと……走ってきて」

「風ふ呂ろ入ったとこだろが。何やってんだよ」

　宗志は大きく笑いながら言う。

　いつもより、大人びた笑顔に見えた。

　坂田は深呼吸して、気持ちと息を整える。

「……ふう……あれ？」

「ん？」

「お兄ちゃんの部屋と同じ匂においがする……」

　すんすんと鼻を利かせる。

　三〇分前とは、少し部屋の香りが変わっているように思えた。

「えっとその……まあなんだ。気にするな。嗅きゆう覚かくってのはすぐ慣れるもんだ」

「うん。私この匂い好きなんだ。こう、鼻がすーってするような感じの」

「おい坂田。一いち人にん称しようが『私』になってるぞ」

「え？　あっ！　……ちょっと、疲つかれたからかな。ごめん気をつける」

「…………何か、あったのか？」

　宗志は、少し心配そうに声を掛かけた。

　坂田が自分のことを私と呼ぶってことは、動どう揺ようする出来事があったということなのではないかと考えたのだ。

　むきむきジャッキーのときと同じような……出来事が。

「え？　ど、どうして？」

「……いや、気にするな。とにかく今日はもう風呂には行けないだろうから、タオルで体拭ふいて寝ろ」

　高校生が寝るには、少し早い時間帯だったが、宗志は坂田を思って言った。

「うん。そうする」

　坂田も、未いまだに混乱する頭をクールダウンさせたかった。

　電気を消して、二人はベッドに入る。

　いつもなら、すぐに眠ねむれる坂田だったが……

「ん……ぅん……うぅん……んん……」

　悶もん々もんとして寝られない。

　興奮が、なかなか冷めない。

　何度も何度も寝ね返がえりを打って、寝る体勢を変えながら、モヤモヤした気持ちを滾たぎらせていた。

　さっき後悔したばかりなのに。

　二度と屋上には行かないと思ったばかりなのに。

　こうやって服を着て布団の中にいると、全て取っ払ぱらいたくなる。

　また、屋上へ行きたくなる。

「おい坂田」

　声を掛けられ、目を開ける。

「なあに？」

「……やっぱり、なんかあったんだろ？　言えよ」

「……ど、どうしてわかったの？」

「お前のうなり声が……その──」エロすぎんだよ、という言葉は、吞のみ込んだ。

「……あれ？　声出してた？　ごめん。迷めい惑わくだったよね」

「いや！　正直堪たまらんかったからむしろ着ボイスにしたいぐらいだが、そんなことより話せよ。何があったのか」

　宗志に言われ、坂田はベッドの上で正座する。天てん井じように頭があたりそうだったから、背中を丸めるような形の正座だった。

「じ、実は──屋上に行ったんだ」

「屋上？　鍵かぎ閉まってたろ？　俺も前に行ってみたんだが」

「いや、開いてた」

「ふーん。で？　そこで、何があった？」

　坂田は悩なやんだ。

　真実を話すか、言葉を濁にごすか。

　もし変態行こう為いをしていたと告白したら、宗志に嫌きらわれてしまうんじゃないか、幻げん滅めつされるんじゃないかと不安だった。

　だが──




「……裸に、なってみた」




　坂田は真実を話した。宗志に、噓うそを吐つきたくなかったから。

「…………そうか」

　宗志は、優しい声で返した。

「ごめんなさい。私、わかってたのに……ダメだって、わかってたのに」

「いや、俺が悪い。俺がお前に服を着ろって圧力を掛けすぎた反動なんだろう」

「そ、そうじゃない！　私が悪いの！　私だけが……」

「わかるよ、お前の気持ち。俺だって──」

　宗志は、坂田を批難する気はなかったし、出来なかった。

　宗志だって、坂田への熱情を抑おさえきれなかったのだから。

「すぐ後悔して、二度としない！　って決めたんだ」

「うん」

「なのに……今また、したいと思っちゃってるんだ」

「うん」

「……こんな私を、軽けい蔑べつするよね？」

「いや、しない」

「どうして？」

「それが──人だから。人は欲情を抑えられないし、抑えるべきではない。抑えれば抑えるだけ、いつか爆ばく発はつする」

「じゃあ、……またしてもいいの？」

「ああ。そのためにも──温泉が必要だな」

「温泉……あっ！　そっか！」

「露ろ天てん風ぶ呂ろなら、大自然の中で裸はだかになってもおかしくない。まあ、顔がバレれば終わりだが、リスクはかなり軽減されるはずだ」

「すごい……」

「ん？　凄いとは？」

「宗志、本当に賢けん者じやにクラスチェンジしたんだね」

「ああ、俺だって──爆発後さ」
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「──もう一回ゆっくり言ってみて」

「クルンテープ・マハナコーン・アモーンラッタナコーシン・マヒンタラーユッタヤー・マハーディロックポップ・ノッパラッタラーチャタニーブリーロム・ウドムラーチャニウェートマハーサターン・アモーンピマーンアワターンサティット・サッカタッティヤウィッサヌカムプラシット」

「ノーヒット」

「これで！　え！　濁だく点てんとか分けてる？」

「ううん。ロックポップなら『つ』と『ほ』と『ふ』もノーヒット」

「くっそー。さすがに一文字ぐらいいけると思ったんだけどな」

「あははは。全然当たらないねー」

　宗そう志しと坂さか田たは、ジャージに着き替がえてグラウンドへ来ていた。

　本格的に、召しよう喚かん術の授業が始まったが、その授業は主にグラウンドで行われる。

　とても広いグラウンドだった。

　正面には海。ということは、ここは島の最西せい端たんだ。

　東京ドームがいくつも入る広い空間。風が砂すな埃ぼこりを撫なでるだけの、グラウンドだった。

「あー、そーちゃんともんちゃんやー」

「清きよ花かさんと──七なな瀬せさんだっけ」

「そこはもう呼び捨ててーやー。なんか照れるわぁ。な？　七瀬ぇもそうやんな？」

「ああ、私は男児にファーストネームを呼び捨てられたいと、常つね日ひ頃ごろから思っているよ」

　宗志と坂田は、清花と七瀬とは別のクラスだった。

　だが、今日は合同で授業を行うようだ。

　グラウンドには、白線が引かれていた。

　八×八のマス目。そして、さらにテーブルと椅い子すが二つ。少し塗と装そうが剝はげているところを見ると、昔から使われているのだろう。

　それをワンセットにして、ぽつぽつと同じような光景が見て取れた。

「なんじゃこりゃ」

　というのが、宗志の感想だ。

「なんだろうね」

　坂田も、笑顔で言う。

　その後、ゾロゾロと生徒たちがやってきては──

「なんじゃこりゃ」

　と声にしていた。

　全員が揃そろった瞬しゆん間かん──

『クラス対たい抗こうっ！　「マジ・チェス」を行いまっす！』

　イリヤがメガホンで叫さけんだ。

　授業開始のチャイムはまだだが、イリヤはさっさと話を進める。

「マジ・チェスって、なんだろうね」

　ぼそりと坂田が呟つぶやく。

『まず、召しよう喚かん獣じゆうを出しまっす。一六〇でいいでっす！』

「一六〇……」

『次に、対戦相手を見つけて下さいでっす。クラス対抗なんで、同じクラスじゃない相手を選んで下さいでっす！　見つからない人は知ったことか！　見学でもしてろでっす！』

「じゃあ、七瀬と清花。俺たちとやろうか」

「うむ。ならば、私は沖おき田たくんと、清花は坂田くんとペアになろうか」

「椅子は二つってことは──ボクたちは向こうへ行けば良いのかな？」

「そやね、行こうか。もんちゃん」

　隣となりの机と椅子まで、坂田と清花が歩いていく。

「ごほっごほっ──ヨーコさん……」

　宗志は咳せきに紛まぎれてヨーコを召喚する。

「ヨーコさん、坂田を頼たのむ」

「わーってるわーってる」

　ひらひらと手を振ふりながら、一六〇人のヨーコは坂田の後ろを付いていった。

『今からチェス盤ばんと砂時計を渡わたしまっす。皆みなさんでチェスをしてください』

「チェス盤……と……砂時計？」

『そして、召喚獣をチェスのコマと同じように配置してください。一つのコマに、一〇の召喚獣でっす』

「なるほどな」

　七瀬はこの時点で、『マジ・チェス』がどういうモノか、大体把は握あくしていた。

　机の上でチェスをして、白線で作られた地上のチェス盤で、召喚獣たちが同じ動きをする。そして──

『チェスのコマを動かしたら、召喚獣も動いて下さい。そして、もしコマが重なったら──一分間のバトルをして貰もらいまっす』

「一分間……ね」

　砂時計は、一手の待ち時間よりも、その一分間を計るためのモノだろう。

『攻せめられたコマが一分間耐たえれば、攻めたコマは元の位置に戻もどりまっす』

「ほう、取られるかどうかは、実力に左右される訳だな」

　七瀬がふむふむと頷うなずいた。

　チェスでは、コマが重なった場合、重ねた方が勝つ。だが、この『マジ・チェス』では、攻めた方が確実に勝つ訳ではなく、正にマジで戦って決めるということだ。

「とりあえず、やってみるか」

　誰だれかの召喚獣だろうか、執しつ事じのような格好をした召喚獣によって配られてきたチェス盤と砂時計。それを、宗志と七瀬は机に置いて、コマを並べていく。

「そうだ、私の召喚獣を紹しよう介かいしよう。──『義よし経つね』っ！」

　七瀬は席に着きながら召喚獣を出す。

　それは、戦国武将の甲かつ冑ちゆう姿をしていた。上から下まで、金色の甲冑。口元の面めん頰ぽおすら、黄金である。『義経』と言っていたが、源平の頃ころではなく、戦国の『当とう世せい具ぐ足そく』だった。

「ネコミミっ！」

　続いて宗志もネコミミを召喚しながら席に着いた。

「こんっっっっにちはマスターっ！」

　ぴょん、と飛び跳はねるようにネコミミが現れる。

「さすが、霊れい長ちよう類るい最変態。召喚獣まで、性的なモノなのか」

　七瀬は舌を巻いた。変態中の変態。ベストオブド変態と言われている宗志の召喚獣は、正に変態が好みそうな姿だったからだ。

「霊長類最変態って、語ご呂ろ悪すぎるだろ」

「さて──固有能力を説明しておこうか」

「いいのか？　教えてしまって」

「私は君の召喚獣の固有能力を知っている。そっちだけ知らないのは、フェアーじゃない。私の義経の固有能力は『ありとあらゆる武器を生成出来る』だ。さらに、その強さは、他の召喚獣の出す武具より──五倍ほどの強度があると思っている。先の戦いで、それを実感した」

「五倍の強度──」

「召喚獣が生成出来る道具や武器には『方向性』がある。剣けんを出せる召喚獣は槍やりや斧おのといったモノは出せず、剣しか出せない。クレヨンを出せる召喚獣は鉛えん筆ぴつが出せない」

「だから私って、いつも同じ武装なんですねぇ」

　ネコミミは小剣を手に、感心したように頷いた。

「自分で言うなよ」

　宗志は、そんなネコミミに呆あきれた声で言った。

「私はマスターの知らないことは知らないですうっ！」

　ネコミミはべーっと舌を出してから、ぷいっとそっぽを向いた。

　召喚獣の知識量は、召喚士に比例するのだ。

「だが、私の義経は違ちがう。剣、槍、斧。ありとあらゆる武器を生成出来るのだ」

「銃じゆうも？」銃が出せるなら、戦争が大分楽になると、期待を込めて宗志が言う。

「……銃以外のありとあらゆる武器を生成出来るのだ」

「あ、ダメなんだ。じゃあ、ミサイルとかは？」

「銃とミサイル以外のありとあらゆる武器を生成出来るのだ」

「あ、じゃあボウガン」

「銃とミサイルとボウガン以外のありとあらゆる武器を生成出来るのだ」

「あ、ボウガンも無理なのか。じゃあ弓は？」

「銃とミサイルとボウガン以外のありとあらゆる武器を生成出来るのだ」

「あ、弓はいけるんだ。戦車は戦車」

「複雑な構造以外のありとあらゆる武器を生成出来るのだ」

「ひとまとめにしてきたっ！　投石車！　投石車なら結構単純構造じゃないか？」

「複雑な構造と投石車以外のありとあらゆる武器を生成出来るのだ」

「ダメかー。あじゃあ──「もういいだろっ！」」

　宗志はこのくだりをもう少しやりたいぐらいだったが、七瀬は我が慢まん出来なくなった。

「よし、ネコミミ、配置につけー」

「了りよう解かいマスターっ！」

　白線で引かれたマスに、ネコミミたちと義経たちが配置される。

　一つのコマに一〇人。

　八マス分、二列になって一六〇人が並ぶ。

　同じように、義経も一六〇人並び終える。

『じゃ、準備が整ったら試合開始っ！　エンジョイでっす！』

　と言われたので、宗志と七瀬はじゃんけんをする。

　七瀬が先せん攻こうになったので、二人は席に着き、七瀬は白のポーンを動かした。

「ポーン、ｃ─４だ」

　七瀬がそう言うと、義経が盤ばん上じようと同じようにマスを動く。

「ポーンのネコミミを、ｅ─６へ」

　同じく、宗志の言葉を聞いて、ネコミミが移動した。

「ナイトをｆ─３」

「ポーンｄ─５」

「ほう、ギャンビットをしてくると思ったが──強気だな。ポーンをｄ─４」

「ナイトをｆ─６」

「ナイトをｃ─３」

「ビショップをｅ─７」

「ビショップをｇ─５」

「お前の方が強気じゃねえか……あっ、キャスリングはしてもいいのかな？」

「ああ、構わない」

「んじゃ、キャスリングだ」

　宗志はルークとキングの位置をくるりと入れ替かえる。

「では──そろそろ行こうか。……ポーンをｄ─５」
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　七瀬がポーンを宗志のポーンに当てる。

「ということは──」

「ああ、マジ・チェス……いよいよ開始だな」

　七瀬は楽しそうに、不敵に笑った。

　義経が日本刀を両手に持ち、行進する。

　その先にいるのは──ネコミミたち。

　一〇名の義経がネコミミに襲おそいかかる。

　盾たてを出して、振り下ろされた剣をガードするが──

　盾ごと──ばっさりと斬きり捨てられた。

「なっ──」宗志は目を丸くする。

「言ったはずだ。義経の武具は、他の召喚獣より五倍は強いと──」

「ネコミミっ！　数を減らすことを最優先しろっ！」

　宗志が檄げきを飛ばす。

　軽くぶつかっただけでわかる。一分間も保もたず、ネコミミは義経に蹂じゆう躙りんされるだろうと。

　その強さは──あの、スパルタニアンに匹ひつ敵てきすると瞬しゆん時じに把握したから。

　だが、スパルタニアンと義経には違うところがある。

　陣じん形けいだ。

　ファランクスでないならば──

「こんっっっっっのおおおおおおおっ！」

　側面から、ネコミミが義経に斬りかかる。

　だが、ネコミミの攻こう撃げきは防がれ、斬り伏ふせられる。

　ネコミミの小剣では、義経の鎧よろいを貫つらぬけない。

「こんっにゃろーっ！」

　背後から、鎧の隙すき間まに小剣を突つき刺さし、義経が金色の粒りゆう子しになって消えていく。

　だが、すぐそのネコミミも斬り伏せられた。

　結局、ネコミミは奮ふん闘とうするも全ぜん滅めつし、義経の数は六人となった。

　一〇人掛がかりで、四人倒たおすのがやっとだったのだ。

（スパルタニアンとは違って、倒せないこともないが──強い。ってことは、こいつも変態だってのか？　いや、俺が変態になれていないだけか）

「ナイトをｄ─５」

　宗志は、ネコミミを同じ場所に送り込む。

　義経六人対ネコミミ一〇人。

　結果として、ネコミミは義経を全滅させることに成功するが──残り四人という状態だった。

「ビショップで、ｅ─７」

「クイーンをｅ─７だ」

　そのあとも、七瀬が仕し掛かけ、兵の数が減ったところに宗志が重ねていく。

　一〇対一〇の戦いでは、宗志は一度も七瀬に勝てなかった。

　つまり──

「チェックメイトだ」

　宗志のクイーンが、王手を掛かけた。

　普ふ通つうならば、王にクイーンが届き、逃にげ場がない時点で負けになるが、この『マジ・チェス』は違う。

「ふふ、こちらも、チェックメイト」

　勝てるならば、王は逃げずとも良いのだ。

　双そう方ほう、チェックメイトの状態で、宗志の番。

　このまま、クイーンをキングにぶつけて勝てば、宗志の勝ち。

　負けたとしても、数を減らせば、次の王手で勝てるかもしれない。

「……投とう了りようだ」

　だが、宗志は最後の勝負を仕掛けなかった。

　勝てないと、わかっていたから。

　返す一手で、負けるとわかっていたから。

「ふふ、やはり賢けん明めいだな」

「何がだ？」

「君は今世紀最大のド変態。その召しよう喚かん獣じゆうは誰だれのモノよりも強いのだろう。手加減してくれた……というより、こんな練習試合で見せるモノではないということか。奥の手を──」

　宗志は苦笑いを返した。

　買い被かぶりすぎだ、とは、言えなかった。

　隣となりのコートでは、坂田と清花が戦っていたが、二人ともチェスをよくわかっていないようで、まるで挟はさみ将しよう棋ぎのように戦っていた。

　ちょうど、最後の最後。清花の召喚獣である黒ゴスロリの少女を、ヨーコが左右から挟み込んで攻撃しているところだった。

　ヨーコの武器は、ネコミミとは違い、ライトセーバーと呼ばれる光の剣。

　それは、清花の召喚獣を一いち撃げきで斬り伏せていた。

「あー負けてもうたー。ウチのキュベレーは接近戦あかんねんなー」

　残念そうに椅い子すにもたれ掛かる。

　ぷるん、とたわわな乳ち房ぶさが揺ゆれたのを、宗志は見み逃のがさなかった。

（清花の召喚獣よりは、ヨーコさんの方が上なのか）

　宗志は少しだけほっとした。

　この学校で、最も変態じゃないのは、もしかしたら自分なのではないかと、不安だったから。

「マスタぁ」

　とぼとぼと意い気き消しよう沈ちんしたネコミミがやってくる。

「ん？」

「私って……弱いんですかねぇ……」

　肩かたを落として、今にも泣き出しそうな顔をしていた。

「……弱いんだろうな」

「……マスター、ごめんなさい」

「お前は悪くない。俺だ。俺がドスケベになれなかったのが悪いんだ」

「マスターはドスケベですっ！　私は、ちゃんとわかってます！　このドスケベっ！　ちょっと、隠かくれドスケベなだけなんですっ！」

「ほう、むっつりスケベなのか、君は」

　そんなやりとりを、七瀬は楽しそうに笑いながら頰ほお杖づえをついて眺ながめていた。

「……なあ七瀬」

「ん？」

「今週の土曜だが──義経の武具を貸してくれないだろうか？　っていうか、召喚獣の装備の貸し借りは出来るのかな？」

「可能だ。先の戦いで、清花のキュベレーには義経の武具を持たせていた」

「本当か！　助かるよっ！」

　宗志は、七瀬の言葉を思い出していた。

　義経の武具は、他の召喚獣の五倍ほどの強度がある──と。

　もしかしたら、義経の武具であれば、スパルタニアンに挑いどめるのではないかと考えた。

「代わりに、何をしてくれる？」

「え？」

「チームではあるが、やはり私も見返りが欲しい」

「……別に、なんでもしてやるけど」

「じゃ、じゃあ……その……マッサージをお願い出来るかな？　肩が凝こってな」

　七瀬は、少し恥はずかしげに言った。

「ま、マッサージ……」

　宗志は戸と惑まどいを見せた。

　マズイ。これはマズイ。

　宗志は今、ド変態であると期待されている。だが、実際は、女子に触ふれることさえ出来ない。それを知られれば、積み木が崩くずれるように全て瓦が解かいするだろう。

　頭の中に、座り込んだ坂田の姿がフラッシュバックする。

　あのとき、明らかに『少女』だった坂田に対し、宗志は慰なぐさめるために背中を叩たたくことが出来た。

　背中ならば──

「じゃあちょっと立って」

　宗志はそう言いながら、席を立つ。

「私の凝りはコリコリだぞ。そうそう容易たやすく……」

　七瀬はドキドキしながら立ち上がる。

　宗志は、圧あつ倒とう的ド変態であると噂うわさされている。

　そんな宗志に体を触さわられたらどうなるのか。とんでもなくえげつなく、そしてエロイことをされるのだろうと──そして、七瀬はそれを期待していた。いや、切望と言ってもいいだろう。

「……はい後ろ向いてー」

「うむ」

「ほっ────」

　七瀬が背中を見せる。宗志はとん、と背中を小こ突づいた。

「………………ん？　それで終わりか？」

　一回、肩けん胛こう骨こつの辺りを小突くだけで、宗志は何もしなくなった。

　その刹せつ那な──七瀬の全身を電でん撃げきのような快感が駆かけ巡めぐる。

　背中が仰け反り、髪かみが乱れ、あまりの心地よさに、足あし腰こしに力が入らず、ぺたんと座り込んでしまう。

　宗志は、高こう揚ようしていた。

（出来た……女子に、ちゃんと、無む明みよう無む影えい拳けんが出来たっ！）

　むきむきジャッキーに負けた日。坂田の背中を触ることが出来たことを思い出し、宗志は背中からならば、女子に触れると考えた。

　そしてその考えは、正しかった。

（坂田……ありがとう。本当に、ありがとう）

　ぐっと拳こぶしを握にぎる。坂田がいなければ、あのとき女子である坂田の背中を触っていなければ、こんなことも出来なかったろう。

「な……なん……だこれ、は……何を……されたんだ……」

　七瀬は顔の上半分、目や眉まゆは驚きよう愕がくし、下半分の頰ほおや口元は恍こう惚こつにだらけきってヨダレを垂らしてしまっていた。

「ライトニングバースト。人の持つ電気と磁力を指先に全て集めて、血行を促そく進しんさせ、乳酸を霧む散さんさせたんだ」

「言ってる意味はさっぱりわからんが……なんて凄すごい技だ……」

　七瀬はぐっとヨダレを拭ふき取ったとき、肩が軽いことに気づく。

　肩凝りが、消え去っている。

　そのとき、見回りをしていたイリヤは見た。

　怪け訝げんな表情で後ろを振ふり向むこうとした七しち道どう七瀬が、恍惚とした表情を浮うかべ、ヨダレを垂らしながらぺたんと頽くずおれる様を──

（あれはっ！　一撃必活の活人拳！　ノーライトノーシャドウっ！）

　イリヤは生徒の異常な姿を目まの当たりにして、一目散に掛け出した。

「こらーっ！　そこの沖田宗志ぃーっ！」

　名前を叫さけばれ、宗志は思わず身構えた。

　その表情は、鬼おにのようだったから。

「な、なんすか……」

「ノーライトノーシャドウっ！　私にもするでっす！　マッサージお願いしまっす！」

「ほう、この技を知っているのか？　さすがは『最も最強』の教師──」

　椅子にしがみついて、がくがくと震ふるえる足でなんとか立とうとしながらも、七瀬は舌を巻く。イリヤは、この宗志の技を知っているようだ。

「じゃあ、活きますよ？　ほっ──」

「あへぇ～……気持ち良いぉ～。沖田宗志！　喜ぶでっす！　お気に入りになりましたでっす！　一〇ポインツっ！」

　イリヤもその場に軟なん体たい動物が如ごとく頽れる。

　宗志は恐おそらく今後もことある毎にさせられるであろう未来を想像し、苦笑いを浮かべるしかなかった。







　その日の夕食は、おにぎりだった。

　その次の日も、その次の日も、おにぎりだった。

　買い出しに行けるのは日曜日だけ。

　主食だけの生活がこれほど辛つらいとは、誰も予想していなかった。

　ちゃんと食べているのに、ひもじい。

　塩味以外の食べ方が欲しい。

　せめて味み噌そ汁しるがあればと思うが、味噌もないし出だ汁しもない。

　フラストレーションが溜たまっていく生徒たち。

　次の戦争では、必ず何かしらのおかずを取らなければと躍やつ起きになる。

　宗志と坂田は、相変わらずのテンションで、学校生活を満まん喫きつしていた。

　そして、とうとう土曜日がやってきた。

　宗志は、むきむきジャッキーを倒たおすのは、奴やつがいる間、この一年の間でいいと思っていた。

　何度か挑んで、いつか攻こう略りやくしようと考えていた。

　だが──

「────我が軍が攻せめられる場所は現在四カ所。北ルートにある海岸、養よう鶏けい場、牧場、そして、南ルートにあるトレーニングジムだ。その中から、今回は全軍で養鶏場を狙ねらいつつ、沖田くんにはジムを攻めて貰もらおうと思う」

　出しゆつ撃げき前のブリーフィング。ホワイトボードに貼はられた地図を差しながら、生徒会長が言う。

「南ルートに全軍を送るという手はどうですか？」

「このジムに至る道は一本で、展開出来る兵力はせいぜい二〇〇〇程度。戦せん闘とうに参加出来るのは、せいぜい六〇〇程度なんだ。とてもじゃないが、総力戦で突とつ破ぱ出来るモノではない」

「なるほど……」

「じぇじぇじぇのファランクス以外の兵を、ジムに向かわせないためにも、我々は養鶏場に集結する──が、沖田くんがじぇじぇじぇのファランクスを突破した後、後方部隊は南ルートから敵施し設せつへ攻こう撃げきを開始。じぇじぇじぇのファランクスという『フタ』が開けば、そこからさらに五カ所攻める場所が増える」

「養鶏場に釘くぎ付づけにした敵兵力を南ルートへの防衛に回すならば、養鶏場への攻撃は成功するだろう。防衛に回さなければ、南ルートを強きよう襲しゆうした五カ所の施設を手に入れることが出来るだろう」

「素晴らしい作戦……ですが──本当にじぇじぇじぇのファランクスを突破出来るんでしょうか？」

　みんなの視線が、宗志に向けられる。

（まあ、無理だろうな）

　何を言おうか悩なやんでいたら──

「私、見ました」

　と手を挙げたのは、宗志に声を掛かけたくて掛けたくて、やっぱり掛けられなかった少女──アイネだった。

「見た？　何をかな？」

「ファーストがグラウンドで『マジ・チェス』をしてたから、授業中だったんですけど、こっそり教室から双そう眼がん鏡きようで様子を見ていたんです……」

　ちらりと宗志の顔を見る。アイネは、ずっと宗志が気になっていた。

　だから、グラウンドで召しよう喚かん獣じゆうの訓練をしている姿も、追っていたのだ。

（マズイ……俺が七瀬に負けていたところを、見ていた奴がいたのか……）

　宗志は、本当は自分の召喚獣が弱いということを知られていたとドキドキしながらアイネの言葉に耳を傾かたむけていた。

「……あの最強の教師──イリヤ先生を、一いち撃げきで倒してました」

「なっ！」「あの最強をっ！」「イリヤに勝った？」「噓うそだろ？」「だとすれば、強すぎる」

「あ、あのー」

　宗志は、アイネの言葉を遮さえぎろうとしたが、アイネはさらに語気を強める。

「イリヤ先生は、名前を叫び、怒ど号ごうを浴びせながら駆け寄ったんです。そして、口論のあと──イリヤ先生は膝ひざから頽れるようにっ！　そして、彼はそんなイリヤ先生を、にやりとほくそ笑んで見下ろしていたんですっ！」

　双眼鏡で見ていたから、声までは拾えていなかったのだろう。

　あれは、ただのマッサージだったし、口論をしていた訳でもないのだが、遠目から見れば、まるでイリヤを背後から一撃で倒したように見えたのだ。

「よしっ！　この作戦は必ず成功するっ！　みんなっ！　行くぞーっ！」

「「おおうっ！」」

　士気は高く、参加者も先週より多い。

　こうして全兵力のほとんどが、一番近くの養鶏場へ向かった。

　宗志は真実も言えず、両手で顔を隠かくすようにして、どうしようか悩んだ。

（絶対に、勝たなきゃいけない流れになってしまった……）







　寮りようを出た宗志たち。北へと向かっていく一団を見送って、清花が笑顔で言う。

「ほんなら、うちらも行こかー」

　行こかー、とは、じぇじぇじぇのファランクスのいる場所のことだったが──

「……俺一人で、行こうと思う」

　宗志は、真しん剣けんな表情で言った。

「え！　どうして！」

　一番驚おどろいたのは、坂田だ。

「ええやん。せっかくチーム組んだのにぃ」

　ぶーたれる清花。

「……正直言って、俺ではまだむきむきジャッキーに勝てない」

「謙けん虚きよだな。尚なお更さら、皆みなで行くべきではないか？」

　七瀬が怪訝な表情で言う。

「もし負けたら──あいつは容よう赦しやをしない。……腕うでや足を取られるかもしれない。それを、女子にさせるわけには──いかないんだ」

　そう言いながら、宗志はちらりと坂田を見る。

　もし、もう一度坂田がむきむきジャッキーの尻しりを叩たたけば、ド変態という泥どろ沼ぬまにどっぷりハマり、戻もどってこられないような気がしていたから。

「だ、だったら……宗志もやめておけばいいんじゃないかな！」

「俺は……あいつを倒したいんだ」

「…………わかった。言う通りにしよう。ならば我々は養鶏場へ向かうとしようか」

「ああ、坂田。ヨーコさんを借りるぞ」

「え？　……うん」

　ヨーコは宗志の召喚獣なのに……と坂田は言いたかった。

「七瀬。義経の武具を貸してくれ。二〇〇〇人分、用意出来るか？」

「可能だ。私の義経は八〇〇〇の兵力がある」

「義経八千本桜っちゅーことやねー。ウチはじゃあ……足を用意するな」

「足？」

「おいで！　キュベレーっ！」

　ゴスロリな格好をした、少女が現れた。それはまるで、担任教師のイリヤのような、幼い少女。

「可愛かわいいね」と坂田が笑顔を見せて近づき、頭を撫なでようとしたら──

「あ、そいつ嚙かむぞ」という七瀬の忠告も空むなしく……がじ。

　坂田はキュベレーに指を嚙まれた。

「ふぁーっ！」痛みに、隣となりのホールまでゴルフボールがスライスして飛んでいってしまったときの声が出た。

「あっはは。坂田、突とつ然ぜん頭なんか触さわろうとするからだ。初めまして。こんにちは」

　そう言って、宗志が握あく手しゆを求めたら──

　がじ。首を横に捻ひねってまで、指を嚙んできた。

「レリゴーっ！」あまりの痛みに、少しも寒くないときの声が出た。

「こら！　ごめんなぁ。ウチの子、人見知りやねん」

「人見知りって、攻撃的になるって意味じゃないだろ……」

　見れば見るほど、イリヤに似ている。黒ゴスロリな、イリヤだ。

「キュベレー、ライオンさん出したってぇ」

　キュベレーはこくりと頷うなずくと、ずらりとライオンが現れる。

「怖こわっ！」坂田はガタガタと震えていた。

　ライオンに嚙まれれば、痛いではすまされないだろう。

「あ、この子は嚙まへんよ。大人しい子やねん」

　けらけらと笑う清花に、坂田は首を横に振ふる。

「それが、キュベレーの固有能力ってことか」

「召喚獣を出す召喚獣ってところやな。まあ、固有能力言うても、結構出来る奴多いで」

　けらけらと笑いながら言う清花。ちょっと笑うだけでも、おっぱいは揺ゆれ、宗志の視線は釘付けになった。

（……これで、やるしかない。これで──）

　宗志は、緊きん張ちよう感かんを高めていた。

　ロクセ・ファランクスが通用しなかった今、『義経の固有能力』に賭かけるしかない。

　ネコミミが、スパルタニアンを超こえる。それしか、勝ち目がないのだ。

「……なあ、もし……『高くて厚い壁かべ』にぶち当たって、その先に行きたいと思ったら、みんなどうする？」

　義経が生成した武具をネコミミが受け取るのを見ながら、宗志は、何気なしに言葉にしていた。

「義経でハシゴを掛ける」

　と七瀬が言った。そのまま言葉の通り受け取った答え。

「妨ぼう害がいしてくるんやろー？　んー、どうしようもないかなぁ」

　清花は諦あきらめの言葉を吐はいた。それがこれから戦おうとしている相手の比ひ喩ゆであるとわかったからだ。

「ドリルで穴を開ければいいんじゃないかな」

　坂田がぼそりと呟つぶやいた。その言葉に、宗志は目を丸くした。

（ドリルで……穴。一点突破……回転……回転っ！）

「坂田っ！　お前のおかげで、一つ手が浮うかんだ！」

　がしっと坂田の肩かたを摑つかみ、宗志はやる気を取り戻した。

　宗志は、ずっと一人で考えていた。スパルタニアンをどう破るのか、考えに考え、どうせ無理だと思っていた。

　最初から仲間を信じれば、坂田に相談を持ちかければ良かったのだ。

「ふっ、やっと仲間にしてくれたのだな」

　小さく、七瀬が笑った。

「え？」どういうことかわからず、宗志が聞き返す。

「君は何かをずっと悩んでいるように見受けられる。が──それらを我々に相談しようとはしなかった。付き合うとか友達になるとか、結けつ婚こんするとか仲間になるとか、言葉だけの繫つながりではなく、信しん頼らいしてくれるという行こう為いこそ、私は欲ほつしていたのだ」

「そっか。そうだよね！　宗志っ！　ありがとうっ！」

　坂田は嬉うれしくて嬉しくて、宗志に抱だきついた。

「ばっ！　バカ坂田っ！　離はなれろっ！　恥はずかしいと思えよ！　こういう行為をっ！」

　宗志は顔を真っ赤に染めて、坂田の体を引っぺがそうとするが、坂田はぎゅっと力を入れて離れない。

「えぇ～………………っ──ええな」

　清花は男が男に抱きつく光景を目まの当たりにして、一いつ瞬しゆん引いたあと、よくよく考えてから、『アリ』と判断した。清花の中にある『ＢＬ魂だましい』が、萌もえていた。







　宗志は、ジムの方へと向かう。

　一〇〇〇のネコミミを引き連れて。

　一〇〇〇のヨーコを引き連れて。

　その格好は、いつものビキニではない。

　西洋の鎧よろいのような、甲かつ冑ちゆう。アニメやゲームなどでよく見る、歴れつきとした装備。丸い盾たてと黄金の剣けんを携たずさえていた。それらは全て、義経に作って貰もらったモノだ。

　そして、黄金色の鎧に、黄金色の鬣たてがみを持ったライオン。

　ライオンは、凄すさまじい速度で走り、歩いて一時間ほどだった坂へ、わずか一分足らずで辿たどり着いた。

「ほう、今週も来たのか。……って、おい！　坂田がいねえじゃねえか！」

　そこに、いた。

　先週と同じ格好で、同じ筋肉で、むきむきジャッキーは坂の上に立っていた。

「坂田は、お留守番だ」

　宗志とネコミミはライオンから降りて、陣じんを組む。

　ライオンから降りたネコミミたちが、横陣を組んだ。一いつ斉せいに盾を構える姿は、ファランクスと同じ。

「だったら……骨の一本は覚かく悟ごは出来てるんだろうな！　スパルタニアンっ！」

　むきむきジャッキーの一声で、スパルタニアンが召しよう喚かんされた。

　その数は、三〇〇。一〇〇人ずつの三列編成で、崖がけと崖の間をみっちり塞ふさぐ。

「ネコミミっ！　行くぞっ！」

「「りょーかいマスターっ！」」

　横陣で、ネコミミが歩き出す。

　一歩、二歩、三歩──その速度は、だんだん駆かけ足になり、そして──

　ネコミミと、スパルタニアンがぶつかった。

　ネコミミは、黄金の剣を振り下ろし、スパルタニアンに斬きりかかる。

　それを、スパルタニアンは盾で受け止める。

　ネコミミの突とつ撃げきは、全てスパルタニアンに止められた。

「弾はじき飛ばせっ！」

　盾を払はらい、槍やりを突つき出す。

　その槍を、今度はネコミミが盾で防ぼう御ぎよした。

　先週は、盾などなんの意味もなく貫つらぬかれていたが──傷一つ付かない。

「ネコミミ、どうだ？」

「防御可能ですっ！」

「さすがだな、七瀬の武具は──」

　一度突撃を仕し掛かけて以来、何もしてこないファーストのひよっこの新人に、むきむきジャッキーは腕を組んで満足げに笑っていた。

　幾いく度どとなく、ここでこうして敵を迎むかえ撃うってきた。

　傷一つ付いたことはなく、今日もまた、完かん璧ぺきだ。

　これほど気持ちのいいモノはない。

　ファランクスの弱点は、側面。

　正面からの攻こう撃げきにはめっぽう強いが、側面からの攻撃にはめっぽう弱い。

　だが、ここの地形は正面からでないと攻撃が出来ない。

　これがただの開けた平地であれば、大兵力で側面に回り込まれてしまうこともあるだろう。

　だが、ここは、一列にせいぜい八〇人程度しか展開できない地形。

　隙すき間まなく密集した一〇〇人のスパルタニアンに、正面からぶつかるしかないのだ。

　試行錯さく誤ごをする様を見るのも楽しい。

　それが、無意味に終わる様を見るのが、特に楽しい。

　背の高いネコミミ少女がライオンに乗ったまま下がっていく。

（回り込もうとでも言うのか。無む駄だ無駄。あの崖の上に出る道は、こっちにしかないのさ。強引に崖を登っていったとしても、そこにはまたファランクスが組んであるしな）

　召喚されてきたネコミミの数は、スパルタニアンを超える、一〇〇〇ほどの兵力。

　ファランクスの横陣を、さらに大人数で押し込もうというのだろう。

　それは固有能力によって無む駄だであると、わざわざ教えてやったにも拘かかわらず。

「よし、やるぞ！　ネコミミ、方円陣だっ！」

「「りょーかいマスターっ！」」

　だが、宗志が次に組んだ陣形は『横陣』ではなかった。

　その陣形は、大将を中心に、ぐるっと周りを丸く囲むような陣形。

「方円陣？　はっ！　バカめっ！　方円陣ってのは、防御のために使うもんだ！　そもそも横陣と方円陣では、列の厚みが違ちがうっ！　このファランクス陣形に正面からぶつかっても勝てねえんだよ！」

　そう、それは『方円陣』だった。

　方円陣は、どの方向から敵が来ても対応出来るようにする、『防御』のための陣形。

　その弱点は『厚みがないこと』で、方円陣を潰つぶすには、横陣が適切。

　その横陣を相手に、『方円陣』を組んできた宗志を、むきむきジャッキーは鼻で笑い飛ばしたのだ。

　後出しジャンケンで、パーにグーを出すようなモノ。

　そして、またファランクスに攻撃を仕掛けてくる。

「無駄だっ！　弾かれたあとに逃にげ道を作りたいのだろうが、それではファランクスは崩くずせないっ！」

『ネコミミ方円陣』は、ファランクスによって弾かれた際に、後ろに兵がいては逃げることが出来ず、槍の餌え食じきになるのを防ぐためだと考えた。

　あえてスペースを作ることで、柔じゆう軟なんに対応出来ると宗志が方円陣を採用したのだと。

　そしてその考えは、当たっている。

　当たってはいるが──真意は別にあった。

　ネコミミとスパルタニアンが、再び相まみえる。

　どどどどどど……丸い盾同士がぶつかり、勢いが殺される。

「弾けっ！　スパルタニアン！」

　ネコミミが、また盾に払われて距きよ離りを戻もどされた。

　刹せつ那な──

「今だっ！　回れっ！　ネコミミ方円陣っ！」

　ネコミミ方円陣が回転を始めた。

　時計回りに、ぐるぐると。

「こ、これはっ！」

　むきむきジャッキーは突とつ然ぜん回転を始めた方円陣に、驚おどろきを見せていた。

　真っ直ぐ正面からぶつかるのではなく、右から斜ななめに襲おそいかかってくるネコミミたち。

　側面を取られた訳ではない。当たり方は違ちがっても、結局は正面衝しよう突とつ。

「妙みようなことを始めたが、意味はなかったようだな」

　にやりと笑うむきむきジャッキー。

　だが──ファランクスとは、左手に持つ盾で、『左横』の仲間を守る。そうやって、盾による壁かべを形成する陣形ではあるが、ではその最初の人物は、誰だれが守るのか。

　最さい右う翼よく。

　最右翼のスパルタニアンは、盾に守られてはいない。

　相あい合あい傘がさの如ごとく自分も盾に隠かくれるとするならば、攻撃などしている場合ではない。

　一糸乱れぬ完璧な動きの中で、唯ゆい一いつ違ちがう動きをせざるを得ないのが──最右翼である。

　先週宗志は、この最右翼を攻せめるつもりで攻撃を仕し掛かけた。

　もし圧力による攻撃が可能なのであれば、この最右翼へ重点的に兵を突っ込ませればいい。

　だが、それが叶かなわぬと知り、困こん惑わくしていた。

　しかし、この攻撃ならば。

　その最右翼を連続で攻撃し、さらにそこから横へ攻撃を加えつつ、逃げていく。

　こちらから過度な攻撃をせず、防御に徹てつすれば、ファランクスの槍を防げることも、実証済みだった。

「方円陣は確かに防御の陣だ。だがこれはただの方円陣じゃない。超ちよう攻こう撃げき的な方円陣。そう、これが──『車くるま懸がかりの陣』だっ！」

　最右翼を攻撃するネコミミは全力攻撃。それ以外のところを攻撃するネコミミは防御に徹しつつの攻撃。

　いつの間にか、ただの円でしかなかったネコミミ方円陣は、渦うず巻まきのような形になっていった。

　それが、正面からではなく、回転することで少し斜めの位置からやってくる。

　それはファランクスを組んでいるスパルタニアンにとっても、初めての経験だった。

　しかし、一層がやられても、二層目、三層目がある。

　だから、むきむきジャッキーは動かなかった。

　それが、悪手。

　動くなら、車懸りを始めた瞬しゆん間かんにするべきだった。

　車懸りが始まって数分後、異変は起こる。

「こんっにゃろおおおおっ！」

　ネコミミは丸い盾を構えて突撃。一番右う翼よくのスパルタニアンは、当然その攻撃を防ぐ。

　そして、払われて、ネコミミは吹ふっ飛ばされた。

　その瞬間、二人目のネコミミが入ってきて、スパルタニアンを剣で刺さす。

　しかし、一いち撃げきではスパルタニアンは倒たおれない。

　急に二体相手になったことで、スパルタニアンは槍を出すタイミングが遅おくれてしまった。

　一糸乱れぬ動きだったのに、槍を出して、盾たてを構え直す動作に、乱れが生じてしまった。

　そこへ、三人目のネコミミがやってくる。

　槍を二人目のネコミミに突き出すが、もうすでに防御に徹しながら横にスライドしているため、槍は届かない位置。届いたとしても防御される位置。

「こんっちぇすとーっ！」

　三人目のネコミミが持つ剣が、そんな戸と惑まどいを見せていたスパルタニアンの首筋を刺した。

　霧きりのように消えていくスパルタニアン。やっと、一人を倒すことに成功した。

「よしっ！」宗志は思わずガッツポーズを取る。

　七瀬の装備を持ったネコミミは、スパルタニアンを倒せることが判明した。

「バカなっ！　スパルタニアンをっ！」

　それは、ほんの小さな亀き裂れつ。

　針が通る程度の、小さな亀裂だった。

　一人のスペースが開いたことで、その盾に守られるはずだった左横のスパルタニアンは側面からの攻撃に晒さらされることになる。

　まるでドミノでも倒すかのように、そこからは一気にスパルタニアンが倒されていった。

　入れ替かわり立ち替わりの攻撃を受け、少しずつだが右翼が崩れていく。

「くっ、左さ翼よく押し込め！　輪ゴムのような厚みの方円陣じんなど、横から潰すんだっ！」

　むきむきジャッキーの指示で、ファランクスは動く。

　横一列になっていたファランクスが、列を組んだまま崖がけに押し込もうと、動き出したのだ。

　右翼を支点にして、横にしていた定規を縦にするように、二列目三列目もそのあとに続く。

「今だっ！　ヨーコさんっ！　突撃っ！」

「その言葉を待ってたぜ！　へぼマスターっ！」

　宗志の掛け声で、ずっと背後に控ひかえていたヨーコ隊が動き出した。

　狙ねらうは、今動いたファランクスの最左翼。

　むきむきジャッキーは、閉じていた金庫のフタを開けてしまったのだ。

　動いてしまった列の後方から突撃。

　清花のライオンに乗った、『騎き馬ば隊』は速度が速く、スパルタニアンは対応出来なかった。

　スパルタニアンの持つ長なが槍やりは、騎馬に対して滅めつ法ぽう強い。が、背後からの攻撃に対応出来るほどではなかった。

　その結果──ファランクスは完全に崩れてしまった。

「ば、バカなっ！　ファランクスは完璧な横陣のはずなのにっ！」

「完璧だからこそ、一度崩れれば完璧に崩れるんだよっ！」

「くっ！　立て直せ！　第二陣、穴を埋うめろ！」

　今、むきむきジャッキーはビビっている。

　怯おびえて、正常な判断が出来ずにいる。

　実は、焦あせる必要などない。ビビる必要もない。ただ兵力を出し続けるだけで、防衛は簡単に出来るのだ。

　何な故ぜならば、ネコミミたちは今いる分で全てだから。

　しかし、むきむきジャッキーは、そのことを知らない。宗志の召しよう喚かん獣じゆうがどの程度の兵力なのか、知らないのだ。

　さらに、陣形を乱されたところは乱戦となった結果、スパルタニアンとネコミミは、未いまだ一対一ではスパルタニアンの方が上。

　このまま戦って、数が減っていけば、やがて兵力が頭打ちであると気づく。

　そうなっては、宗志に勝ち目はない。

　今だ。

　今しかない。

　宗志の狙いは、最初からファランクスの相手をすることではない。

　針を通す程度の穴。

　牡か蠣きの殻からにナイフを通すように、陣形の隙すき間まを進むための──『車懸り』なのだ。

　慌あわてて対応したことにより、ファランクスは乱れた。

　その合間を、ネコミミたちと宗志は進む。

　二層、三層、ファランクスを立て直そうとすればするほど、車懸りは抉えぐるように進んでいく。が、宗志は焦っていた。

　奥に進めば進むほど、じわじわ、じわじわと車懸りの渦うずは小さくなっていったのだ。

「行けるっ！　行けっ！　ネコミミっ！」

　ついに、宗志は突とつ破ぱする。が──その先にあったものは──

　さらに、三列編成のファランクスだった。

「くっ……」

「ここまで来たのはお前が初めてだ。誉ほめてやるよ。だが──お前、もうそれ以上兵力がないんだろう？」

　にやり、とむきむきジャッキーは笑う。

　すでに、落ち着きを取り戻していた。

　冷静に戦せん況きようを把は握あくし、本人は後退。今乱戦になってしまった部隊は全て切り捨てて、新たに召しよう喚かんしたスパルタニアンで、ファランクスを再編成したのだ。

　ネコミミとヨーコで、最初の三列は全ぜん滅めつさせることに成功したが──残った兵力は半分以下。

　宗志は、ぐっと奥歯を嚙かみしめる。

（強すぎる……）

「マスターっ！　もう一回行きましょうっ！」

　ネコミミがまた剣けんを構える。

「ああ……」宗志は、気のない返事をした。

　宗志は、わかっていた。もう一度突とつ撃げきしたところで、きっと勝てないだろうと。

　坂はまだまだ続いている。車懸りでもう一度三列を突破しても、また後退して新たなファランクスを組まれるだけ。

　何度かそれを繰くり返せば、その内倒せるだろう。

　だが、それを行う兵力がない。

（七瀬や清花に、来て貰もらうべきだった）

　来週は、きっと車懸りの対策を練ってくるだろう。

　全て、自分の判断ミス。

「宗志ぃっ！」

　聞き慣れた声が、後ろから聞こえてきた。

「さ、坂田？　なんでここに……」

　何故かそこに、坂田の姿があった。

　キュベレーのライオンに乗って、やってきたのだ。

　たった一人で──

「ボクっ！　やっぱり宗志と一いつ緒しよに戦いたいんだっ！」

「全く……お前は……だったら他にも何人か連れて……いや、待てよ」

　今欲しいのは兵力だ。召喚獣を出せない坂田が来たところで、戦況は変わらない。

　七瀬や清花も一緒に来てくれれば──とまで考え、宗志はあることを閃ひらめく。

　起死回生の、一手はまだ残っている。

「何をすればいい？」

　宗志のところへとやってきた坂田は、ぴょん、とライオンから降りて、宗志に猫ねこのように大きな目を向けた。

「よし──坂田……アークエンジェルを出してくれ」

　宗志の決断は速かった。

　坂田のアークエンジェルは奥の手。出来れば使わせたくないし、誰だれにも知られる訳にはいかない召喚獣。

　知られてしまえば、その優位性から、必ず大量に召喚するように言われ、坂田が適合していないことがバレるどころか、坂田自身を死に追いやる。

　アークエンジェルは、よほどのことがない限り使うべきではない。

　が──宗志は坂田の姿を見るや、それを選せん択たくした。

　坂田が清花や七瀬を連れてこなかったことで、この手段を思いついたのだ。

「え？」

「俺は、負ける訳にはいかないんだ。むきむきジャッキーを、空から強きよう襲しゆうする。ネコミミっ！　ヨーコさん！　ここは任せたっ！　判断は個々に任せる」

「りょーかいマスターっ！」

　宗志は坂田の手を取って、陣から飛び出した。

　森に入り、戦場が見えなくなるまで走る。

「よし。じゃあアークエンジェルを出してくれ。俺を、むきむきジャッキーのところまで連れていってくれ」

「うん！　ボクも行くよっ！」

「ダメだ」

「ダメだをダメだっ！」

「ダメだをダメだをダメだ」

「ダメだをダメだをダメだをダム枝……あっ」

「嚙んでんじゃねえよ。はあ……そう言えば、お前は負けず嫌ぎらいだったな」

「へへー。宗志が何をしようとしてるのか、ボクバカだからわかんないけど──絶対ついていくから」

　坂田はじっと宗志の目を見て言った。

　宗志の目が、まるで死に急いでいるように見えたから。

「よし！　覚かく悟ごはいいか？」

「おうっ！　アークエンジェルっ！」

　坂田が天使を一体召喚する。

「行くぞっ！　ミオっ！」

「えっ！　ええ！」

　坂田は宗志の言葉に驚おどろき、目をぱちぱちとしばたたく。

　名前を、呼ばれたからだ。

「合ってるだろ？」

「うん……でもなんで急に当たったの？　ずっとノーヒットだったのに」

「五十音のほとんどがノーヒットだったからな。もう、ミとオぐらいしか残ってないんだよ」

「あはは。宗志のそういうところ、好きだよ」

　坂田の急な告白に、宗志は狼ろう狽ばいしたが、すぐに顔を戻もどした。

　白い翼つばさをはためかせ、両りよう腕うでに坂田と宗志を抱だいて飛んだ。

　一気に、島が小さく見える。

　雲を突つき破やぶるほどの高さ。急に体が冷える。

　アークエンジェルによる、垂直落下。

　むきむきジャッキーに目視される前に、すっとアークエンジェルは消え去り、坂田が落ちる。

「ごっ！　……ぐふっ」

　着地に失敗し、坂田は地面を転がった。

　突とつ然ぜん空から人間が降ってきて、むきむきジャッキーは驚きよう愕がくし、固まった。

「坂田だとっ！　……なっ……どこから……」

　どこから来たのか。何故来たのか。そして何故着地に失敗したのか。何もかもがわからず、混乱している。

「うおおおおお！」

　叫さけびが聞こえて、むきむきジャッキーは顔を上げる。

　何かが高速で飛来し──どどん、と地面に激げき突とつして、砂すな埃ぼこりが舞まう。

　自分の背後、手が届くほどの距きよ離りに、何かが落ちたのだ。

　最初から、これが狙ねらいだった。

　兵力に差があるならば、敵の総大将を倒たおすしかない。

　車懸りで突破して、一対一に持ち込むつもりだった。

　宗志はこの勝負、むきむきジャッキーを倒すしかないと考えていた。

「す、スパルタニアンっ！」

　あまりの砂さ塵じんに、顔を腕うでで覆おおいながら、追加の召しよう喚かん獣じゆうを出そうとするむきむきジャッキー。だが、接近されすぎていた。

　召喚獣は、物体は透とう過か出来るが、魂たましいは透過出来ない。

　人のいる場所に、召喚は出来ないのだ。

「もう……遅おそいっ！」

　着地した宗志はむきむきジャッキーに殴なぐりかかる。

「舐なめるなああああああああああっ！」

　丸太のような太い腕が、伸のびる。

　宗志へのストレート。

「ぐがっ──」

　その真っ直ぐなパンチが、宗志の顔面にヒットする。

　一いち撃げきで、気絶してしまいそうな、強きよう烈れつなパンチだ。

　リーチの差で、宗志の拳こぶしは届かなかった。

「何をしたかわからんが──それでもお前は勝てない！」

　兵士同士の実力では、スパルタニアンが質も量も上。となれば、将であるむきむきジャッキーを倒さなければ、この『戦いくさ』は勝てない。

　だが、それも難しい。

　最終的に召喚士同士の殴り合いとなれば、それこそ、むきむきジャッキーの土俵。

　そう、むきむきジャッキーは、このときのために肉体を鍛きたえてきたのだ。

「鬱うつ陶とうしい筋肉だ──なっ」

　宗志は口の中に溜たまった血を地面に吐はき捨すて、もう一度突っ込む。

「筋肉だけじゃあねえ。俺はここで二年戦ってきた。来たばかりのお前とは、経験が違ちがうんだよっ！」

　むきむきジャッキーのパンチは、重くて速い。

　一撃の重みが、違う。一撃の速さが、違う。一撃の、長さが違う。

　むきむきジャッキーのパンチは、宗志の腹へ食い込んだ。

　痛む腹を気にせず、宗志は突撃する。

（一撃！　一撃でいいんだっ！）

　もう一度殴りかかったとき──側面からスパルタニアンがシールドバッシュ。

　あまりの衝しよう撃げきに、体はぽーんと宙を舞い、そこへ槍やりが追つい撃げきしてくる。

　脇わき腹ばらを刺さされ、宗志は地面を転がった。

　大の字になって寝ね転ころがる。ずきずきと腹が痛み、どくどくと血が流れ出るのがわかる。

　青い空が、太陽光が、ぼんやりと視界に入った。

「宗志っ！　大だい丈じよう夫ぶっ！　宗志っ！」

　にゅっと見慣れた顔が空を遮さえぎる。

「坂田……」

　逃にげろと言いたかったが、声が出ない。

「よくも……よくも宗志をっ！　よくも宗志をおおおおおおっ！」

　坂田の目は、怒いかりに燃えていた。

　そして坂田は走り出す。

（バカか……本当に……あのバカっ！）

　宗志は、痛む腹を押さえながら、上体を起こす。

　止めなければ。今度は変態行こう為いじゃ済まない。──死ぬかもしれない。

（やらせるものか！　坂田を……ミオっ！　お前は絶対に守るっ！）

　むきむきジャッキーに殴りかかった坂田の姿が見える。

　スパルタニアンの槍に、体を貫つらぬかれる坂田の姿が見える。

「うおおおおっ！」

　宗志は、間に合わなかった嘆なげきの咆ほう哮こうを轟とどろかせ、拳を握にぎり込んでむきむきジャッキーに飛びかかる。

「いい！　いい男だお前らっ！　堪たまらねえ！」

　カウンターで、むきむきジャッキーの拳が宗志の顔面を抉えぐる。

　体を仰け反らせながら、宗志は一歩後ろに踏ふみ込んで、倒れないように耐たえた。

　そんな宗志に、一発。さらに一発。

　三発目の攻こう撃げきは、来なかった。

　ジャブ、ジャブ、ジャブ──左のパンチが宗志の頰ほおを叩──いたと思った瞬しゆん間かん。

　くるりと宗志が背中を向けた。頰を叩たたいたことによって、あまりの衝撃に体が回転した訳ではない。

　宗志は自ら背中を見せたのだ。

　そしてそのまま、むきむきジャッキーの伸びきった腕を搦からめ捕とったと思ったら──

　背中に衝撃。

　動きが速すぎて、むきむきジャッキーは何をされたのかがわからなかった。

　むきむきジャッキーは空を仰あおいで初めて、自分が一本背負いで投げられたことに気づいた。

　宗志は掌てのひらを広げて、むきむきジャッキーの見事な大胸筋にそっと添そえるように置く。

　次の瞬間、宗志の手は振しん動どうする。

「ぬあああああんっ！」

　むきむきジャッキーの叫びが木霊こだまする。

　すぐに起き上がり、宗志から距離を取る。

（な、なんだ！　なんだ今の気持ちよさはっ！）

　むきむきジャッキーは、まるで女子のように胸を手で隠かくした。

　胸の先が、あまりの心地よさにびんびんになっていた。

　あまりの気持ちよさに、内うち股またになっていた。

　宗志がさらに追撃する。

（ま、マズイっ！　こいつの攻撃は、なんかヤバイ！　一発も、食らう訳には──いかないっ！）

　先ほどと同じようにカウンターで宗志の顔面を殴ろうとしたそのとき──

「動かない方が、いいぞ」

　ぼそりと宗志が呟つぶやいたと思ったら──全身を振動が駆かけ巡めぐる。

　脳、口内、喉のど、乳首、指先から足先まで──全てが振動していた。

「それがっ！　ファントム・ヴァイブレーションだっ！」

　それは、宗志が旅立った日──本ほん郷ごうに見み舞まった最後の技と、同じモノだった。

　体の内側から、爆ばく発はつしたように気持ち良さが襲おそう。

　がくりと膝ひざをついてしまうほどの快感に、むきむきジャッキーは驚愕した。

「ば、バカなっ！　快感が……ダメージがあとからっ……スパル──」

　スパルタニアンを召しよう喚かんして、宗志を迎げい撃げきしようとしたが──

「宗志っ！　やっちゃええええーっ！」

　坂田が、背後からむきむきジャッキーの口を手で塞ふさいだ。

「ライトニングっ！　バーストぉっ！」

　どん、と宗志がむきむきジャッキーの胸を打つ。

「ば、馬鹿な……こんな軟なん弱じやくな筋肉にっ！」

　むきむきジャッキーはあまりの快感に白目を剝むいて、そのまま失神してしまう。

「筋肉の問題じゃない。正に、経験の差だ。お前はここで二年間、毎週戦ってきたのかもしれないが、俺は──すでに一〇年以上、毎日戦ってきたんだ。この瞬間のためにな」

　宗志はむきむきジャッキーのネックレスを引きちぎり、ぎゅっと握り締める。

　すると──スパルタニアンがふっと全て消えた。

「スパルタニアンが……消えた？」

　坂田が驚おどろきの表情を見せる。

　宗志は、まだ緊きん張ちようの中にいた。

　手に、痺しびれが残っている。

（出来た……俺の思った通りに……出来た）

　子供の頃ころから、ずっとこの瞬間を待っていた。

「マスターっ！　やりましたねえっ！」

　スパルタニアンが消え去り、ネコミミが宗志のところへとやってくる。

「勝った！　勝ったんだ宗志っ！　凄すごいよっ！」

　坂田にぎゅっと抱だきつかれ、宗志はおっぱいの柔やわらかさに戸と惑まどいを見せた。

「よし、ネコミミ。先せん輩ぱいたちに、ここは突とつ破ぱしたと伝えてきてくれ」

「りょーかいですっ！」

　ネコミミは敬礼をすると、ライオンに跨またがって離はなれていく。

「ボクたちはどうしようか？」

「……温泉、行くか？」

「傷、大丈夫なの？」

「掠かすっただけだ。問題ないさ。それに、勝ち得たモノを早く見たい」

「……だったら、いいけど」

　宗志と坂田はライオンに跨がり、坂の先へ。

　ジム施し設せつの横を通り、森の中へと入っていく。

　すると、それはあった。

　石に囲まれた露ろ天てん風ぶ呂ろ。溢あふれ出たお湯は、川となって流れている。

　一〇人ほどは入れそうな大きさの温泉を、石いし垣がきのように組まれた不ふ揃ぞろいの岩が囲っている。見上げれば、全方位を覆う木々の青々とした枝葉。

　ここが森の中の一画であることがわかる。

　森の中にぽつんとこの露天風呂だけの空間。脱だつ衣い所などもない、穴場。

　ここなら、坂田も気き兼がねなく入ることが出来るはずだ。

「ほらよ。マスター」

「ヨーコさん？　ありがとう」

　出会った時にパラシュートに使っていた布を、ヨーコが差し出してきた。

　宗志はそれを腹に巻いて、止血しながら、足だけ温泉に浸つかる。

　温度は、四三度程度。ほんのり熱めのお湯だった。

「坂田も浸かってみろよ。ちょっと熱めだけど、温泉らしい温泉だぞ」

「ホント？　じゃあ──」

　宗志が顔を向けると──今正にパンツを足から引き抜ぬこうとしている坂田の姿があった。すでに、上はもう脱ぬいでしまっている。

「おまっ！」

　宗志は赤面したまま、坂田の露あらわな姿に釘くぎ付づけになった。

　あのとき──風ふ呂ろ上がりの坂田は、タオルを首から掛かけていた。

　全ぜん裸らではなく、九割九く分ぶ九く厘りん裸はだか。

　だが今は──完全な、全裸だ。

「ん～っ！　きっもちいい～っ！」

　坂田は両手を広げて大自然を嚙かみしめる。

「さ、坂田……」

「ほら、ヨーコさんもネコミミちゃんも温泉入ろうよ！」

「え！　ええ！　わーっ！」

「ば、バカこのバカ坂田っ！　こらやめっ！」

　宗志は、目の前で自分の可愛かわいい召しよう喚かん獣じゆうたちがルームメイトによってひん剝かれていくのをただただ見ることしか出来なかった。

　あまりの刺し激げきに、宗志は──卒そつ倒とうしてしまった。

　思った以上に血を流しすぎたせいか、血を流しているのに温泉で血行を良くしてしまったせいか、それとも、興奮しすぎたせいか。

「うわあ！　宗志ぃっ！」

「ま、マスターっ！」

　ばたっと倒たおれた宗志を、少女たちが抱だきかかえる。

　意識を失ってしまったがために、せっかくの柔らかく滑なめらかな肌はだの感かん触しよくを、宗志は感じられなかった。
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エピローグ　ネコミミと宗志と七瀬と召喚獣のヒミツ









　次の日──宗そう志しはベッドの上にいた。

「マスターっ！　頭を冷やした方がいいって聞きました」

「おう」

　ネコミミが扇せん風ぷう機きを借りてきて、風が顔面に行くよう固定し、『強』のボタンを押す。

「体は温めた方がいいんだって！」

「おう」

　坂さか田たは、借りてきた大量の毛布を、宗志の肩かたから下を包み込むように重ねていく。

　宗志は、何も言わず従っていた。

　全身が動かせないぐらいの筋肉痛と、高熱。

　坂田は、二段ベッドの柵さくにもたれ掛かるようにして座り込んで看病していた。

「ねえ宗志」

「んー。どうした……ミオ」

「……宗志は、どうしてこの島に来たの？」

「はっ？　そりゃあお前、召喚士になるためだろ」

「……ふーん。そっか……いつか、ちゃんと教えて欲しいな」

「どうしてそんなこと思ったんだよ」

「宗志と初めて出会ったとき、あんな状じよう況きようだったじゃないか」

「あんな……ああ、嵐あらしに巻き込まれて、死ぬところだったな」

「あのとき、どうして冷静でいられたんだろう、どうして、召喚獣の名前を付けるなんて悠ゆう長ちようなことが出来たんだろう、って思ったんだ」

「……うん」

「むきむきジャッキーを倒したとき、ボクはどうやったら召喚術バトルで『勝利』になるのか、わからなかった。でも宗志は、むきむきジャッキーを最初から狙ねらっていた。ううん。むきむきジャッキーの持っている、召喚石を狙っていた。召喚石を上書きしようとすればその召喚石が使えなくなることを知っていたんだ」

「それは……授業でやったんじゃないかな。一度登録された召喚石を別の召喚士が上書きしようとすると、召喚石は三時間ほど使えなくなるって」

「まだ授業で、そんなことは習ってない」

「つまり、何が言いたいんだ？」

「宗志は、この島に来る前から召喚術を、召喚によって行われている戦争を、そして戦う術すべを知っていたんじゃないかなって、思ったんだ」

「……なるほど」

「それはつまり──何かの目的達成のために、訓練を重ねてきたってことなんじゃないかなって」

「……お前、バカなくせに、たまに的を射るよな」

「どういうこと？」

「いや、なんでもない。いずれ話すさ。俺の目的って奴やつを──」

「ん。待ってる」

「そうだ。街へ出て、なんか買ってきてくれよ」

「辛からい奴？」

「そ。俺好みの」

「……いいよ」

　坂田は立ち上がり、笑顔で言った。

「ネコミミも、もう大だい丈じよう夫ぶだから、下がっていいぞ」

「いえ！　辛いマスターを放っておけません！」

「じゃあ、ボク行ってくるよ！」

「行ってらっしゃいっ！」

　びしっと敬礼で坂田を送り出すネコミミ。

　その後ろ姿に、宗志は目を閉じながら言う。

「ネコミミ……ありがとな」

「ほえ！　急になんですかっ」

「俺は、初めてお前を召しよう喚かんしたとき、……がっかりした。こんなのが俺の召喚獣なのかってな」

「……まあ、それは長年連れ添そってなくてもわかるレベルで伝わってました」

「だが、お前で良かったと今では思ってる。よく、俺の思い通り戦ってくれた」

「そりゃあ、私はマスターの分身ですものっ！」

「何か、お礼が出来ればって思うんだが……」

「あ、だったら一つだけ……その、お願いがあるんですけど」

「ん？」

「ネコミミって名前なんですけど……」

「イヤなのか？」

「イヤって訳ではないんです！　マスターから貰もらったお名前ですからっ！」

「じゃあ、何？」

「…………私、というか、私たち……その……ほんっと言いづらいんですけど」

　ネコミミは、ばつが悪そうに言った。

「うん。言っていい。怒おこらないから」

「私たち……キツネなんですよねぇ」

　ネコミミは、申し訳なさそうに言った。

「……………………マジで？」

「マジです。だからその、ネコミミって名付けられたとき、ショックが大きくて」

「……あれ？　お前、にゃーにゃー言ってなかったっけ？」

「……むしろ、こんっ……の方を立てる癖くせがあるんですよねぇ」

「なるほど。そう言えば、ヨーコって名前を付けたとき、ヨーコさんは喜んでたな」

「そうです！　『妖よう狐こ』みたいな名前が、私も欲しかったなーなんて」

「じゃあ、別の名前を……」

「それが、私たち召喚獣って、最初に付けて貰った名前でお呼び頂かないと、出てこられないんですよねぇ」

「……じゃあ、やっぱりネコミミで」

「まあ、そうなっちゃうんですよねぇ。ただ、知っておいて欲しかったなと思いまして」

「お前がキツネだろうがネコだろうが、俺は……お前を可愛いと思ってるよ」

「ええ！　ホントですかっ！　そんな直接誉ほめられると凄すごく嬉うれしいですけど！　それってきっと……高熱で頭おイかれてますよねっ！　氷持ってきますっ！」

「……おう。よろしく、ネコミミ」

「はいっ！」







　坂田やネコミミが部屋を出ていって、どれだけの時間が経たったのだろうか。

　少し眠ねむってしまっていた宗志が目を開けると──

「わっ！」

　そこには、二段ベッドの上の段があると思っていた。

　だが──七なな瀬せの顔があった。長い黒くろ髪かみは垂れ、宗志の頰ほおをさわさわと撫なでている。

「おっと、起きてしまったか」

「何するつもりだったんだ」

　すっと顔を引き、がっかりした表情を見せる七瀬に、宗志は溜ため息いきを吐つく。

「看病をしに来たのだよ」

「……それだけじゃなさそうだがな」

「ふっ。沖おき田たくん。君は私や清きよ花かに、隠かくしていることがあるな？」

「さて、ありすぎてどれのことやら」

「……私は、見たのだよ。君たちが──空を飛んでいたのを」

　七瀬の言葉に、宗志はぐっと奥歯を嚙かみしめる。

「鳥か何かと見み間ま違ちがえたんじゃないかな」

　目を合わせられなかった。まさか、見られていたなんて。

「実は、初めて君たちの部屋を訪れたとき、私は盗とう聴ちよう器きを仕込んだ」

「はっ？　なんでそんなことをっ！」

「私の崇すう高こうな目的を達成するためには、隠し事のない信じられるチームを作ることが必要だったのと──おかず探しだ」

「……おかず探し？」

　崇高な目的──よりもそっちが気になった。

「……そうだ。せっかく男子の部屋に入ったのだから、おかずにさせて貰っていた」

「まあいいや。隠し事のないチームって、俺がってより、双そう方ほうが心こころ掛がけるべきことじゃないか？」

「ああ、その通りだ。だから──私は私の目的を話しに来た」

「聞こうか」

「この月がち輪りん島とうには、一つ隠されたルールが存在する」

「隠されたルール？」




「首席で卒業する者は、──願いが一つ叶かなう」




「…………へえ」

「やはり、驚おどろかないのだな」

「いや、そう見えるか？　かなり驚いたつもりだったが」

「私が思うに、君の目的も同じだと考える。坂田くんの意見に私も同意だ。──首席卒業特典を狙っていて、そのために訓練してきたと考えれば、自然だ」

　盗とう聴ちようをしていた。つまり、先ほどの坂田とのやりとりも知っている。

　いや、それ以前の問題。坂田が女であることも、もう七瀬にはバレている。

「……はあ。わかったよ。お前の言う通りだ」

　坂田とは違ちがい、七瀬はごまかせそうにないと考え、宗志は観念したように頷うなずいた。

「やはり」七瀬は勝ち誇ほこる。

「だが、願いが一つ叶うって言い方は少しだけ間ま違ちがっている」

「と、言うと？」

「召喚石ってのは、条件までは知らねえが、たまに高純度のモノが生まれるんだ。その高純度の召喚石は、あまりに強力なために、出来れば月輪島から排はい除じよしたい。その排除の方法が、首席で卒業した者に『回収して貰う』ということ」

「ほう、そういうことだったのか」

「言わば、悪性ポリープのようなもんだな。高純度の召喚石は他の召喚石の力を全部吸い取ってしまうんだとさ。放っておくと、普ふ通つうの召喚石も全部ダメになる」

「その高純度の召喚石が、願いを叶えてくれる訳だろう？」

「高純度の召喚石は、召しよう喚かん獣じゆうを登録する際に、『個性』も新たに一つ登録することが出来る」

「それだ！　なるほど。望んだ『個性』を付けることが出来るということだったのか」

「ある者は時を止める力を。ある者は永遠の若さを手に入れる力を。召喚獣に、そんな夢のような個性を、付加出来る」

「うむうむ。私には夢があるのだ」

「……どんな願いを叶えたいんだ？」




「私はっ！　ハーレムを作るっ！」




「は？」

「実は私は、こう見えて変態なのだ」

「まあ、それはなんとなく、うすうす気づいていたけども」

「だが！　小学校の頃ころに、ド変態だった私は初はつ恋こいの相手に引かれに引かれ！　悟さとったのだ！　──女の変態は、引かれるだけの存在であるとっ！　私は初恋に破れ、悟った。このままでは結けつ婚こんが出来ない──と。しかし、だ。……治そうと思っても、変態という病やまいは治らないのだ」

「……それは相手が小学生だったからじゃないかな。いや、まあ大人でも引く人はいるだろうけど」

「こんなむっつりドスケベな私を知って尚なお、愛してくれるような男子たちを囲う！　それが、私の夢なのだ！」

「とんでもない夢ではあるな」

「入学式の初日、私は教室で担任教師からこう聞かされた。『ファーストに、百年に一度の大変態がいる』と。そのとき、それは私のことだと思った。が、後にそれが君であることが判明した」

「……先週のブリーフィングか」

「うむ。もし私の性せい癖へきがバレたとしても、同レベルかそれ以上の変態であれば、チームを解消しないのではないかと考えた。君を利用して、首席を狙ねらおうとしたのだ。そう──君が坂田くんを利用しているように」

「……坂田を？」

「どういう大義の裏に隠しても、同じことを考えていた私にはわかる。──君はあの『飛行能力』が欲しくて、『彼女』に近づいた」

「……それが正しいとして、どうする？」

「ふふ、私は君の秘密、弱みを握にぎったんだ。これから、私のやることすることには全て協力してもらおう。私の夢のために」

「だが、待ってくれ」

「ん？」

「召喚獣の登録ですら、想像通りに行われたか？」

「……まあ、少し違ったかな」

「そう。個性の登録もまた、想像通りには行われない。時を止める力は、召喚獣が一匹ぴき一匹消えていくだけの力だった」

「消えていくだけ？」

「時間を止められるのは、召しよう喚かん士ではなく召喚獣だけ。そして時を止めた召喚獣は、止まった世界で何も出来ず時を動かすことも出来ず、止まった時の中に封ふう印いんされてしまった」

「……ふむ」

「そして永遠の若さ。──それが、俺がここに来た理由だ」

「永遠の若さ？」

「俺の両親は、ある召喚士の能力で、『永遠の若さ』を手に入れたんだ」

「……素敵な話じゃないか」

「そう、母さんは今──『永遠に一歳』のままなんだ」

「一歳！　生まれたてということか？」

「父さんはもう……死んでしまった」

「永遠の若さはどうしたんだ！」

「胎たい児じの状態にされてね。適切な処置も出来ずに、死んでしまったそうだ」

「……そんな」

「そのことは、斜はす向むかいにあった花屋の兄ちゃん夫婦が教えてくれた。『夢が多いと、悪夢の量も多くなる』ってね」

「その二人も、召喚士だったのか」

「召喚石は持っていなかったけどね。元々この月輪島の管理者だったみたいだけど、管理者が引退するときは、召喚石を持っていけないんだってよ。──とまあ、そんな二人に色々教わって、俺はここに来るチャンスを窺うかがっていた訳だ」

「つまり、君の願いとは、母を救うことだな？」

「……いや、そうじゃない」

「ならば、君はどんな願いを叶えようとしているんだ？」




「俺は、召喚術を──この世から無くすために来たんだ」








あとがき






　皆みなさんこんにちは。好きな戦国武将は毛もう利り勝かつ永ながな木き村むらです。

　この作品で、私が一番やりたかったこと。

　それは、『陣じん形けいと陣形のぶつかり合い』です。

　戦争物、戦記物は沢たく山さんありますが、戦略や戦術、一いつ騎き討うちなどに重きを置いていて、これと言った『陣形バトル』が無いような気がしていたからです。

　曹そう操そう、曹そう仁じんの繰くり出だした八はち門もん金きん鎖さの陣が特に好きです。

　そこで、図書館で陣形の本を読みました。

　私はその本を読んで愕がく然ぜんとします。

　果たして本当に陣形を使っていたのか？　そして、陣形は戦局を変えるほどの威い力りよくがあったのか？

　まず第一に、何千何万という人間が一いつ斉せいに同じ動きを取るのはとても難しく、定規で線を引いたような綺き麗れいな陣形を保ったまま行動出来るのか？

　第二に、陣形は後出しジャンケンのようにその都度変化していくモノで、『徳とく川がわ家いえ康やすは鶴かく翼よくの陣で戦った』としても、最初から最後までずっと鶴翼のままとは到とう底てい思えない。

　第三に、陣形と陣形がぶつかってもそこからは結局乱戦になる。

　始まりこそ陣形を組んではいたが、その陣形のまま戦うことなどない。

　結論として、陣形はそれほど重要ではない。というモノでした。

　まあ大分私なりの解かい釈しやくで置おき換かえてますが、大体こんな論調の本でした。

　それでもっ！　私はっ！　陣形に拘こだわりたいんだっ！

　ということで陣形が重要になるような設定作りを色々模も索さくしました。

　まず、火器の使用は厳禁。

　銃じゆうが使えるような世界で、集団戦術は難しい。銃を撃うち合う塹ざん壕ごう戦や戦列歩兵も面白いですが、今回のコンセプトである『陣形と陣形がぶつかり合う』ことは出来なくなるので採用しませんでした。

　次に、思考や武装、性格の統一。

　アリやハチのように、全てを同じにすれば、乱れぬ集団戦術が可能だと考えたのです。

　航空戦力や爆ばく弾だん、大たい砲ほうのような『範はん囲い攻こう撃げき』も陣形を無力化してしまうのでやらない方がいい。

　歩兵と歩兵のぶつかり合い。これを、私はやりたかったのです。

　で、こういう『条件下でのバトルモノ』を作るとき、とりあえず『最強』は何かと考えます。

　担当編集に、相談してみました。

「──この条件で最強ってなるとどういう生物になるかな？」

　私の中の答えは、『恐きよう竜りゆう』でした。一いつ匹ぴきでも恐おそろしい恐竜が、一〇〇〇〇の兵力で、陣形組んで統率されて襲おそってきたら、『最強』と言えるのではないかと。

　で、担当編集はこう答えました。

「宇宙人ですかねぇ。ＵＦＯとかいっぱい来たら強そう」

「お前、話なんも聞いてないんか」

　歩兵、騎き兵へいの範囲でしか考えていなかった私は、もう一度設定と睨にらめっこして、逆にこう考えました。

　狭せまく、狭く、と考え、作ってきた設定を、広げる努力をしていなかった。

　禁じた部分こそ、切り札となるのではないだろうか？　と。

　こうして、坂さか田たに『航空戦力』という切り札を付ふ与よすることになったのです。

　今となっては、目から鱗うろこの貴重な意見だったなと思います。




　それでは謝辞を──

　この本を手にとって下さった皆みな様さま。こんなわちゃわちゃした作品を読んで頂き、本当に本当に、ありがとうございます。

　イラストを引き受けて下さった希望のぞみつばめさん。

　獣けもの耳みみ描かかせたら天下一品。いい仕事をしてますねぇ。

　ネコミミのネコミミがネコミミじゃなくてよかったと心から思います。

　ありがとうございました。

　編集部の皆様。

　坂田が命を一回救われたぐらいで懐なつくのはチョロすぎやしないか？　というアドバイスがあったとき「鬼おにかお前らは。命救われてんねんで！」と思ったりもしましたが、今ではいい思い出です。

　確かに、坂田はチョロいです。

　流行はやりやマーケティングを無視した、こんな我が道を征ゆく作品に付き合って下さった全ての皆様に、感謝したいと思います。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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